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　それはちょっと奇妙な客だった。

　とはいえ、長年おもちゃ屋を営いとなんでいる彼にとっては別段驚くまでもない。そういう季節には、ちょっとだけ早いから不思議に思ったのだ。

　時刻はもうすぐ九時。店じまいの時間だ。

「あ、あの、すいません」

　痩やせた三十くらいの男。スーツ姿で、眼鏡をかけている典型的なサラリーマン。目が疲れ切っており、残業が終わった後ここに直行したと見える。

「いらっしゃい。こんな時間に何かお探しで？」

　御ご色しき南口商店街からほんの少し離れた国道沿いにある「おもちゃの平へい八はち」の店主、柏かしわさんはダルマのようなヒゲを撫なでながら変わり種の客に話しかけた。どうせもう閉店時間なので、他に客はいない。

「あの、クリスマスプレゼントを探しているんですが」

「クリスマスプレゼント？」

　ちょっと早いのではないか。

　まだ十二月が始まったばかりだというのに。

「いえ、その、早いのはわかってるんです。でも、今日しか買う時間が取れなくて……明日から三日出張で、帰ってきたら別の出張がありまして……」

「おいおいお客さん、そりゃ働き過ぎだよ。金に困ってるのか？」

「い、いえ。そういうわけでは……ただ、子どもに楽をさせてやりたいと」

　なんだか複雑な事情がありそうだ。

　身なりからして貧乏というわけでもなさそうだし。だが若いのにこれだけ疲れているというのは、あまり楽観できる状況ではないだろう。

「あのなお客さん。一番のクリスマスプレゼントってのは――」

「イブの夜に、子どもと一緒の食卓に着くのが一番のプレゼントだってことくらい、私にもわかりますよ。でも、今年も叶かないそうもないから……だから、せめて二番目のプレゼントを探しているところなんです」

「――そうかい」

　そこまで言うなら何も語るまい。

　柏さんは自分にできる精一杯の手伝いをすることにした。

「お子さんは、男の子？」

「あ、はい」

「だったら携帯ゲームなんてのはどうだい？」

「それ人気あるらしいですね。こちらでも取り扱ってるんですか？」

「おう、ちょうど一個だけあるぜ。今ならお買い得だ」

「それじゃ、それひとつ！」

　初めて男の顔が明るくなった。

　子どもの喜ぶ顔を想像したのだろう。

「よーし、待ってな。とびっきりのラッピングをしてやるよ」

　ラッピングをしている間、そのお客さんから子どもの話を聞いた。今、病気で入院していること。その入院費を稼かせぐために妻と二人で働いていること。年末はどちらの仕事も特に忙しくて、なかなか子どもに会いに行けないこと。

　今年のクリスマスも会えないまま終わりそうで、彼としてはそれが気がかりらしい。

「病院の面会時間に間に合わないんです」

　そう寂さびしそうに笑う彼を見送った柏さん。

　彼に売った携帯ゲームも、入院中ならばいい暇つぶしになることだろう。そんなことを考えながら、シャッターを閉めようとしたその時のこと。

　――肝心なものを忘れていた。

　さてどうしようかと思案している所に、なんと別のお客さんが来たではないか。

「あ、あの、すいません」

　女性だった。三十代くらいか、疲れた顔をしている。残業帰りだろう。

「クリスマスプレゼントを探しているんですけど……」

「こんな時期に？」

「はい、その、忙しくて今日くらいしか……」

「お子さん、男の子？」

「はい」

「入院してて、旦だん那なさんと二人で共働き？」

「どうして、それを……」

「ちょっと待ってな。いいブツがある」

　そう言って柏さんは携帯ゲームのソフトを取りに店の中に戻っていった。

　似たもの夫婦なんだなぁ、と苦笑しながら。







































　まるでＶＩＰのような待たい遇ぐうであった。

　黒服でサングラスをかけた軍人あがりのＳエスＰピーに囲まれているような気分だった。そしてそれはあながち間違ってもいない。特とく殊しゆな訓練で身につけた技わざと、実じつ践せんに基づいた経験をあわせ持った彼女たちは、下へ手たな一般人よりよっぽど強い。

「もう悪さしねー、って言ってんのになぁ……」

　頰ほおを掻かきながらつぶやくのは、御ご色しき町ちようでもっとも有名な家の長女、吉よし永なが双ふた葉ば。彼女の周囲には一緒に来たクラスメイトの三バカがいる。

　この四人を、三人の看護師が三角形のようなフォーメーションで取り囲んでいる。その目はテロリストよりも冷れい酷こくで、何か良からぬことをしたらすぐにでも実力行使に出るという意志を表していた。

「自じ業ごう自じ得とくよ」

　フォーメーションの先頭にいる四十代くらいのベテラン看護師が小さく笑った。まぁ前回と前々回の来訪時に窓ガラスを四枚も割ればどこにいても自然と警けい戒かいされるだろう。

　ここは御ご色しき総合病院の一階。

　御色町でもっとも大きな病院で、吉永家でも大きなケガや病気をした時にはここを利用している。最近は厄やつ介かいになることが減った。頼りになる門番のおかげだ。

　冬だというのに汗をかいているのは、ここへ至るまでの道のせいだ。御色町はもともと盆地に広がる町なのだが、その町を取り囲む山の中ちゆう腹ふく辺あたりに病院が存在しているのだ。遠くから見ると大学のようにも見える大きさだ。もちろん来るまでには長くて急な坂を登る必要がある。

　この立地はかなり問題にされているのだが、病院からバスを出したりしてなんとか解決を図はかろうとしている最さい中ちゆうであった。病院に通うために歩いている老人の中には、足腰が鍛きたえられて医者いらずになった人もいる、という笑い話もある。

　しかし悪いことばかりではない。山ということもあり、病院はいつも緑に囲まれている。季節の花が咲く病院前の広場は、それ自体が公園のような役割を果たしている。眺ながめがよいので出て行きたくないと言う入院患者もいたほどだ。

　とはいえ、今は十二月のはじめ。いよいよ冬の到来である。樹木は葉を落とし、来年の養分にする。おかげで病院の周りは、イメージにふさわしく、少しもの悲しい。世間から隔かく離りされた別空間という気にもなってくる。

「あ、双葉ちゃん。こっちよこっち」

　そのまま一階の廊ろう下かを階段に向かって進もうとしていた双葉を、看護師が呼び止めた。

「あれ、二階じゃなかったっけ？」

「改装してこないだから四階になったの。だからエレベーターね」

「あいつ、また部屋変わったんだ」

　背中にしょったカバンの位置を軽く直して、双葉達はエレベーターに乗り込んだ。

　四階の廊下はそれまでの区画とは印象が変わった。普通は一色で塗られた床と壁で、殺さつ風ぷう景けいではないにしろ単調な色彩だというのに、ここは壁や床に動物などのキャラクターが描かれている。

　小しよう児に病びよう棟とうの特徴だ。

　ものすごく念入りに手を洗わされ、消毒してから大部屋に入る。入院患者の視線が一いつ斉せいに集まった。三人の看護師に囲まれた四人の子どもだ。そりゃ目につく。だけど一緒に入院しているのも子どもなので、それほど緊張はしない。

「吾ご郎ろう、どこ？」

　三バカの一人、石いし田だ歳とし三ぞうがキョロキョロ見回すと、一番窓まど際ぎわのベッドにかけられたカーテンがひらりと動いた。カーテンの向こうで手を振っている影が見える。

「吾郎！　お見舞いに来たよー！」

　同じく三バカの一人、藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろうが一いち目もく散さんに走り、早速看護婦に首根っこを摑つかまれた。嬉しいのはわかるが、病院内では走ってはいけません。そんな総次郎を尻目に、他の三人は窓際のベッドに近づいた。

「……や」

　無表情に手を振っている少年だった。

　色素の薄い髪を後ろでぎゅっとひとまとめにしている。目は細く、感情に乏とぼしい顔をしていた。世界の全すべてがつまらなそうな顔をした子である。

　彼――藤ふじ田た吾郎は読んでいた本を閉じると、初めて双葉達に微笑ほほえんだ。

「吾郎！　先生からプリントもらってきたぞー！」

　双葉がカバンから数枚のプリントを取り出して、吾郎に渡した。吾郎はそれをざっと眺めると、すぐにベッド脇の棚にしまう。

「進路相談のプリント？」

「おう。中学のこととかなー」

　面倒くさそうに答える双葉。

「私立の中学だとか、いろいろメンドクセーんだよなー」

　手近にあった椅い子すを引っ張ってきて、各自座る。

「あ、吾郎。この本サンキュな！」

　双葉がカバンから紫色の装そう丁ていの本を取り出して吾郎に返した。タイトルは「世界の怪奇生物たち」。内容は、まぁ想像の通りだ。

「チュパカブラとか野や人じんとか、いたら面白そうだよな！」

「いたら、ね」

　本を読んでワクワクしている双葉をよそに、吾郎は冷さめた態度。

「なー吾郎。俺にもなんか面白いマンガ貸してくれよ」

「あ、僕も僕も！　吾郎って面白い本いっぱい持ってるよね！」

　歳三と宗次郎が同時に詰め寄ろうとするが、

「コラコラ、病人に無茶させるな」

　三バカで唯ゆい一いつの常識人、島しま崎ざき勝かつ太たがふたりをなだめた。

「でも、僕にもあとで面白い小説を貸してくれ」

「結局、カッちゃんも読みたいんじゃないか」

　吾郎は小さく微笑む。表情に乏とぼしいので誤解されがちだが、これでも吾郎は楽しんでいるのだ。これは入院する前からそうだった。彼が退院している時には、三バカに一人加えて四バカになるのだ。今は吾郎の座は双葉が引ひき継ついだ形になってはいるが。

「ところで聞いてくれよ吾郎、こないだソージのやつ、夜よ倶ぐちゃんの前髪をかき上げて素顔見ようとしてさー」

「いいいっ、双葉ちゃんその話は言わないでっ！」

「あー、あの事件なー。あれ救急車出るかもしれなかったよなー。もしそうだったら吾郎の隣に寝てたかもな、ソージ」

　吾郎が聞かなくても、双葉達は勝手に学校の話をする。傍はた目めには漫まん才ざいのようにしか聞こえない報告を、吾郎はいつも無表情に聞いている。

「やっぱさ、あの前髪の向こうには別の宇宙が広がってると思うんだよ！　昔、なんかそんなホラーマンガあったんだよ！　な、吾郎はどう思う!?」

「別に。夜倶先生だって人間なんだし。顔くらいあるでしょ」

　歳三の質問に、吾郎はスルーとも取れる返事。

「おまえはいつもそんなんだなー。こーいう本ばっか読んでるくせに」

　と『世界の怪奇生物たち』をパラパラめくりながらため息をつく歳三。そして思い出したように本を閉じ、

「なーなー、どっかにエロ本とかねーの？」

　などとホザキつつ吾郎の本棚を漁あさり始はじめる。

「トシ、僕も探すー！」

　と総次郎までもがエロ本漁りに参加しようとしたところで、

「はいはい病室内では暴れない！」

　と、屈くつ強きような白衣の天使達に取り押さえられてしまった。この看護師さん達は、ずっとクソガキ監視のために病室に残っていたらしい。よほど警戒されているのだなぁ、と今いま更さらながら反省する双葉。

　首根っこを摑つかまれて引きずられている歳三と総次郎を横目に、双葉と勝太は椅子に座り直して、病室を見回した。そして、いつもと違うものを見つける。

「なんか、みんな何か作ってるな」

　勝太の手には折り紙の輪っかがあった。吾郎の隣のベッドの子どもが作っていたものだ。他にも折り紙でできた星やモミの木などがある。

　この季節だ、用途は限られている。

「そっか、クリスマスか」

　双葉も思い出す。

　なんだか怒ど濤とうの一年だった気がする。去年の冬もそんなことを思った。やっぱりあの犬の石像が家に来てからだ。そういえば去年のクリスマスは割とおとなしく過ごした。今年はもっと騒ぎたいところだが……。

「でも、こういう病院のクリスマスもいいな」

　患者達が自主的にやっているのだろうか。いま子ども達が作っている折り紙の飾り付けは、やがて病院の壁を飾るのだろう。なんだか七夕の時に学校中に笹ささと短たん冊ざくを飾ったことを思い出した。

「今年もいろいろがんばるわよー。みんなで歌を歌ったり、プレゼントをあげたり、人形劇とかやったり、あとお医者さん達も出し物とかするの」

　眼鏡をかけた背の高い看護師の一人が、自慢げに胸を反そらした。彼女達もいろいろ準備をしているのだろう。病院中がワクワクしているのだ。

　ところが、何の感動もわかない子が一人だけ。

「ふん。どうせ去年と同じだろ」

　眉まゆひとつ動かさずに呟いたのは、やっぱり吾郎だった。

「吾郎くん……で、でもね。今年は去年より派手にやろうって院長先生もおっしゃってるのよ？」

　怒っているようにも見える吾郎にやんわりと反論する、眼鏡の看護師さん。なんだか教師と生徒みたいな構図だ。

「派手にやるって言っても、どうせ院長先生がサンタの格好したりするだけだろ？　もう飽あきたよ。毎年毎年、同じ事の繰り返しで」

　大きなため息をつく吾郎。

　そして、こんなことまで言い出す始末。

「そんなことしたって、意味ないじゃないか。それより、僕は早く病気を治して外で遊びたいよ」

「吾郎くん……」

　眼鏡の看護師が何か言う前に、双葉が前に出た。

「おい吾郎。ずっと病院にいてクサるのはわかるけどよー、ここの人たちだって悪わる気ぎがあってやってるわけじゃねーんだぜ。みんな忙しい中、がんばってるんだし」

「がんばるだけで結果を出せるなら、苦労はしないよ」

「おまえなぁ……」

　同年代の、いわゆるクソガキに分類される双葉でもこう思う。

　なんて可か愛わいくないヤツだ。

　舞台が病院で、相手が吾郎じゃなかったら確実に殴なぐりかかっている。少しは成長した双葉、看護師さんの手前もあるので拳こぶしを鞘さやに収め、もう一度説得にかかる。

「それによ、ホラ、今年はホントに違うかもしれねーだろ？　吾郎がアッと驚くようなクリスマスになることだって――」

「双葉。病院の外のツリーみたいなヤツ、見た？」

　吾郎に言われて思い出す。

　そういえば病院の入り口に小さなモミの木があった。御色南口商店街に飾られるツリーと比べると、お世辞にも見み栄ばえが良いとは言えない。

「いつもいつも、そうやって期待させられるんだ。でも出てくるのはありきたりの人形劇や、折り紙の飾り付けだけだ。それを毎年見せられて――拷ごう問もんに近いよ」

「拷問って……おい吾郎テメェ！」

　さすがに双葉もトサカにきた。腕まくりをして吾郎に詰め寄ろうとするのを、看護師さんが二人がかりで止めようとする。

「言っていいことと悪いことがあるだろうが！　どこのおぼっちゃまくんだコラ！　ここの人達がどんな気持ちで毎年がんばってるのか、わかってんだろ!?」

　その言い方に、さすがの吾郎も眉をひそめて言い返す。

「わからないよ。俺には仕事のついでに面倒くさそうにやっているようにしか見えない。『私達は子どものために張り切っています』って、体てい裁さいのために仕方なくやってるんだ」

「吾郎！　おまえ言い過ぎだぞ！」

　側にいた勝太も立ち上がって吾郎に詰め寄る。歳三や宗次郎までもがブチキレそうになり、こうなると三人の看護師では足りなくなってしまう。

「吾郎ぉっ！」

　とうとう双葉が看護師さんの腕をすり抜けて、吾郎の胸ぐらを摑んだ。

　こういう生意気ぶったヤツは説得よりもゲンコの方が早い。

「歯ァ食いしばれっ！」

　双葉が振り上げた拳を振り下ろした。

　がちん！

　その凄せい惨さんな光景に、病室内の全員が言葉を失った。

　拳が当たったのは、吾郎の頭ではなかった。

『このような場所で喧けん嘩かをするのは、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する。双葉よ、拳を納めるのだ』

　吾郎のベッドの上にいつの間にか現れた、黒い犬の石像。吉永双葉の家に住む、世界最強の門番。錬れん金きん術じゆつによって作られ、御色町の皆様の暖かい心によって成長している――ガーゴイルと呼ばれる門番型自動石像だった。

　双葉が全力で放はなった拳は、まさにその石――錬金術の最さい秘ひ奥おうと呼ばれる賢けん者じやの石のレプリカでできた頭にぶつかったわけである。




　猛もう獣じゆうのような悲ひ鳴めいは、病院のエントランスまで聞こえたという。




　たまたま近くを通りかかった医者に治ち療りようしてもらったのは不幸中の幸さいわいだろう。双葉の右手は腫はれと包帯で倍くらいに膨ふくれ上あがっていた。

「ここが病院でよかったなー。ワシが通りかかったのも、また幸運だ」

　お約束の台詞せりふと共に、太ったオッサンの医者に笑われた。禿はげかけた毛髪もアゴヒゲも真っ白なのだが、肌だけはツヤツヤだ。コラーゲンの摂せつ取しゆには不自由していなそうな医者だ。七しち福ふく神じんの誰かが化ばけている可能性も捨てがたい。

「なー先生、その耳のペンなんだ？」

「ん、これか？」

　他の医者は身につけていないモノだった。聴ちよう診しん器きではなく赤ペンが耳にはさまっている医者など聞いたことがない。

「これは今日のレースをチェックするためのものだよー」

「競けい馬ばかよ!!」

　医者だろうが構わずツッコミを入れる双葉に、ふくよかな医者も楽しそうに笑っていた。というか本当にいいのだろうか、仕事中に競馬などして。

「んじゃ、気を付けなさいよ～」

「おー、ありがとなー、せんせー……」

　太った身体を揺すりながら病室を出て行く医者に、ペコリと一礼。

　腫れた腕を見て、フツフツと怒りがわいてくる。

「てめぇ、ガーゴイル……！」

　この手をこんなにした原因のガーゴイルに怒りをぶつけようとするが、奇妙な光景に動きが止まってしまった。

『むぅ……』

　ガーゴイルは先ほどから吾郎のベッドに座っているだけなのだが、吾郎の反応が奇妙だった。まるで熱した鉄を触さわるようにおそるおそる手を伸ばしたり、匂においを嗅かいだり、さもなくば目をこすってしばたいたり。

「あ、えと、これ……」

　ガーゴイルを指さしながら、口をぱくぱく動かしているのは藤田吾郎。

　三バカや看護師さんたちもどうしたのかと首をかしげているが、一番最初に気づいたのは双葉だった。

「あー、そっか！　吾郎、ガーゴイル見るの初めてか！」

　その言葉に、小さなうなずく吾郎。

「俺、話でしか聞いたことない、から……」

　病院暮らしが長いせいで、吾郎は外の世界を話でしか知らない。たまに自宅に戻っても、ガーゴイルに会うことなどない。もっともガーゴイルに出会うというのは、たいていが危機に瀕ひんしている時なので、幸運と言えるかもしれない。

『確かに、汝なんじに会うのは初めてだ。双葉の級友だというのに』

　困った声のガーゴイル。

　ガーゴイルとしても、久しぶりの反応で戸と惑まどっているのだ。

「……嚙かまない？」

　訊ききながら手を伸ばす吾郎。双葉が嚙まないと受け合う。

「触ってもいい？」

　尋たずねたのはガーゴイルではなく、看護師さんに対してだった。なぜガーゴイルに直接尋ねないのか疑問に思っていると、

「ガーゴイルさん、身体に雑ざつ菌きんとかはありませんね？」

『問題ない。我が身体につく病原菌は全て跳はね返かえす。門番が不ふ衛えい生せいでは、客人を招く際に失礼にあたるからな』

「だって。いいわよ、吾郎くん」

　看護師の許可をもらって、初めて吾郎はガーゴイルの身体に触れた。安全だとわかると、今度は無ぶ遠えん慮りよにペタペタと触り始める。

『我は吉永家および御色町の守しゆ護ごを担になっている。汝も御色町の住民であり、かつ双葉の学友とあらば、我が全力で守る故ゆえ、怯おびえる必要はない』

　最初に双葉達が消毒した時もそうだが、ここまで看護師さんがこだわるのは、ひとえに感かん染せん症しようのためだ。子どもは身体の中の抗体が少ないのでちょっとした感染症でも死に繋つながる可能性がある。だから子ども同士の直接的なお見舞いを禁じる病院も少なくない。

「どこから声出てるんだろ……」

　喉のどのあたりをさする吾郎。だがガーゴイルの声帯など双葉も探したことがない。ガーゴイルのライバルであるケルプがほとんどバラバラにされた時も声は出ていたのを思い出す。本当にどうなっているのだろうか。

「すごいね、双葉ん家ち」

「すげーだろ。ウチの門番だぜ」

　素直な感想を漏もらす吾郎だが、やっぱり一言多いのが彼の欠点である。

「でも、ウチには門番なんていらないし」

「んだと！」

　ムキになって反論しようとして、双葉も思い直す。

　フツーの家庭は門番なんて不要なのだ。だけどガーゴイルが吉永家にやってきて、生活はより激しくなったが、毎日が楽しくなった。ガーゴイルから大切なモノを学んだし、ガーゴイルも大切な何かを得ているのだ。

『門番など、我がいれば不要だ。我は御色町全すべての門番となろう』

　そんな双葉の気を知ってか知らずか、ガーゴイルはいつもの不ふ遜そんな態度。

「そうそう、それにガーゴイルさんは守るだけじゃねーんだぜ」

　歳三が双葉を弁護するように口を出してきた。

「その気になりゃ、色んなことができるんだぜ。今年のさくら祭りでも、ガーゴイルさんスゲー芸とか見せてくれたしな！」

『うむ。我は守るだけではない。皆の心の平安のために常に学んでいる』

「へぇ……」

　吾郎は無感動。だけど口元がにやついていた。

　その次に彼が言った言葉は、歳三の発言から予想できたことだった。

「だったらさ、ガーゴイルさんがクリスマスを盛り上げてみせてよ」

　一瞬、全員の視線がガーゴイルに向けられた。

『……む？』

　話の流れが見えていないのは、ガーゴイルひとり。

「ガーゴイルさんは芸でもなんでもできるんでしょ？　だったらこの病院のつまらないクリスマスを盛り上げてって言ってるんだよ」

『なんだと？　我がか？』

　ようやく話が見えてきたガーゴイル。

　そんな願い、受けるか否いなか決まりきっている。

『すまぬが吾郎よ。我はそういう事のために作られてはおらず――』

「おうよ！　ガーゴイルならなんだってできらぁ！　やったろーじゃねーか!!」

　ガーゴイルをベッドの下まで蹴り飛ばし、双葉が高らかに宣言した。

「見てろよ吾郎！　今に吠ほえ面づらかかせてやるぜ！」

「……本当に？」

　吾郎はわずかに微笑むだけ。その態度が余計に双葉の負けん気に火を付ける。

「ガーゴイルの芸見て、腰抜かすなよ！」

『待て双葉。そういうことは我が答えるべき――』

　ベッドの上に戻ろうとしたガーゴイルをまた蹴り飛ばし、

「黙だまってろ！　おまえだけの問題じゃねーんだよ！」

　蹴飛ばしたガーゴイルの上に乗り、吾郎を睨みつける双葉。

　そんな双葉とガーゴイルを、吾郎は応援も侮ぶ蔑べつもしなかった。ただいつものように無感動に笑っているだけだった。

　そろそろ止めた方がいいだろうと、看護師三人が指をゴキゴキと鳴らし始めた。
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　御色総合病院のエントランスは吹き抜けになっており、五階まで連つらなっているガラス張りの窓から陽光が一いつ斉せいに差し込む仕組みになっている。そのためか、いつも観葉植物がいっぱい並んでいる。建物に入ってすぐに生命の鼓こ動どうを感じられる素敵な空間だ。

　そこには待合所の他に休きゆう憩けい所じよ、売店などもある。外に出られない入院患者がそこで午後の一ひと時ときを過ごすことも多い。

　双葉達もそこにいた。紙パックのジュースを買って、各おの々おの過ごしている。

　ガーゴイルをのぞいては。

『双葉よ……！』

　ベンチの上に座ったまま、しゃべるたびにカタカタと石の身体が震ふるえていた。

「イヤ、ゴメンって！　そんなに怒るなよ！」

　常に我が道を行くのがモットーの双葉も、さすがに今回は我が道を行きすぎたと反省しているのだろう。素直にガーゴイルに両手を合わせた。

『良いか双葉よ。我は汝と吉永家のためならば命を投げ出す覚かく悟ごもあるが、我にも出来る事と出来ぬ事があり、ましてや我が承認を得ぬまま他者と約束事を交かわすなど、不届き千せん万ばんであり――』

　徐々に身体の揺れが激しくなってくる。よほど怒っているらしい。

　そしてあの双葉がガーゴイルに説教をされているという珍しい構図に、三バカたちは驚きを隠せないでいる。

「しょーがなかったんだよ！　吾郎のヤツに一ひと泡あわ吹ふかせるためにさ！」

『我は汝の喧嘩の道具ではないぞ』

「違う違う、そーいうことじゃないんだって！」

　慌てて手を振る双葉。力が入ったのか、持っていた紙パックのジュースのストローから中身がこぼれ出る。空中で中身が浮遊しているのは、ガーゴイルの念動力のおかげだろう。こんな時でも双葉の事は守るのだ。

「あーん」

　双葉が大口を開けると、空中に浮遊していたジュースがその口に流れ込んだ。一口で全部飲み込み、軽くむせた。

「なんだか宇宙飛行士みたいだな……」

　そんな双葉を見てつぶやく歳三たち。

　中身のなくなった紙パックをゴミ箱に捨てると、双葉はさっきとは違う、真剣な目でガーゴイルを見た。

「吾郎さ、腎じん臓ぞうの病気なんだよ」

『うむ。それは我も聞いた』

「一年のうち、四分の三くらいは入院してるんだ。春夏秋冬のどれかひとつしか体験できねーんだぜ？　だからあたしらがこーやって外のこととか話しに行ってるんだ」

　今日、吾郎の病室を訪れたのは、夜倶先生にもらったプリントを渡しに行くのが主おもだったが、そういう用事がなくても双葉達はよくここを訪れていた。先生に言われたからとかではなく、双葉のクラスメイトは、誰でも吾郎の病室に遊びに行くのだ。

　外の世界をよく知らない吾郎は、だけど双葉達が知らない色んなことを知っており、それを聞きに行くのが楽しいのだ。

「吾郎の気持ちもわかるんだよ。ずっと病院で同じことの繰くり返かえしじゃ飽きるだろうし。クリスマスのことで愚痴のひとつも出るってモンだろ。気持ちはわかってるんだよ、だけどあんな風に言うことねーじゃんか……あー思い出したら腹立ってきた！」

「わー双葉、待て待て！」

　椅子を蹴り飛ばそうとする双葉を、三バカが三人がかりで止める。

「てなわけでガーゴイルさん、ちょっと吾郎のために一ひと肌はだ脱ぬいでもらえませんか？」

　双葉を抑おさえながら歳三も小さく頭を下げる。

「吾郎のためだけじゃなくて、病院の人達みんなが喜ぶと思うよー」

『むう……』

　総次郎の言葉に、ガーゴイルも一考する。

『汝らの気持ちは理解した。吾郎の心を癒いやすために、祭りを盛り上げて欲しいということならば、我も出来る限りの事はしよう』

「おおっ！」

　ガーゴイルの返事に子どもたちが喜ぶが、

『だが問題がいくつかある。まず我はくりすますという行事をよく知らぬ』

「あー……去年はなんか散々だったからなー……」

　去年のことを思い出す双葉。あれは確かにクリスマスというより、単なるバカ騒ぎになってしまった気がする。

「後でケルプにでも聞けばいいんじゃねーの？　あいつキリスト教の天使だし」

『むぅ……あやつに頭を下げるのか……』

　さっきよりも機嫌が悪くなるガーゴイル。とはいえ、常識や教養という尺度でガーゴイルとケルプを比べるなら、その差は歴然としている。こればかりはガーゴイルも敵かなわない。というかケルプの頭の中には百科事典でも入っていそうなくらいだ。

「いいじゃん、アイツも教会のクリスマス会の手伝いするって言ってたし。いろいろ芸とか教えてもらえよ」

『そうだ。一番の問題はそこだ』

　ガーゴイルの声のトーンがどんどん重くなる。

『我は門番だ。人を楽しませる芸など持っていない。それでどうして祭りを盛り上げられよう』

「そりゃー……なぁ」

　双葉が三バカを見る。

　三バカは「こっちに話題をふるな」という目で首を振る。

『やはり勢いで約束したのだな？』

「うわぁっ！」

　双葉が振り向くと、目と鼻の先にガーゴイルの顔があった。

「ち、違うって！　芸ができるヤツが芸したってフツーだろ!?　ガーゴイルがやることに意義があるんだよ！」

『む……』

「ガーゴイルができないことをやれば、吾郎だって励はげみになるだろ!?　この世に不可能はないって、アイツに見せてやるんだよ！　んで見返してやるんだよ!!」

　熱く語る双葉だが、ガーゴイルの声は重いままだ。

　いくら双葉が主張したところで、実行するのはガーゴイルなのだから。

『むぅ……』

　どんな脅きよう威いにも負けない、最強の門番のガーゴイル。

　まさかこんなピンポイントで弱点をつかれるとは思ってもみなかったのだろう。こと人間の気持ちを理解することにおいて、ガーゴイルは未熟もいいところなのだ。

「あ、ガーゴイルさん」

　不意に予期せぬ所から声がかかった。その声に双葉も三バカも振り向くと、さきほど双葉達を取り囲んでいた看護師の一人――吾郎のことを心配していた、背の高い眼鏡の看護師さんだった。

　胸のプレートを見ると「山やま田だ聡さと美み」と書いてある。

「なんだかすみません、吾郎くんのことで……」

『むう。一度約束してしまったものは仕方がない。だが我は祭事には疎うとくてな。汝らの期待する結果が出せぬかもしれぬ』

　ガーゴイルの口から出る、弱よわ音ね。

　いつもだったら驚く場面だろうが、事が事だけに全員が納得している。そしてそれは看護師さんも同様だったみたいで、

「だったら、あの子達と協力すればいいんじゃないですか？」

『あの子達？』

「えっ、ガーゴイルさん知らないんですか？」

　彼女は心底驚いているようだ。

「あー！　そうだ！　すっかり忘れてたっ！」

　双葉も思い出し、両手を強く叩く。

「今ここに兄貴がいるじゃねーか！」

『和かず己みがこの病院にいることは知っているが……どのような用事なのだ？』

　本当に聞いていなかったらしい。珍しいことである。

　ともあれ、これで少しは何とかなるかもしれない。デカイ口を叩いた手前、双葉も病院のクリスマス祭りを手伝わざるを得なくなっているのだ。

　どうせやるなら、徹底的に。

　今年のクリスマスは、楽しむだけじゃ終わりそうにない。
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　家の手伝いやら塾じゆくやらで、三バカは先に家に帰った。もちろんタダで帰す双葉ではない。特に歳三には商店街の人たちにも協力を頼んでもらうことにした。病院と商店街が連携すれば、きっといいクリスマスになると思ったのだ。

　そして和己がいるという病院の多目的室では、聞き覚えのある罵ば声せいが飛とび交かっていた。

「だから何度も何度も何度も言ってるでしょ！　これは子どもが観みる劇なの！　お兄ちゃんみたいに精神年齢だけが子どもな人じゃないの！　どーして台詞のそこかしこに死とか虚無とか入れたがるのよ！」

「ヴァカヤロウ！　メメント＝モリという言葉を知らないのか!?　メメント＝モリ――つまり死を想うことこそ、人間の通過儀礼！　それを現代のゲーム世代に叩き込んでやることこそ俺の使命ブッ！　おいコラ！　誰だ台本投げたの!?」

　もうこの会話だけで中に誰がいるのかわかってしまい、楽しみもへったくれもない双葉だった。いつまでもドアノブを摑んだままでいるのもなんなので、多目的室に入る。

「ちぃーす」

　多目的室と言っても、広さは吾郎の病室と変わらない。おそらく病室を改造したのだろう。しかしベッドが置かれていないだけでもすごく広く感じられる。

「あ、双葉ちゃん！　ガーくんも！」

　最初に気づいたのは、部屋の隅すみっこでオロオロしている和己だった。救いの神が現れたかのような態度だった。寒いのか、部屋の中でもジャンパーを着ている。和己は極度の寒がりなのである。

　そして部屋の中央に置かれた机を中心に、さっきの双葉と吾郎のような怒鳴り合いを演じていたのは――

「あら、双葉ちゃん！」

「おー、ガーゴイルさんも来てたンスか！」

　和己の通う菜な々な色しき高校演劇部の名物、片かた桐ぎり兄きよう妹だいだ。

　演劇部部長である兄の林りん吾ごは、現在部員全員分の台本に埋もれていた。本に食われているようにも見える。この構図を見ても、演劇部の実権を握っているのが妹であることは明白だった。

「センパイを迎えに来たの？」

　取とり繕つくろうような笑顔を見せる、妹の桃もも。くせっ毛のポニーテールが特徴的で、放射線状に伸びる双葉のそれと比べると別物に見えるから不思議である。

　和己と桃の仲は、相変わらずである。たまにふたりでどこかに出かけたりもしているようだが、まぁ和己の性格が性格なので、いつまでたっても進展しない有あり様さまである。

「いや、そうじゃないんだけど……」

　頰を掻きながら部屋を見回すと、倒れている林吾の他にも何人かの演劇部員がたむろしている。彼らは手に人形をはめて楽しそうに談笑していた。

『人形劇か？』

　ガーゴイルが尋ねると、部員全員がうなずいた。

「毎年、クリスマスにやってるんだって。今年は僕も駆かり出だされちゃった」

　和己が補足するが、それでもガーゴイルは納得できない。

『汝らは演劇部ではないのか？　舞台演劇と人形劇は別物であろう』

「そうなんですけどね」

　台本の山からはい出てきた林吾が説明してくれた。

「ウチの高校の人形劇部、一昨年おととしツブれちゃったんスよ。んで、そこの部長と俺が仲良かったモンだから、毎年やってる病院のクリスマス人形劇だけは引ひき継ついでるんです」

『そういう事情であったか』

「でもさー、演劇ができりゃ人形劇ができるってもんなの？」

　鋭い質問を浴あびせる双葉に、待ってましたとばかりに目を光らせる林吾。

「いやー全然別物だから、すげー苦労してる！　でも演劇に通じるところもあるんだ。だから勉強のつもりでやってる。もちろん人形劇は強制じゃないから、勉強したいヤツだけ来いって感じだけどな」

　その割には、この多目的室にいる演劇部員はほぼ全員のような気がする。身体の大きい大道具の小こ森もりや、キザな主演俳はい優ゆうの遠とお野のもいる。みんな芝しば居いというか、この部が好きなんだなぁと実感する双葉だった。

「で、双葉ちゃんとガーゴイルさんは何しに来たんだ？」

「あ、そうだ、それがさー……」

　双葉が事情を話そうとすると、

『我が話そう。これはもう我の問題でもある』

　と、ガーゴイルが一歩前に出て説明し始めた。

　話を聞いた演劇部員たちは、最初に大爆笑して、次ににこやかな表情になった。

「なんだ、そしたら話は簡単じゃないか」

　林吾が手を打つ。

「ガーゴイルさん、俺たちと一緒に人形劇やりましょーよ！」

『なんだと？』

「いつもの事だけど、やっぱり手が足りないんスよ。前みたいにガーゴイルさんが手伝ってくれるなら、百人力ッスよ！」

「そうだよ、ガーくんも一緒にやろうよ！　楽しいよ？」

　唐突な林吾の勧かん誘ゆうに、和己も同意している。和己だけではない、演劇部全員がガーゴイルを迎える意思で統一されていた。

　春の演劇部の事件で、もうガーゴイルも演劇部の一員だと思われているのだ。

『だが、それは我が吾郎を楽しませることになるのだろうか？』

　もっともな疑問だ。挑戦を受けた――もとい、受けさせられたのはガーゴイルであり、演劇部ではないからだ。人の力を借りるというのはＯＫなのだろうか。

「別にいいんじゃないですか？　要は吾郎くんを楽しませることが目的なんだから」

　簡単に言ってのけたのは、桃。

　心なしか怒っているように見えるのは、人形劇が飽き飽きだと言われたからだろうか。普段は林吾の絶叫に隠れがちだが、この妹も内にかなりの情熱を秘めた娘なのだ。外見や行動は正反対なのだが、内面はとてもよく似た兄妹である。

『しかし……これは我の問題であり、汝らとは』

「今いま更さらナニ言ってんだ」

　渋るガーゴイルを蹴り飛ばす双葉。ごろんと転がるガーゴイルを、和己がしゃがんで受け止めた。

「ホント、今更だよガーくん。そもそもこういう行事は、ひとりじゃ絶対にできないんだから。ガーくんでもひとりでできることと、できないことがあるでしょ？」

　和己に抱かれてガーゴイルは口ごもっていたが、すぐに考えを改めた。

『……そうだな。感謝する』

　近頃のガーゴイルは、とくに人間らしい感情が発達していると双葉は思っている。兎と轉てん舎しやの道具で過去の世界に行った時、失っていた何かを取り戻したかのようだ。

　そうすると、今度は自分の能力とのギャップに悩むようになるのだ。ガーゴイルは石像であり、人間ではないから。

　そのあたりを解決するのは、吉永家と周りの人間である。

　言うなれば、守ってもらっている恩返しである。

「それじゃ、ガーゴイルさんも人形劇に参加ということでいいのね？」

　双葉の後ろから声がかかる。

　誰かと思えば、さっきの背の高い――山田聡美という看護師だった。

「聡美さん！」

　一番露ろ骨こつな反応をしたのは林吾だった。満面の笑みを浮かべて、どうやっても目もく視しできる距離にいるのに大手を振っている。

「あ、さっきのねーちゃん……」

　指をさしながらどういう関係なのか聞こうと和己を見ると、

「聡美さんは、今年のクリスマスの進行係なんだ。僕たちの人形劇や、ゲストを招いてのチャリティコンサートとかを担当してくれてるの」

「それって、看護師さんがやるもんなの？」

「本当だったら、専門の係にお願いしたいんだけどね。ウチは人手不足だから。それに、私もこういうこと嫌いじゃないしね」

　疲れた顔だが、それでも元気に笑う聡美。

「ふぇー……大変なんだなー」

　看護師の仕事がどれほど忙しく体力を使うかは、双葉もよくわかっている。夜勤も当たり前な忙しい毎日で、患者相手に鍛きたえているのだ。摑まれた時によくわかった。また、そんな身でイベントの進行もやっているのだ。倒れたりしないか心配である。

『我としては願ってもないことだが……吾郎はそれで納得するのだろうか？』

「うーん、そうねぇ……」

　考え込む聡美。

「大丈夫ッス！　俺がそいつを納得させますよ！」

　ガーゴイルを押しのけて、林吾が聡美に詰め寄った。

「あら本当？　それじゃ、みんなで吾郎くんに会いに行こうか？」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべ、聡美は時計を見る。するとちょっと困った顔になった。そろそろ面会時間が終わるようだ。早く行かないと会えなくなってしまう。

「じゃ、行きましょ。林吾くんの他にもついてくる人、いる？」

「あ、あたしも行きます！」

　手を上げたのは桃。なんで桃が来るのか、ちょっと疑問に思ったのだが、部屋を出る聡美にホイホイついていく林吾を見ながら、桃がそっと耳打ちしてくれた。

「見たでしょ、あのお兄ちゃんの鼻の下。あたしがついて行かないと、何しでかすかわかったもんじゃないからね」

「あー、そういうことかー……わかりやすいなー」

　小学生の双葉にすら看かん破ぱされてしまう林吾の胸の内であった。

　そうして林吾を追いかける桃に続き、和己も歩き出す。

「じゃあ僕も行くよ。桃ちゃんと林吾がケンカしたときに、止める役が要いるからね」

「兄貴もずいぶん演劇部に慣れたなー」

「ま、まぁね……いつものことだし」

「つか兄貴、受験はいいのかよ!?」

　和己はいま三年生の冬だ。昨日だって机に向かって勉強していた。どこの大学を受けるのかは知らないが、いつもの三倍は勉強しており、吾郎以上に体調が気になるのである。

「うん、そろそろ本格的に勉強しないとマズイよ」

「そっかー……って、マズイのかよ！」

　思わずノリツッコミを入れてしまう双葉だが、

「それ初めて聞きましたよ！　吉永先輩、推すい薦せん受験じゃないんですか!?」

「いいんですかこんなトコロでこんなコトして！」

　と、演劇部員達からもツッコミが多数。どうやら何も話してなかったようだった。

「いや、こんな時期だから、なおさら息抜きがしたいんだよ。勉強ばっかりだと逆に能率悪いからさ。だから手伝わせて欲しいんだ」

　手を振って弁解する和己。

「でも、林吾にーちゃんはいいのか？」

「部長ならなんとかなるでしょ。ていうかどうにかするでしょ」

　和己と違って、えらいぞんざいな扱いであった。
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　吾郎の病室の扉を開けると、双葉は勢いよく叫んだ。

「おーい吾郎ー！　ガーゴイルが何やるか決まったぞー！　これでテメーのことギャフンと言わせてやるから――」

「はい病室内では騒がない！」

　五秒で聡美に取り押さえられた双葉の横を、他の面々が通り過ぎる。

　が、彼らの足も止まった。

「ん……？」

　聡美の腕を振り払って吾郎のベッドを見ると、誰かと話している様子。

「だからね吾郎君、今年のクリスマスは安心していいんだよ。退屈なんてさせない。君だけじゃない、他の子どもも楽しめるさ。なんたって、こっちはプロを雇やとったんだから。もうあんな人形劇なんて――」

　話しているのは、でっぷりと太った医者。彼の話を吾郎はつまらなそうに聞いている。

「あー、さっきの競馬のおっちゃん！」

　そのモチモチとした肌、福の神のようなヒゲ、どこをとってもさっき双葉の怪我を診みてくれた医者だった。

「おーおー、双葉ちゃんじゃないか。それに聡美ちゃんまで」

　気安く手を振る医者だが、

「聡美ちゃんって呼ぶのやめてください、院長先生！」

　顔を真っ赤にして怒る聡美。

　そしてわずかな沈黙。

「……院長先生ッ!?」













　驚いたのは双葉だけでなく、その場にいた全員だった。さらには吾郎までもがちょっと身を引いている。

「この競馬場か宝船にいそうなオッサンが!?」

「やだなー、ほら、ここにあるじゃないの」

　と、太った医者は胸の名札を見せる。確かにそこには肩書きと名前が書いてあり、院長と記されてあった。

「うわー、ホントだ……人は見かけに寄らねーなー」

「死神みたいな顔してるよりはマシだろうに」

　と、院長先生は双葉のイヤミをスルー。

　新たな真実がわかったところで、話は戻る。

「……で、院長先生は何をするつもりなの？」

　静かに口を開いたのは、吾郎。さっきは何かとても良い知らせを聞いていたように思えたのだが、吾郎はさして楽しそうにも見えない。

「ていうか、なんで院長先生が？」

「さっき双葉ちゃんの手を治す前もね、ちょっと立ち聞きさせてもらったんだよ。そうしたら……今の子どもはそんな風に考えていたのだねぇ」

　肩を落とす院長。なんだかマンガの作業ロボットが機能停止したような雰囲気だ。

「ワシはねぇ……病気を治すことだけが医者のつとめじゃないと思ってるんだよ。何かって？　それは患者を元気にすることだ。それが医者の使命だと思っている。それなのに、いつもいつも飽き飽きさせちゃっていたんだね。本当にゴメンよ、吾郎くん」

　のんびりとした言葉とは裏腹に、院長の目は真剣だ。心の底から吾郎に申し訳ないと思っている。そういう性格がこの病院の雰囲気を作り出しているのだとしたら、やはりこの人は院長にふさわしい。

「……別にいいよ。謝あやまらなくても」

　そんな態度の院長に、吾郎にもなんだか罪悪感が生まれている。

「いやいや、謝らせてくれ！　だけど今年はもう大丈夫だ！　さっき業者に電話したら、もうＯＫをもらったんだ！　これで今年も安心だ！」

「ええっ！　この時期に空あいてるイベント業者なんているんですか!?」

　全員の驚きを、聡美が代弁してくれた。彼女もイベントを任されているのだから、それがどれだけ難しいことか知っているのだろう。

「ちょうど一社だけ空いている業者がいたんだよ！　なんでもその筋じゃとても有名な業者らしい。電話で話したら、今からこちらに来てくれるそうだ」

「今から!?」

　迅じん速そく対応とはこのことだ。なんて早いのだろう。クリスマスまでの時間を考えるとちょうどいいのかもしれないが、準備とかもあるだろうに。よほどヒマな業者なのか。いや、有名だと言っているし……。

「とにかくこれで安心だ。もう退屈な人形劇とはオサラバだ！」

　諸もと手てをあげて喜ぶ院長に、当然だが演劇部の連中は黙っていない。

「ちょっと待ってください、退屈とかオサラバとかって、どういうことですか？」

　それまで話を聞いていた林吾が一歩前に出た。

　院長は上げた両手を広げる。降参のポーズらしい。

「君は確か……菜々色高校の子だったね。聞いての通りだよ。今年はプロに頼んだから、君たちの出番はなさそうだね」

「何言ってるんですか！　人形劇は御色総合病院の伝統でしょう!?」

　院長にくってかかる林吾を、和己と桃が二人がかりで止める。

「伝統も大切だけど、それで退屈に感じる子ども達がいるなら仕方ないじゃないか。伝統だから、というだけじゃ続ける理由にはならないよ。医療と同じで、芸術も最新式のを取り入れないと。それとも、君たちの質が落ちたんじゃないかな？」

「なんだと……！」

「お兄ちゃん、やめて！」

　ブチキレそうになる林吾の頭を、桃が強引に押さえつける。猛獣のような扱いだ。だが猛獣なら吉永家にもいる。和己も林吾の両腕をしっかりと摑んで、離さない。

「おい、吾郎とか言うの！」

　林吾は院長ではなく、その隣で怯おびえたような目で座っている少年に叫んだ。

「どうなんだ!?　俺たちの人形劇は、そんなにつまらないのか!?」

「つまらなくはないけど……でも、それだけじゃやっぱり退屈だよ」

　吾郎の意見は曖あい昧まいだが、なんとなくわかる。

　毎年毎年同じクリスマスケーキを出されれば、いくらそれがおいしくても飽きが来る。たまには他のケーキが食べたい時もあるし、気分によってはケーキ以外のものを食べたくもなる。ちなみに吉永家のクリスマスは、双葉と和己が一年ごとに交代でケーキを買いに行くのだ。去年は双葉の注文で、どでかいイチゴのケーキを食べられた。

「くそっ……俺たちは時代遅れなのか……」

　子どもの率直な意見を聞いて、意い気き消しよう沈ちんする林吾。力が抜けて、床にくずおれる。

　その時だった。

『……む？　こやつらは？』

　今までどこにいたのか、病室の中央にガーゴイルが座っていた。

「どしたガーゴイル？」

　誰か来たのかと、双葉は窓の外を見た。

「いっ!?」

　そこに止めてあった数台の車。

　――金色の外車だった。

「おお、イベント業者が来てくれたのか！」

　手を叩いて喜ぶ院長。

「ま、まさかイベント業者って……」

　双葉の記憶に、未だ焼き付いているイベント業者。春のさくら祭りで、敵陣である御色北口商店街が雇った、最強のエンターテイナーたち。




　――彼らが、帰ってきたのだ。




　パパラパーパパーパララパラッ！

　トランペットの音に、病室の患者達がビックリして起きあがる。中には点滴てんてきが外はずれて慌てて看護師さんに直してもらう人まで。

「な、なんだぁーっ!?」

　誰かの叫び。

　パパラパパパラ！　ズンズンダン！　ズズンズンダン！

　それに答えるようにトランペットの音。さらに誰かがスピーカーでも持ってきたのか、重低音が響いてくる。

　もうこの時点で、彼らを知っている者はだいたい予想がついていた。これからこの病院がどんなことになるのかを。

　そうして、吾郎の病室に光り輝く黄金の集団が現れる。

　廊下には軍隊のようにズラッと一列にならんだ集団が。それを見て腰を抜かしたおばあさんを、金色の一人が優しく介かい抱ほうしている。見た目の威圧感とは異なり、中身は優しい男達である。

　そんな彼らをかき分けるようにして、一人の男が現れた。

　軍ぐん艦かんのようなリーゼントをキメ、上半身を後ろに反らしている。そして音楽に合わせてクネクネと踊りながら病室に入って来るではないか。

「君が……あのゴールデンボーイズのリーダーかね？」

　院長がリーゼントに手を差し出す。

「オーケーオーケー。ユーが今度のボスってわけだ」

　その手をがっしりと握るリーゼント。

「任せてくれボス。俺たちが来たからには、このホスピタルを一夜にしてラスベガスに変えてみせるぜベイベ！」

「ホホウ、こりゃ威い勢せいがいいな！　楽しくなりそうだ！」

　笑顔の院長に、ビシッとポーズを決めるリーゼント。このへんは相変わらずだ。

　懐かしさを感じると同時に、このノリをなんとかしたい気に駆られる。

「やいやいやいテメーら！」

「ん～」

　高い上体をくるりとこちらに向けるリーゼント。

　そうして双葉の顔を見た途端、

「ワォ！　こいつぁ久しい顔ぶれだ！　あの時のガールにボーイ、そしてファンキーな石像さんスタチユーまでいやがる！」

「ハハ、お久しぶりです……」

『汝らはまだこの仕事を続けているのか』

「元気そうで何よりじゃねーか。そうか、ここはゴイロ町だったのか。どうりで懐なつかしい風が吹くと思ったぜ」

　鼻をこすって笑うリーゼント。

　だが双葉は懐かしんでなどいられない。

「オメーら、またあたし達の邪魔すんのかよ！」

「邪魔だと？　ガールはアレか？　例の人形劇をやってるのか？」

　どうやら事情は電話で聞いていたようだ。ならば話が早い。

「そうだ。俺たちの人形劇は、おまえらなんかに潰つぶさせねーぞ」

　双葉よりも早く、林吾がリーゼントにケンカを売った。

　ゆっくりと歩み寄り、自分より二十センチくらい背の高いリーゼントを見上げる林吾。その林吾の視線をしっかり受け止めたリーゼント。

「ファイヤーボーイ。ユーもエンターテイナーか」

「そうだ。アマチュアだがな」

「だったら見せてやるぜ。プロの仕事ってヤツをな」

「こっちこそ、アマチュア魂だましいを見せてやるよ……！」

　林吾とリーゼント、二人の周りに炎ほのおが燃え上がっているように見える。さらに目をこらせば「ゴゴゴゴゴゴゴ……」という擬ぎ音おんまでもが見えそうだ。

　殴り合いのケンカよりも熱く、根が深く、互いのプライドがかかっている勝負が始まりそうだった。

「オーケー、ボス。こいつらの人形劇、見せてもらおうじゃねーか。クリスマスは、俺たちのショーとボーイの人形劇で勝負だ」

　両手を広げ、提案するリーゼント。

「そ、そういうことならばいいだろう。それはそれで楽しそうじゃないか」

　ヒゲをいじりながら、うなずく院長。

　そしてベッドの上で惚ほうけている吾郎に、

「それじゃあ、吾郎くんが審判かな？」

　などと話題を振るが、

「……別に。どうでもいいよ。どっちも見かけ倒しかもしれないし」

「ヘイユー。挑発はそっちのファイヤーボーイよりも上手じゃねーか」

　リーゼントは鼻で笑いながら、両手の指で吾郎を指さしている。ちょっとグサッときたらしい。

　そんな吾郎を見返すためか、手近な椅子を持ってきてその上に立つ。

「いいぜクールボーイ。そこまで言うなら、手始めにユーに俺たちの実力を見せてやろうじゃねーか！　行くぜダンス三十曲勝負！　ミュージック、スター――」

「いい加減にしなさいっ！」

「ノォッ！」

　椅子を蹴飛ばされ、派手に転がるリーゼント。

　蹴ったのは聡美だった。倒れたリーゼントを摑んで起こす。患者に対する扱いとは違い、まるで汚い野良犬を世話しているようだった。

「リーダー！」

　外で待機していたボーイズたちが駆け寄ろうとするが、

「あなた達も、ちょっと騒ぎ過ぎです……！」

　いつの間にか病室の入り口に集まっていた看護師さん達に、力強く微笑まれている。その剣幕に、さすがのゴールデンボーイズもたじろいでいた。

「こんなところまで来て、患者さんもいるのに大きな音出して……」

　聡美はリーゼントの首根っこを摑んだまま、ブツブツとつぶやく。

　その声を聞いて何かを思い出したのか、

「お、おめぇ……聡美か？」

　なんとリーゼントが彼女の名を呼んだではないか。

「そうよっ、兄さん！」

　病室内が、聡美の望んでいた静せい寂じやくに包まれた。

　だがそれも一瞬のことだった。

「ええええええええええええーーーーっ!!」

　病院中に響き渡る絶ぜつ叫きようの中には、吾郎の声も混じっていた。彼にとって、今日一番驚いた出来事だったのだろう。

　ちなみにこの事実を聞いて、片桐林吾は失神した。
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　一時間後。双葉達はさきほどの多目的室に戻っていた。ただしリーゼントを加えて。なぜ一時間もかかったのかというと、それまでずっと聡美をはじめとする看護師に説教されていたからである。周りの空気を変えてしまうことにかけては世界最強の集団であるゴールデンボーイズも、彼女達にかかったら借りてきた猫のようであった。

「ベイベ……イヤ～な空気だぜ。ハートが押しつぶされそうだ」

　胸に両手をあててリーゼントがため息をつく。

「当たり前ですっ！　病院がハッピーな空気なわけないでしょ！」

　そんなリーゼントを叱る聡美。

　彼女を見て、一番同情しているのは双葉だった。厄やつ介かいな兄を持つと苦労するようだ。

「まだウチの兄貴は手間がかからねー分、マシだったのか……」

「ちょっと双葉ちゃん、それどういう意味!?　手間って何!?」

　和己の悲痛な叫びを無視して、双葉はリーゼントに詰め寄った。

「おいリーゼントのにーちゃん。本当に林吾兄ちゃんと戦うのか？」

「モチのロンだぜベイベ。俺たちの祭りと、オメーラの人形劇、どっちが人を感動させられるか勝負だぜ」

「なんであたし達の邪魔するんだよ！」

　こっちには吾郎を楽しませるという約束もあるのだ。

　それを達成できなければ――いや、別に何かを賭けているわけではないのだが、吾郎を楽しませられないのは、自分自身がイヤだった。

　ところがリーゼントはキョトンとした目で、

「何を言ってるんだガール？　俺は邪魔なんてしないぜ。正々堂々と勝負するさ。お互いが最高の出し物で、あのクールボーイに挑いどむんだ。イカスだろ？」

　言われてみれば、ゴールデンボーイズにこっちを邪魔する理由などない。人形劇一つで祭りが台なしになることなんてないし、逆もない。

「ちょ、ちょっとみんな！」

　演劇部の遠野が外から走り込んできた。聡美に「病院内では走らない！」と説教されるが、気にせずにしゃべり続ける。

「なんか、病院の中で金色の人たちがアンケート取ってるよ！」

「アンケート？」

　全員の視線がリーゼントに集まった。

「イェァ。俺たちも病院での興行は初めてだからな。ベイビー達のニーズに応えるべく、初めての場所ではアンケートを取るんだ。その場所で、そこにいる奴らがどんなモノを欲しがるのか聞くんだ。サンタクロースに手紙を書かせるようにな！」

「なっ……！」

　みんな驚くが、

「いや別に普通だろ。むしろ尊敬すべき事だと思うぜ」

　言い放ったのは林吾。

「これがプロのやり方か。面白そうじゃねーか」

「ボーイもこのくらいやったらどうだ？　俺たちに追いつくには、お客様の心を摑むのが先決だと思うぜ？」

「やなこった。客に媚こびるだけじゃ、クリエイターとは言えねぇよ」

「ヘヘ……言うじゃねーか」

　中指を立てて挑発する林吾に、リーゼントは嬉しそうに笑う。

「だが、自信に実力が伴ともなわねーと、ウチの妹の心はゲットできねーぜ？」

「ブッ！　な、ななな、な、何言ってやがんだ！」

　あからさまに顔を真っ赤にする林吾に、一同は苦笑。

　当の聡美はというと、困ったような顔をして笑っていた。

「聡美にＺＯＫＫＯＮゾツコンになっちまうのは当然だ。こんなにカワイイベイビーは、俺の妹だけだからな。だからこそ、俺が認めた男にしかくれてやらねぇ！」

「ちょっと兄さん、勝手に変なこと言わないでよ！」

　そこは怒るところらしい。林吾以上に顔を真っ赤にする聡美に、リーゼントは「何も言うな」と言いたげに指を立てる。

「じゃあなベイビーたち。聖夜にアマチュアの本マ気ジを見せてもらうぜ」

　カッ、と靴音を立ててリーゼントはきびすを返す。背が高いのでどんな行動も絵になる。とても古くさい絵え面づらなのは否いなめないが。

　リーゼントが多目的室を出ると、どっと疲れが出た。

「はぁ～～……」

　双葉だけじゃない。全員の口から変な空気が漏れた。

「あれがゴールデンボーイズか。大した連中だぜ」

　林吾だけが全てわかっているような口ぶりでうなずいていた。

「お兄ちゃん、本当にあんな連中と戦うの？」

　疲れた顔で林吾の顔を見る桃。

「む……桃はなんとも思わないのか？　あんな奴らに人形劇をバカにされたんだぞ？」

「そりゃ、腹立つけど……なんていうか、次元が違いそうで……」

「このチキンが！」

　手にした台本を丸めて、桃の頭をひっぱたく林吾。

「あいたっ！　何すんの!?」

「監督のおまえがそんなことでどーすんだ！　腑ふ抜ぬけに俺の和己はやらんぞ！」

「ちょっ……！」

「なんで僕が引き合いに出されるんだよ！　あとなんで僕が林吾のモノなんだよっ!!」

　桃がツッコむよりも早く、というよりも脊髄反射せきずいはんしやのようなレベルで和己のツッコミが飛んだ。もはやどう見ても夫婦めおと漫才＋プラスαアルフアである。

「う～……」

　何か言いたそうにモジモジしている桃を見て、みんなが笑う。

　ちょっとだけ場が和なごんだ。林吾は狙ってやったわけではないだろうが。

「よーし、あいつらに負けない人形劇、作るぞー！」

「おーうっ！」

　林吾の号令の元、皆が集つどう。

　この連帯感が菜々色高校演劇部の最大の武器なのだ。

　だけど浮かない顔をする者がひとり。

「どしたんだ、聡美ねーちゃん？」

「あ、ううん。なんでもないの」

　双葉が沈んだ顔を見上げると、聡美は慌てて笑顔を取り戻した。

「ちょっとね、思ったの。病院の患者さんや、子ども達のためにやるクリスマス会なのに、ケンカみたいなことになっちゃって平気なのかなって」

「あー、それはさ」

　言葉がスルリと出てきた。

「ケンカって考えるんじゃなくて、競い合って高め合うって考えるといいんだよ」

「あら、いいこと言うのね双葉ちゃん」

「ヘヘッ、うちパパの受け売りだよ」

　照れくさそうに笑う双葉。

　前の祭りの時も、こういう事件があったのだ。二つの陣じん営えいがケンカしつつも、どちらも楽しい祭りを作り上げた。あの時は行き過ぎた連中のせいで、本当のケンカにまで発展してしまったが。







　ゴールデンボーイズの出現はあったものの、菜々色高校演劇部の特別公演の稽けい古こはいつも通り進行する。部員達は再度気合いを入れ直し、手に人形をはめる。

「んでは最初から行くぞ！　和己、ボサッとしてねーで準備しろ！」

「う、うん！」

　林吾の号令で、部屋の中央に置かれた台に人が集まる。

　通常、人形劇というものは少人数で行う。出番ごとに人形をつけかえて演じるのが最大の特徴なのだが……菜々色高校演劇部は違った。一つの人形に一人の人間を当てはめる。普段から彼らが舞台でやっているもののミニチュア版といった具合だ。

　これならばお客さんも飽きないし、アクロバティックな演技もできるし、何より一人一人が役に集中できるので演技に深みが出る、というのが林吾の主張だった。

　今、多目的室の中央には、和己と林吾のみがいる。

　普段は演出家の林吾が、今回は主役を張るというのだ。

　ちなみにタイトルは「超・クリスマスキャロル」。早い話がクリスマスキャロルを現代風にアレンジしたものである。

『むぅ……林吾よ。ひとついいか』

「ん、なんスかガーゴイルさん？」

　ずっと成り行きを傍ぼう観かんしていたガーゴイルが、ようやく疑問を口にした。

『先ほどから、問題が汝らとあの黄金の集団とになっているのだが……我の出る幕はあるのだろうか？』

「ありますあります。ただし、演技じゃない。ガーゴイルさんには、一番オイシイところを持っていってもらいますよー。あのリーゼント――いや、お兄様に目にモノ見せてやるんだ」

　老人の人形をはめた手を見せて、笑う林吾。言い直したのは、聡美の前だからだろう。とてもわかりやすい。

『むぅ……』

　ガーゴイルはさっきから唸うなってばかりだった。

『非常に大おお事ごとになっている気がする』

「別にガーゴイルのせいじゃねーだろ。原因つったら、吾郎だろ」

『だが今回は二者の争いでは終わらぬ気がする。また事件にならねば良いのだが……我がいれば怪我人は出さぬが』

「ゴールデンボーイズが関わってるからなぁ……一応、そっちの方も気ィ配っとけよ」

『うむ。任せておけ』

　そういうことになると，とたんにやる気が出るガーゴイルだった。やはり誰だって自分の得意分野が一番動きやすいものだ。

「そんじゃ行くぜ！　台本の四ページから！」

　林吾が人形を台の上に置いた。向かい合った和己も真剣な顔になる。

　それを見て、双葉も口元に人差し指をあてた。練習の邪魔をしてはいけない。

「『超・クリスマスキャロル』、スタート！」































　荘そう厳ごん、絢けん爛らん、豪ごう奢しやという単語とはかけ離れた教会だった。その場所を飾かざるのは巨大なステンドグラスではなく、壁に掛けられた子どもの絵。人々に感動を与えるような細さい工くなどはないが、代わりに温あたたかみのある手作りの人形が机に載のっている。

　御ご色しき町ちように存在する唯ゆい一いつのカトリック教会である。

　神父さんの家と隣り合わせになっている教会は、毎年この季節になるとイベントに大忙しになる。神様のためにミサをするよりも、子ども達が喜ぶことをしようと考えるのが神父さんの流義だ。今年のクリスマスも、御色町の聖歌隊がアップテンポのゴスペルを歌ったり、二メートル以上の巨大ゆきだるまを作ったりと、大忙しになるだろう。

　そんな教会に、今は人間はいない。

　椅い子すに座り、小さなオルガンに向き合っている黄金の石像のみだ。

『クリスマスに、ここの教会にキャンドルをたくさん置いて――ふむ、子ども達が喜びそうですな。あとで神父様に提案してみましょうか』

　石像から楽しそうな独り言が聞こえてきた。

　獅し子しのようなたてがみを持ち、猫のような顔を持つ、ケルプという名のその石像はオルガンの前に座ったまま微び動どうだにしない。だが蓋の閉じられたオルガンからは綺き麗れいな旋せん律りつが聞こえて来るではないか。

　しかも連弾だ。オルガンの前にはケルプ一体しか座っていないのに、二人以上の手で弾ひかれたように鍵けん盤ばんが躍おどっている。ここに観客がいたならば、はたしてこの演奏にいくらの値段を付けるだろうか。それとも値が付けられないだろうか。

　と、その演奏が急に止まった。

　しん、と静まりかえる教会に艶なまめかしい声が響く。

『珍しいですね、貴方あたな様さまがここを訪れるなど』

　オルガン用の回転椅子がくるりと回ると、ケルプの視界の先――教きよう壇だんに一体の石像が座っていた。

　黒い身体と翼つばさを持ち、首から鈴を下げた犬の石像。

『すまぬ。邪魔をしたか』

　この町でもっとも有名な犬の石像――ガーゴイルは重苦しい声で、しかし殊しゆ勝しように謝罪の言葉を述べた。その表情は無機質だが、声にはしっかりと感情がこもっていた。

　ケルプとガーゴイルは強敵と書いて「ライバル」と読む仲である。

『構いませんよ。所しよ詮せん、戯たわむれでございます』

『戯れでそこまでの演奏をするか。やはりその手の技術は我を遙はるかに凌りよう駕がしているな』

『ご謙けん遜そんを。春に拝見した絵、あれは小生の心を強く揺さぶりましたよ』

『そうであると良いのだが――』

　ふと、ケルプは違和感を覚えた。

　このガーゴイルという石像，良くも悪くもまっすぐな性格をしている。噓うそをつかず、自分の信念にのっとり、常に公明正大な正義の味方として名を馳はせているのだが、今日はその堂々とした態度が見られない。

　あのガーゴイルが、回りくどいことを言っているのだ。

『よほど頼みにくい相談なのですか』

『む……』

　ガーゴイルが言いよどんだ。

　姿勢の関係か、ケルプとガーゴイルが対たい峙じすると、どうしてもケルプの視線のほうが低くなる。見方を変えれば、下から見上げるような角度で、ケルプがガーゴイルを睨み付けているようにも見える。

『貴方らしくもない――ということは、貴方の苦手な分野の頼みごとですね』

『さすがケルプだ。我の考えることなどお見通しか』

『別に小生でなくともお見通しだとは思いますが……して、どうなさいました？』

『うむ』

　数瞬だけ迷った後、ガーゴイルはぽつりと口にした。

『くりすますとは、どういう行事なのだ？』

　がたん、と音を立ててケルプの座っていた椅子がひっくり返った。床にゴロゴロと転がるケルプを、ガーゴイルは無言で見つめる。

『……失敬。あまりにも意表をつかれましたので』

　瞬間移動で別の椅子に座り直すケルプ。これが人間だったなら冷ひや汗あせの一つでも流しているだろう。

『そんなにおかしいか？』

『いえ……しかし、クリスマスの情報くらい、貴方には入力されているのでは？』

『確かにそれはある。だが我が認識しているくりすますと、実際のそれが大きく異ことなる気がしてならない。我にとって十二月二十五日というのは、大正天皇が崩ほう御ぎよした日という印象が強い』

『それもまた偏かたよった知識ですな……ちなみに、昨年のクリスマスはいかがして過ごされました？』

『双ふた葉ばが巨大な洋菓子ケーキを頰ほお張ばり、泥でい酔すいして下着一枚になったパパ殿がママ殿に投げられたりしていた』

『全て承知致しました。貴方様は間違った認識をしておられます』

　いっそのことカトリック式のクリスマスのあり方をみっちり叩たたき込こんでやろうかとケルプは考えたが、それはガーゴイルの目的にはそぐわないだろう。礼儀作法を教授して欲しくてここに来たのではあるまいし、調べようと思えばガーゴイルにだってできる。

　しかしバカ騒ぎを学ぶためにケルプを訪ねたのでもあるまい。

『誰のためなのですか、今回は？』

　単刀直入に尋ねるケルプ。本来こういう物言いはガーゴイルのものだ。回りくどい言い方はケルプの十お八は番こなのに。よほど困っているのだろう、今日のガーゴイルは。

『今回は、双葉の同級生と約束してしまったのだ』

『ほう？』

　これ以上はこちらから尋ねなくても、ガーゴイルが話し始めるだろう。

　ケルプは倒した椅子を起こし、またそちらに瞬間移動した。

『実は、だな――』

　若干の優越感を感じながら、ケルプはガーゴイルの話を聞き始めた。
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　双葉とガーゴイルが無茶な約束をし、ゴールデンボーイズが御色総合病院を訪おとずれてから、一週間ほどが過ぎようとしていた。ゴールデンボーイズは様々な道具を使って病院を調べ上げていた。隅すみ々ずみまで調べた後、自分たちのステージに改造するのだという。

　よって、今の病院はいつもと変わらず平和だった。病院に平和という言葉はしっくりこないかもしれないが。

　その日は十二月だというのに暖かく、空も快晴だった。

　御色総合病院の外には車用のロータリーがあり、さらにそこから病院の左右に公園が広がっている。ちょっとがんばればランニングもできそうなくらいの広さだ。

　その公園のベンチに、ガーゴイルが座っていた。

　ガーゴイルの頭には雀すずめが数羽とまっている。

『あ、ガーゴイルさん。ページめくるの待って』

『えー、早くめくってよ。続きが読みたいよ』

『私さっきのページまだ読み終わってないんだけど……』

　いろいろと文句をたれる雀達をなだめながら、ガーゴイルは念動力でページをめくる。

『ふむ……』

　神妙な顔で本を読むガーゴイルを、周りの人間は誰も邪魔しない。読書は自由に動けない患者達の貴重な楽しみだ。それを邪魔することがどれほど失礼か知っているのだ。

「よー、ガーゴイル」

　白い息を吐きながら、双葉が近づいてきた。雀が飛び立つのも気にせず、ガーゴイルの隣のベンチにどっかりと腰掛ける。

　双葉のカバンの中には本が入っている。吾郎に借りたものだろう。今日はそれを返しに来たのだ。

「どうだ？　ケルプからなんか聞けたか？」

『うむ。散さん々ざん馬ば鹿かにされながら、様々なことを教えてもらった。もう問題ない』

「ふーん。じゃ、こっちの台本も問題ねーのか？」

『いや、これはただの趣味だ。我は芝居をしないからな。だが我も内容くらい知っておかねばと読んでいるのだが、なかなか興味深い内容だ』

「へー」

　ガーゴイルが読んでいるのはは演劇部の人形劇「超・クリスマスキャロル」の台本だった。原作の「クリスマスキャロル」も知らなかったガーゴイルにとっては、とても勉強になる内容だった。

「あたしも、『クリスマスキャロル』の内容知らないんだよな。ガーゴイル、説明できるか？」

　ポケットに入れていた缶紅茶のプルトップを開けて、一息つく双葉。

『うむ。ただしこれは林吾の独自の解かい釈しやくも入っているかも知れぬぞ』

「いいよ別に。だいたいのあらすじさえわかりゃいーんだって」

『そうだな。林吾は話を改変する時も、大切な部分は残すのだ』

　ひとりでに本が閉じ、ガーゴイルの隣に置かれた。

　人に寓ぐう話わを聞かせるのも、これが初めてだとガーゴイルは気づいた。そこでこれを何か防犯に役立てられないかと考えてしまうのもガーゴイルらしい。泣いた子どもをあやすことくらいにしか使えないだろう、という結論に達したが。

「あたしも少し練習見たんだよ。なんか林吾にーちゃんが使ってた人形。あれが主人公のジーサンなんだろ？」

『いかにも。あの老人はスクルージといい、英国に住む嫌われ者の老人だ』

　フルネームはエベネーザ・スクルージ。ロンドンに事務所を構える商人である。クラチットという名の事務員を雀の涙ほどの給料で雇やとい、金さえあれば良し、という生活を続けていた。余談だが、この老人を演じる林吾は、それはもうハマりきっていた。

「スクルージってーと、あたしアレ思い出すな。世界一有名なネズミの友達のアヒル」

『それはスクルージではなかろう』

「いや、そいつの叔お父じさんがスクルージってんだよ。めっちゃケチなジーサンでさ、あれもたぶんこの話が元ネタなんだろ？」

『双葉がそう言うのならば、きっとそうなのだろう』

　そんな有名なキャラの名前として使われるほど有名な話、ということか。

　日本の童話くらいならガーゴイルの記憶にもあるのだが、海外の作品はからっきしだ。これはガーゴイルよりも制作者の嗜し好こうに起因していると思われる。

「で、そのスクルージのジーサンがどーしたんだって？」

『うむ。あまりにもあくどい商売を続けていたために、その老人の元に精霊せいれいが来るのだ。そして精霊は、老人に過去と現在と未来の映像を見せる』

「ふーん」

『この映像がさまざまな教訓を表しており、たいへん興味深い』

「ほー」

『うむ。最初は過去の映像だ。そこには老人がまだ若い頃、勤きん勉べんで真ま面じ目めだった頃の姿が映し出されるのだ。強欲で意地の悪い老人にも、そういう過去があったのだという話だ。現在悪評がある人間でも、過去は良い人間だった、それを思い出せば人は元に戻れるという――』

「あ、なんかいる」

『……双葉よ、我の話を聞いているか？』

　しかしつい反射で双葉が見ているものを確かめてしまう。

　双葉はベンチの背もたれにのしかかり、背後を見ていた。綺麗に刈かり込こまれた病院の林に、確かに蠢うごめく存在がいる。

　動物でもない。

　――ということは、植物に決まっている。

「あ、やっぱりオシリスだ」

　長い触しよく手しゆをジュルジュルといわせて動いているのは、錬れん金きん術じゆつで作られた強化植物のオシリスだった。女性のような上半身とラフレシアのような下半身がとてもミスマッチである。普段は学校の裏山で、制作者のヒッシャムと暮らしているはずだが……？

　そのオシリスは首だけこちらに向け、

『なんじゃ、お主ぬしらもここに用事か』

「いいっ!?」

　なんと植物から声が出たではないか。当然だが植物に声帯はないので、今までは携帯電話のメール機能でのみ意い思し疎そ通つうができたのだが――

　予想通りの反応が見られて嬉しかったのか、オシリスが胸をそらした。

　割と豊かな胸の谷間に、携帯電話が埋まっている。

『新しい機能じゃ。妾わらわの意志が文字となり、文字を声に直してくれるのじゃ』

　オシリスが葉でできた髪をかき上げると、耳の後ろあたりにコードが見えた。それは携帯電話に繋がっており、オシリスの声は確かにその携帯電話から発せられていた。

「すげー！　ヒッシャムのヤツ、どこでこんな技術覚えたんだ？」

『そういえば深夜まで電気の箱テレビを見ておったな。そこから閃ひらめいたのじゃろう』

「どんな番組だよ……」

『ともあれ、これで妾もお主に近づいたぞよ、ガーゴイル！　ホッホッホッホ！』

『むう……』

　触手を向けて笑うオシリスに、ガーゴイルは唸うなるだけ。

　オシリスはそのまま笑いながら去っていった。ガーゴイルを倒すためにここに来たわけではなさそうである。

「何しに来たんだ、オシリスのヤツ……」

『それは汝なんじにも言えることだ。早くせぬと、吾ご郎ろうの面会時間が終わるのではないか？』

「やべっ、そうだ！　んじゃまたな！」

　ガーゴイルの頭をポンと叩いて、双葉は病院の入り口まで走っていった。走る双葉に驚いて、地面にたむろしていた雀達がまた飛び去ってゆく。

　双葉もオシリスも、雀達もいなくなり、ベンチに静寂が訪おとずれた。

　残されたガーゴイルは、また台本を開く。

『……過去の映像、か』

　つい最近に体験した、ずっと昔のことを思い出す。

　世界中が大切なものを亡くした、あの時代のことを。

　少し憂ゆう鬱うつな気分になりながらも、訪れた静寂を楽しむガーゴイルであった。







　気がつけば一時間ほどが経過していた。

　久しぶりにガーゴイルは何かに熱中した。書物を読むことそれ自体が珍しいというのに、時間を忘れるくらいに読みふけったのはガーゴイルの経験上、数少ないことだった。いつぞや警察で読ませてもらった防犯マニュアルくらい心を奪われていた。

　話にしてみればなんのことはない、現代版クリスマスキャロルなのだ。だが自分の記憶にない物語を手に入れるのは、とても喜ばしいことと思えた。

　以前ならあり得ないことだった。

　物語は文章の羅ら列れつであり、そこに見いだせる教訓以外は意味のない、架か空くうの出来事のはず。以前まではそう言っては双葉や和かず己みに否定されていた。

　だが現在のガーゴイルは、本の中の世界を想像することができる。その中での悲喜劇を、あくまで架空の出来事と割り切りつつも楽しむことができる。これは成長と呼べるのか、それとも何かを失ったからこそ代わりに得た業わざなのだろうか。

『ほう、お主が読書か。あの小娘の本ではなかったのだな』

『む!?』

　ベンチの真後ろからオシリスが生えてきた。今までどこで監視していたのか、まったく気づかなかった。敵意がないからだろうか。

　それにしてもオシリスの声にはなかなか慣れることができない。今までは表情だけで会話していたので、余計に戸と惑まどってしまう。

『汝はここで何をしている？　汝の領域はこの病院まで及んでいたのか』

『仕事じゃ。教授から頼まれた』

『教授――ヒッシャムのことか』

　普段はただの変態にしか見えないあのエジプト人。実はその筋ではかなり権けん威いのある学者なのである。たぶんそれを知っているのは御色町ではごく少数のはず。吉永家の人間は全員知っているが、双葉はガンとして信じなかった。

『木の装そう飾しよくを頼まれた。妾が去年やっていた扮ふん装そうが気に入ったらしい』

『そういえばそのような事もしていたな』

　去年の今頃、オシリスが体中に電球を付けて踊っていたことがあった。ヒッシャムの生活費を稼かせぐためにやっていたのだろうが、確かにあれは商店街の名物になっていた。ガーゴイル達が見に来ると、露ろ骨こつに嫌そうな顔をしていたのを思い出す。

『それで、断るためにここにきた』

『断るのか？』

『当然じゃ。妾は見せ物ではない。誇り高き植物なるぞ』

『その気持ちは非常によく分かる』

　今回、吾郎を楽しませるためにガーゴイル自身が見せ物になる、という選せん択たく肢しもあったのだ。だがそれはガーゴイルのプライドをいたく傷つけるので、双葉が却下したのだ。本物のそれと違い、吉永家のガーゴイルは門番であって装そう飾しよく品ひんではないのだ。

『……と、思っていたのだがの』

　オシリスは寂さびしそうな目で振り返った。

　葉を落とした木々が並ぶ病院裏の林。やせ細った木達の声は聞こえないが、オシリスの顔を見ればなんとなく言いたいことがわかる。

『苦しんでおるわ』

　ガーゴイルには聞こえない声を、オシリスは聞いている。

　木が苦しむ理由は、ガーゴイルでもわかる。

『さもありなん。病院の周りに植えられていては、辛つらい声も聞こえてこよう』

『ここは苦しむ者が訪れる場所じゃからな。中には助からぬ人間もおる。そういう者達の悲鳴を、この木達は聞き続けてきたのじゃ』

　おもむろに移動し始めるオシリス。一番近くに生えている木に触れると、寄より添そうように頰をあてた。

『誰にも聞かれずに、ずっとここで泣いていたのじゃ――木も』

　ガーゴイルが御色町に住む動物のご意見番のような役割を果たしているのと同様、オシリスも植物をまとめるために動いている。動物ならまだしも、動ける植物というのは植物達にとって本当に神様のような存在らしい。

　そんなオシリスは、何かを決心したようにうなずく。

『そういうわけで、妾は決めたぞ。ここら一帯の木々を装飾してやろう』

『ほう。全てか』

『うむ。そうすれば木も元気になるし、それを見た人間達も元気になる。そして元気になった人間の声を聞いて木がさらに元気になる。どうじゃ妾の考えは？　文句の付けようがないであろう？』

『文句を言うのは我ではない。やりたければ勝手にするがよい』

『では勝手にさせてもらおう。美しくなった木を見て、畏おそれおののくが良いわ！』

　オシリスは嬉しそうな顔で地中に潜もぐった。地中に潜るほうが高速で移動できるのだ。急いで誰かの許可を取りに行くのだろうが、そのためにはもう一度生えないといけない。人はたいてい、夜は屋おく内ないにいるのだが――それを指摘する前にオシリスは消えてしまっている。

『人を元気にする、か――』

　なんのことはない。ガーゴイルが受けた指令と全く同じだ。要はガーゴイルが人形劇担当で、オシリスがクリスマスツリー担当なだけだ。

　しかしなぜだろう。いつもは無表情だった彼女が、今日は表情豊かだったせいだろうか。生き生きしているオシリスを見ていると、ガーゴイルに足りないものを彼女が持っている気がしてならないのだ。
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　病院の二階にある診しん察さつ室しつでは、彼らにとって日常の作業が行われている。

「……うん。昨日と変わりないかな」

　吾郎の舌とカルテを見比べて、医者が微笑ほほえんだ。

　四十代くらいのおじさんだ。身なりは清潔だが頰がこけているので、健康そうに見えない。むしろ病人みたいな顔である。

「吾郎くん、明日は透析とうせきだよね？」

「うん。だけど……ヤだな」

　左手を触さわりながら、吾郎がうつむく。

　仕方ないことだと医師は思った。あれは大人でも痛い。何しろ手の血管から血を抜いて、また入れるのだ。麻ま酔すいをするとはいえ、アレが大好きな子どもはいないだろう。それを週に二回以上やらなければならないのだ。気が滅め入いって当然だ。何か気が紛まぎれることでもあればいいのだが。

　そんなことを考えていると、

「篠しの田だ先生は、クリスマスに何するの？」

　本当に唐とう突とつだった。いつも無口なこの子が、自みずから話題を振ってきたのだ。

「私かい？　そうだな……今年は家族で過ごせるといいなぁ」

「毎年、過ごしてないの？」

「急きゆう患かんが入ったりするとね。大変だけど、やっぱり仕方ないよ」

　それで子どもに泣かれた日もあった。

　割り切るしかないのだが、辛いことは辛い。透析とは別の痛みだ。

　それで思い出した。

「あ、そういえば今年はウチの病院、盛大にクリスマスイベントをするんだってね。楽しみだねぇ」

「……別に」

　いきなり吾郎の声が沈んだ。なにか気に障さわることを言ったのだろうか。

　それから診察が終わるまで、吾郎はこちらの質問に答えることはなかった。







「なにがまずかったのかなぁ……？」

　顎あごをひねって考える篠田医師。

「どうかしましたか？」

「あ、すいません」

　新しい患者に呼ばれるまで、ボーッとしていたようだ。

「えーと、石いし崎ざき加か奈な子こさんですね。慢まん性せい疲ひ労ろうに、めまい、頭痛……お仕事は何をされてるんでしたか？」

「アニメ関係を少々……」

「あーそれは……なんとなくわかります。一番いい治ち療りよう法ほうは仕事を控ひかえることなんですが、こればかりはねぇ」

　苦笑する篠田医師。前にも漫画家が栄養失調で運びこまれたことがあった。

　そういえば、と篠田医師は尋ねてみた。

「今、外でクリスマスのイベントを準備しているんですよ」

「そうみたいですねー。なんかすごいですねー」

「娯ご楽らくを提供するお仕事に就つかれていらっしゃる身としては、どう思います？」

　そう尋ねると、石崎さんはキョトンとした顔で、次に少し考えて感想を口にした。

「イケメンばっかりで、いいですね！」

　その発想は想定外だった。

　石崎さんが退室した後、トイレに行くために診察室を出た。トイレとは正反対の方向なのだが、なぜかゴールデンボーイズとかいう連中がやっていることが気になり、声のする方へ足を向ける。

「ベイベェェェ!!」

　吹き抜けのエントランスに、金色の集団が集まっていた。何かビラのようなものを配っており、その周りではジャグリングなどをやっている。待合所の老人たちが面白そうに拍手していた。

　そして――なぜだろう。

　篠田医師はその光景を見て、なぜか嫌な気持ちになった。

　大道芸は好きだし、彼らもふざけているようで節度を守っているのに、どうにも気に入らないのだ。

　吾郎も似たような気持ちだったのだろうか。
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　次の日、またガーゴイルが病院の外にあるベンチで台本を読もうとすると、周囲の景色がどこか異ことなることに気がついた。

　それはなんのことはない、ただの飾り付けだった。前日にオシリスが宣言したとおり、病院の周りの林に電飾が巻きつけられている。木を苦しめず、かつ派手にならないようなさりげない巻き方だった。

　電球の位置を確認し、それらがライトアップされた時の様子を想像するガーゴイル。

『ふむ、一つ一つは小さな光だが、全てが光れば美しい景観になるだろう』

『お主もわかるか、この美が』

　ベンチの脇からオシリスがゆっくりと生えてきた。しきりに頭上を気にしている。おそらく先日，急ぎすぎてコンクリートの下から生えようとしたからだろう。何事もなかったように，すました顔をしてはいるが。

　彼女の触手の一部は地面に埋まっており、それは数メートル離れた別の場所から生えている。それが伸びて木の装飾をしていた。便利な腕である。

『木達も喜んでおるわ。電飾を付けることについて、妾は幹みきや葉が傷いたむから相談したのじゃが、木達は是ぜが非ひでも付けてくれと頼んできた。これは肌に悪いと知りつつ化け粧しようをする女によ人にんと同じ感情なのかのう？』

『我に女人の気持ちは分からぬ。だが木が喜んでいるのならば重ちよう畳じようである』

　などと当たり障りのないことを言いながらも、ガーゴイルの内心は複雑だった。

　綺麗なのだ、木が。

　昨日までは寂しかった林が、今日はとても生き生きと感じられる。外見的には飾り付けをしただけだ。まだ電飾に電気も流していない。それなのに別の木を植えたように感じられるのである。林全体がクリスマスツリーになったようだ。

　これが他者を喜ばせる技術なのか、とガーゴイルは心から感心した。

　オシリスがその技術をどこで学んだのか知らないが、それがガーゴイルにはとても羨ましく感じられた。

『どれ、少し照らしてみようぞ』

　触手の一つがコンセントを持ち、病院の建物のほうに伸びた。

　が――

『なんと！』

　オシリスの罵ば声せいが壁に向けられた。そちらに注意してみると、オシリスの触手の先――病院の壁につけられたコンセントが全部使われているではないか。

『ええい、忌いま々いましい！』

　屋外での作業用のコンセントは、ここ以外にないわけでもない。だがオシリスがもっているコンセントの長さには限りがある。

『誰じゃ、妾の邪魔をするのは!?』

　オシリスのヒステリックな叫びが届いたのか、コンセントの主ぬしが現れた。コンセントから黒いケーブルが伸びており、その先に繋がっているのは――電化製品ではなかった。

『ルルル、ヨンダカ？』

　病院の壁に張りついているのは、白く塗ぬられた機械の身体。

　錬金術で作られた自動石像のガーゴイル。それに植物のオシリス。どちらも同じ錬金術で作られたのに、まったく正反対の生態系である。

　今壁に張り付いている自動人形――デュラハンもまた別体系の錬金術で作られたものだった。全身を覆おおい尽つくす装甲と、両腕の銃口と砲口は錬金術というより兵器を連想させるが、現代科学ではこの形を作ることは不可能だ。

　その自動人形デュラハンは、本来ガーゴイルのライバルである怪かい盗とう百ひやく色しきと一緒に仕事をしているはずなのだが……。

『ルルルルル……ミンナ、ドウシタ？』

　デュラハンの右手からは本来、銃弾が出る。

　ところが今、その銃口からはスプレーのようなものが噴ふん射しやされている。どうやら塗料のようだ。病院の壁を塗っているのである。

『汝もここで働いているのか？』

『オレ、あるばいと、スル！』

　デュラハンは反対側の手を上げて嬉しそうに言った。どうやらガッツポーズをとっているつもりらしい。

『汝も院長に頼まれたのか？』

『ルル、オレ、キンイロ、ヌル！』

　院長というか、ゴールデンボーイズに雇われたようだ。どういう経けい緯いかは不明だが、オシリスが林を装飾するように、デュラハンは病院の壁を塗る役目を仰おおせつかったのである。よく壁を見てみると、地味だが確かに金色に塗られていた。ハデ好きのゴールデンボーイズがこんなに控えめな金色を使うのは、やはり患者の目を気遣ってのことだろう。さすがプロである。

　だが、同業者ということで引き下がる彼女ではない。

『ええいっ、お主だけが電気を使うでない！　妾にもよこせ！』

　と、無理矢理コンセントを引き抜くオシリス。途と端たんにデュラハンの手から塗料が出なくなった。

『ルルル!?　ナニヲスル！』

　満面の笑みでコンセントを使おうとするオシリスに、銃口を向けるデュラハン。銃を撃つのかと思いきや、砲口から出るのはやはり塗料だった。

『ひゃあっ!!』

　金色の塗料がオシリスに降りかかる。電気を使わなくても出るじゃないか、とツッコミを入れようとしたが、塗料はすぐに出なくなった。砲身に詰まった分の塗料を捨てただけらしい。

『貴様……妾に対してのこの仕打ち……』

　全身を金色に塗られたオシリスの触手が、全て地面の中に引っ込んだ。対するデュラハンは空中にホバリングしたまま、内部でなにやらガチャガチャ音を立てている。

『シゴト、ジャマスルナ！』

『黙れっ！　この無礼物が！』

　地面からオシリスの触手が数本束たばねられた状態で生えた。柱のような触手が、空中のデュラハンをたたき落とす。巨大なムチのように。

『ルルルルルルルルル!!』

　デュラハンの反撃も素早かった。地上ですぐに体勢を整ととのえ、左手の銃口から光弾が連射される。ガーゴイルの光線が大砲だとするならば、こちらはマシンガンだ。一発一発は小さいが、動きが付けられる上に打撃力に優すぐれている。

『効かぬわ！』

　オシリスの目の前に葉の盾たてが生まれ、光弾を防いだ。

　そして緑色の腕が紫色に変色する。毒手だ。生物、無生物問わず内部から破壊するあの攻撃はガーゴイルでも防ぐことができない。

『枯れ果てろ!!』

　対してデュラハンも腹からマニピュレーターを出し、地面にしっかりと固定する。そして腹部の中央に赤い光をため込む。こと直接攻撃において、デュラハンの右に出る者はいない。デュラハンの堅かたさは、攻撃においてもっとも真価を発はつ揮きするのだ。

　その――杭くいによって。

『ルルルルルルルルルルルルルルルルルル！』

　腹から赤い杭が生えた。どこにそんな物を隠せるのか誰もわからない。ガーゴイルもそれで油断して、破壊されかけたことがあった。

　最狂の毒手と、最硬の杭。その二つをぶつけたらどうなるか――

　いや、ぶつけてはいけないのだ。

『やめぬか！』

　ガーゴイルの目が輝くと、オシリスとデュラハンの身体が同時にひっくり返った。双方ともに尻しり餅もちをついて起きあがれない。

『汝らは喧けん嘩かをしにきたのではなかろう。御色総合病院を飾るために雇われたのではないか。それが職務を忘れて喧嘩をしていては、患者達も驚くであろうに』

『ルルル……デモ、コイツガ！』

　倒れたまま、砲身でオシリスを指すデュラハン。

　オシリスは携帯電話が壊れないように必死で庇かばっていた。スピーカーが握られているため、声が聞こえない。

『…………』

　オシリスは無言でコンセントを差し、林の電飾を眺めた。電源を一つ奪われたデュラハンがさらに抗議しようとするが、

『首無し騎き士しよ。すまぬが、ここは譲ゆずって欲しい。汝は体内である程度発電できる故ゆえ、電気は容易に手に入れられるが、この林を照らす電源はここしかないのだ』

『ルゥ……アレ、ツカレル……』

『なに、少しの間だけだ。分かって欲しい』

『……ワカッタ。スコシダケ』

　身体を起こして、デュラハンは去っていった。いろいろと言いたいこともあっただろうが、デュラハンも仕事の大切さは理解しているのだ。オシリスの事情も汲くみ取とってくれたのだろう。できた自動人形である。

　そうして照らされた美しいはずの電飾の木々達を、オシリスは仏ぶつ頂ちよう面づらで眺めていた。まるでこの世で最高に楽しい時間に茶々を入れられたかのように。

『ここでも諍いさかいが起きるか……』

　このまま病院が闘技場のようになっては困る。もしかしたら、自分が祭りで一番人を喜ばせることのできる手段とは、こうした争いを止めることではないだろうかと少し考えてしまうガーゴイルだった。
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　もちろん御色総合病院で働いているのは、オシリスやデュラハンだけではない。

　医者や看護師は当たり前のこと、清掃業者や物販業者、医薬品会社の営業員など、さまざまな職種がひしめき合っているのが総合病院なのだ。

　その中で金色の集団が異い彩さいを放はなっていた。

「ベイベ！　ベイベ！　ベイベ！」

　病院前の広場では、特設ステージが建設中であった。

　かけ声と共に金かな槌づちを振るう、ゴールデンボーイズ達。どんなに技術が発展しようとも、ステージの設置はネジ一本から自分たちでやるのがモットーだ。

　のんきな入院患者からは、声せい援えんが飛んでくる。ゴールデンボーイズは，その一つ一つに丁てい寧ねいにリアクションを返していた。

　病院前の広場ではそんなふうに平和な時間が過ぎていたが、問題は裏口だった。

　今日も今日とて、ガーゴイルがケンカの仲ちゆう裁さいに入っていた。今回はオシリスではない。ゴールデンボーイズのひとりと、医者が口論していたのである。

「いくら練習と言っても、もうちょっとね。頼みますよ」

「オゥ、スマネェ……」

　口論と言うほどのものも起きていない。騒音に怒った医者が、裏口にいたゴールデンボーイズに注意しに来たのだ。

『汝ら、少し落ち着くのだ。双方に理解しあう余よ地ちがあると思うぞ』

「あ、ガーゴイルさん」

　ガーゴイルの出現により、空気が変わった。ケンカの仲裁も含ふくめて現状が知りたかったので、改めてどういうことか尋ねる。

　その医者が主張するところは、こうだ。

　この裏口の近くに会議室があって、そこでは手術の打ち合わせが行われるのだ。それがトランペットを練習しているゴールデンボーイズによって、阻そ害がいされるのだという。手術に手を抜けない医者としては、一言でも聞きき逃のがせないのだ。

「多少、神経質になっているトコロもあるんだけどね……やっぱり手術前はピリピリしちゃうんだ。すまない」

　医者は素直に頭を下げた。ガーゴイルに促うながされて、自分の考えを筋道立ててしゃべったことで落ち着いたのだろう。

「イヤ、それを考こう慮りよしなかった俺も充分悪いぜ。アンタたちは人様の命を預かってるんだ。そのくらいの心意気が必要だぜ」

　トランペットを持っていたボーイズも、素直に頭を下げた。

「もちろん、私もこの興行に反対しているわけじゃないよ。むしろ歓迎している。あの小しよう児に科かの藤ふじ田たくん――彼みたいな子どもを楽しませるためということだけど、きっとこの先も彼みたいな子は現れると思うんだ」

　ひょっとしたら、前にもいたかも知れない。患者を治すために全力を尽くしている病院だが、全力で尽くしているために、子ども達の心に気づかないケースもあるのだ。

「ガーゴイルさんも、よろしく頼むよ」

『努力する』

　ガーゴイルの頭を叩いて、医者は裏口から会議室に戻っていった。

　医者の姿が見えなくなると、何かが落ちる音がした。ゴールデンボーイズが膝ひざをついて座り込んでいるではないか。

『どうした』

「……たまげたぜ。医者ってのはオーラが違う」

『ほう』

「あの先生、一日以上寝てねーぜ。似たような経験してる仲間が大勢いるから、俺もわかるんだ。かなり体力的にキてる。それなのにあんなに平然としてるんだ……クレイジーだぜ」

『それは我も感じていたので、体を癒いやす光線を浴あびせておいた』

「俺もまだまだだなぁ……」

　落ち込みそうになるボーイズに、ガーゴイルはこう告げた。

『汝もあの医者も職業人だ。報ほう酬しゆうと引き替えに芸をしている。しかし賃金では購あがなえない、職業としての誇りもあろう。あの者は長年の経験によって身につけた技術と誇りで動いている。汝は経験が足りぬだけだ』

「そ、そうか……ヘッ、俺もがんばらなきゃな！」

　トランペットを摑み、立ち上がるボーイズ。

「ありがとよ、石像さんスタチユー！　当日は俺のトランペット、聞いてくれよな！」

　林の中に去っていくボーイズ。病院から離れ、楽器を練習できそうな場所を探しに行くのだろう。

　彼が去った後、ガーゴイルは物陰の気配に向かって呼びかけた。

『そろそろ現れたらどうだ』

「な、なんのことだベイベ!?」

　草むらからリーゼントが姿を見せた。今まで隠れていたのだ。

『部下を思いやる汝の気持ち、我にも理解できるぞ』

「べ、別にそんなんじゃねーぜ！　あんなクズ、知ったことじゃねぇ！」

　顔を赤くして否定するリーゼント。とても気持ちが悪い。

「だがヤツも何かを摑んだようだな。あの先生のハートが乗り移りやがった」

『ほう』

　リーゼントはサングラスの向こうの涙を拭ふいて、トランペット吹きのボーイズが消えていった方を見る。

「俺たちのプライドは、お客様の笑顔だ。こいつは何度も言っていることだが、自分で実感しねぇと絶対わからねぇ。だがあいつはそれを摑みかけている」

　まるで弟で子しを見送る師し匠しようのようだった。

　今のガーゴイルには、少し重い言葉かもしれない。

　犯罪から守ることによって得られる笑顔の大切さは知っているが、芸によってそれを得たことがないからだ。

『人の笑顔……か』

　ガーゴイルだけでなく、この祭りに関わる人たちは何を思って参加しているのだろうか。

　そしてそれを受け取る側の吾郎は、祭りを見てどう感じるだろうか。

　少し気になるガーゴイルだった。







　その医師が会議室に戻ると、さっきまでいなかった看護師が謝罪に来ていた。

「篠田先生、すみませんでした。うちの兄の部下が……」

　山田という看護師だ。

　あの集団のリーダーは彼女の兄だったのか。

「いや、いいんだ。彼らも話せばわかってくれるみたいだからね」

「ええ。でも、またうるさくするかもしれないですし……」

「そうしたら、また言うよ。患者に手術の説明をするときも、相手が理解できるまで何度でも説明するさ。それと同じことだ。あれ、これじゃ学校の先生かな？」

　多少おどけて言うと、会議室にいた医者や看護師が少し微笑んだ。

　この会議もそうだが、とかく手術前はピリピリする。神経を使うのだから当然なのだが、ガチガチになってしまっては続かない。どこかでリラックスしなければ。

　そういう意味では、あのゴールデンボーイズはとてもいい刺激をくれる。

　はずなのだが。

　どうして自分がゴールデンボーイズを怒ど鳴なりに行ったのか、理由がわからないのだ。

　うるさかったのは事実だが、こうも嫌けん悪お感かんをあらわにするつもりはなかった。理屈で考えれば、患者たちのためにがんばっている気持ちのいい集団なはずなのだ。

　そんなとき、隣の同僚が尋たずねてきた。

「篠田先生は、ああいうことしてた時ってないんですか？」

「私かい？」

　訊かれて、苦笑してしまった。

「ほんの少しだけあったよ。見てのとおり、諦あきらめちゃったけどね。医者になるために勉強してきたんだ。君だってそうだろう？」

　そう答えた時、なんとなく彼らに抱いていた気持ちがわかった。

　嫉しつ妬となのだ。自分にはないモノをもっている、彼らに対する。

　正反対の生き方をしている彼らが羨うらやましかったのだ。そして、それを感じているということは、今自分は疲れているということなのだろう。気持ちにハリがない証しよう拠こだ。

　気を引き締めないといけない。

　しかし、それだと疑問が残る。

　自分と似たような思いを抱いだいていたとすると、藤田吾郎くんは彼らのどこを嫌悪――いや嫉妬したのだろうか。
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　オシリスとデュラハンの問題は、それで最後ではなかった。

　林も外壁も、どちらも病院の屋外だ。必然的に作業中は顔を合わせることになる。顔を合わせたが最後、罵ののしり合あいが始まるのである。やれ塗料が草にかかっただの、やれ花壇の柵さくを塗らせてくれないだの、小さなことからケンカになり、ガーゴイルに止められることが一日に数度。

『やってられぬわ！』

　大きなため息と共に、触手で地じ団だん駄だを踏ふむオシリス。

　自分はただ木達を美しくしたいだけなのに、あの機械が目障りなのだ。どうしていちいち自分の邪魔をするのか。

『くそぅ……妾の思い通りに行かぬのは好かぬ……』

　空を見上げるオシリス。

　病院の屋上は殺さつ風ぷう景けいだが、誰が置いたのか観葉植物が数鉢あったりする。周りに木があるのに、どうしてここにも植物を置くのか。

　ここにある植物も、フェンスの向こうに見える木達も、夏より少ない日光を一生懸命吸って春の養分にしている。春にまた元気な花をつけるために、努力しているのだ。

『なぜここまで妾が苦労しなければならぬのじゃ……』

　もう帰ってしまおうかとも考えた。

　だが木達はどうなる。

　ここまで綺麗に装飾したのだから、もういいではないか――だがまだ未完成だ。クリスマスに本当に輝くには、まだ電飾が足りない――しかしあの騎士と顔を合わせるのは、もうイヤなのだ。

『くそっ！　あのポンコツめ！』

　あまりの大声に、携帯電話のスピーカーからも割れた音声が出る。喉のどが嗄かれるとはこういうことなのだろうか。

『死ね！　死ね！　死ね！　壊れてしまえっ!!　妾が完かん膚ぷなきまでに破壊して、二度と生き返らぬよう、臓物はらわたを食らい尽くしてやるわっ!!』

　思いつくままの罵ば詈り雑ぞう言ごんが携帯電話のスピーカーから流れ出した。

　気持ちよかった。叫ぶということがストレス解消になると初めて知った。そういえば人間には「カラオケ」という習慣があった。なるほど、とてもよくわかる。

　壊れるほど強く握りしめた携帯電話が、手の中で震えた。

『……む』

　メールだった。

　オシリスのアドレスを知っている人間は少ない。それでもスパムメールは来るので、ウンザリすることも。だが今回はそうではなかった。

　――ツリー作ってるんだって？　楽しみにしてるよ。僕も病院で人形劇をするんだ。お互いがんばろうね！

『吉永家の小こ倅せがれか……』

　オシリスに携帯電話の使い方を教えてくれた人間だった。ヒッシャムの持っている携帯電話とは規格が違うらしく、習う時に戸惑うこともあった。そんな時、和己が色々と教えてくれたのである。

　ちなみにそれは、和己や双葉の大事な友達を――オシリスが喰らったすぐ後の話だ。敵である自分に、よくもまぁあそこまで優やさしくなれるものだ。

　少し、気が晴れた。

　戻って作業の続きをしようかと携帯電話をしまうと、背後で音がした。

「あ……」

　屋上にやってきたのは、小さな少年だった。あの双葉と同じくらいの年齢だろう。病院で支給される服を着ている。入院患者か。

「……！」

　あろうことか、少年はオシリスを見て尻餅をついた。

　そのまま這はって逃げようとする。

『待たぬか』

　オシリスの触手が、少年を摑み上げた。

「わぁっ、うわぁ！」

　ジタバタもがくのも無視して、少年を手元に引き寄せる。色素の薄い髪を後ろで縛しばった、どこか生なま意い気きな顔だ。よく見れば頰にそばかすがある。

「は、離せっ！　離してよっ！」

『ほれ』

　素直に命令に従うと、少年はその場に落下して、再度尻を打った。もだえる少年を見て、笑うオシリス。

　一方，少年はオシリスの姿をまじまじと見つめる。

『なんじゃ、妾が珍しいか』

「っ！　……う、うん」

　少年は素直にうなずいた。

　そして出た言葉。

「……ガーゴイルさんだけじゃ、ないんだ」

『なんじゃ、お主はこの町の住人ではないのか』

「ううん……俺、ずっと入院してたから、話でしか聞いたことないんだ」

『ほう。この町に住みながら妾のことを知らぬとは。珍しい童わらべじゃの。妾はオシリス。この町の植物の長おさなるぞ』

「オシリス……あ、双葉から聞いたことある」

『ほう、あの小娘の知り合いか』

「……うん」

　話しているうちに、徐々に落ち着きを取り戻したようだ。少年はオシリスの身体をまじまじと見つめている。失礼なヤツだとも思ったが、子どもの好奇心を咎とがめ立だてするのも無ぶ粋すいな気がする。それに自分を見て感心されるのは、悪い気がしない。

『童。名は何という』

「藤田吾郎……」

『吾郎よ。この景色、なんと見る』

　オシリスは触手で外を示す。吾郎は屋上の柵から林を見て、目を見開いていた。

「うわぁ」

『どうじゃ、すごかろう』

「……別に」

『今、うわぁとか申してたではないか』

「それは、ほら、いつもと違う林だったからさ。純じゆん粋すいにすごいな、とは思うけど」

『感動させるには至らぬ、と』

「うん。ていうかライトアップもされてないじゃん。昼にこんなの見せられても、わからないよ」

『そうか。難しいものじゃの』

　うなずくオシリス。

『そしてお主は童の分ぶん際ざいでひねくれておるの』

「……余計なお世話だよ」

　ふん、と鼻を鳴らした後、吾郎は自分が今いる屋上の床に目をやった。

「あと、なんか壁や床が金色だね。やっぱりあの古くさい金色の人達が原因？」

『そちらは忘れるのじゃ』

　やはり人間を喜ばせる趣向というのは奥が深い。そもそも万人が満足する装飾などないのだ。オシリスが自分で「これは美しい」と判断したものを飾るだけ。それでもそういう意見はとても参考になる。

『妾の身体の方が見ていて飽きぬかの？』

「なっ……何言ってるんだよ」

　顔を真っ赤にしてそっぽを向く吾郎。それを見てオシリスが悪戯いたずらっぽく笑う。

『先ほどからお主、妾しか見ておらぬからの』

「それは……普通に珍しいから」

『やはり珍しいものを見ると人は喜ぶのか？』

「それはそうだけど……でも、オシリスは」

　何か言いかけて、吾郎は口をつぐんだ。

　オシリスに完全に背を向けて、外の景色を見始める吾郎。彼が何を言いかけたのかオシリスには興味がなかった。それよりもこの吾郎という少年から、飾り付けをする前の木達と同じ匂においがするのだ。

『何が悲しいのじゃ？　先ほどの尻が痛むのか？』

「ううん……」

　首を振る吾郎。

　では何が、と聞く前に吾郎から話し始めた。

「ひどいこと言ったんだ。双葉にも、病院の人達にも」

『なんと言ったのじゃ』

「詳くわしくは覚えてないけど、結果的にガーゴイルさんやみんなを巻き込んじゃった。オシリスも僕が巻き込んだんだと思う」

『ほう。ここの院長が「ある子どもを満足させるために」と申していたのは、お主のことか』

「……たぶん」

『それのどこが悲しいのじゃ？』

「だって……俺のわがままで、みんな、こんな――」

『わがままがどうした？』

　オシリスには理解不能な感情だった。

『自分の欲望をさらけ出して何が悪いのじゃ。それによって生じる障害は、自分の責任で排除すればよいだけの話じゃ。武力、知力、魅み力りよく――そうするだけの手段は誰しも持っておろう』

「……俺、持ってないかも」

　吾郎は小さく笑った。

「腎臓の病気なんだ。だからずっと入退院繰り返して、体力なんてないし。さっきも言ったけど、友達にひどいこと言うような俺に魅力なんてないし」

　自じ虐ぎやく的てきな吾郎を、オシリスは慰なぐさめるようなことはしない。好奇の目でニヤニヤと眺めているだけだ。

「それに、本でいくら知識を得たって、実際に経験することとは全く違うし。俺はこんな身体だから、外には行けない――オシリスやガーゴイルさんのことだって、こないだ双葉に言われるまで知らなかった」

『情報の不足を嘆なげいておるのか』

「それはちょっとあるかも。だからこそ、みんながお見舞いに来てくれるのがちょっぴり嬉しかったりする」

『親は見舞いに来ないのか』

「両親は――仕事だよ」

　下唇を嚙かむ吾郎。

「ここしばらく、父さんと母さんの顔、見てないな」

　下を向く吾郎の頭に、オシリスの触手が置かれた。

『そんなことはどうでもよい。吾郎よ、妾はどうすればお主を喜ばせられるのじゃ？』

「え……」

『妾はお主の両親ではないし、友達でもない。だとするならば、妾がお主を満足させるには、何が必要なのじゃ？』

「それは……わかんないよ。そういうのって、口で説明するものじゃないし」

　人の好みは千せん差さ万ばん別べつ。その時の状況や、天気やロケーションによっても異ことなる。確かそんなことを誰かに教わった。

『では、こんなのはどうじゃ？』

　オシリスの携帯電話のスピーカーから、音が流れ出した。

　いや音ではない。歌だ。緩ゆるやかな旋律せんりつで、歌詞も何もない、単調な歌だった。だけどその歌を聴いた吾郎は、確かに目を見開いてオシリスの顔と携帯電話を見比べていた。

　歌は数分もかからずに終わる。

　小さな余よ韻いんを残し、携帯電話のスピーカーからいつものオシリスの声が流れた。

『どうじゃ。この歌は人間の好みに合うのか？』

「……う、うん。これはすごい、と思った」

　たどたどしく答える吾郎。













　わずかに頰が上気していた。静かだが、確かに吾郎は歌を聴いて興こう奮ふんしていた。

『この歌は、吉永の小娘にしか聴かせたことがない。あまり人が聴かない歌なのじゃ』

「双葉も聴いたんだ……」

『じゃが、この歌を妾が歌ったことは黙っておるのじゃ』

「なんで？」

『色々と、面倒での』

　この歌の本当の持ち主は、今はもういない。この歌を体内に取り込んだ時から、オシリスの小さな変化が始まったのだ。ガーゴイル同様、無機的だった「モノ」が「生物」として生きるために必要な何かをもらった気がするのだ。

「あ、もうこんな時間だ。俺、戻らなきゃ」

『なんじゃ、もうゆくのか』

「薬の時間だからさ」

『そんなことか。ならば妾に任せるがよい』

　オシリスは自分の触手を吾郎に差し向ける。

　何をするのかと身み構がまえる吾郎だが、危険なことはなかった。

『手を差し出せ』

　言われるがままにすると、吾郎の手のひらに雫しずくが一滴。

　水と変わりない。あまりにも少ないので、コンタクトレンズのようにも見えた。

「何これ？」

『名前は――そう、万能薬パナケアとか言ったか。妾の体内で生成できるものじゃ。これを飲めばよい。万能というからには、何にでも効くであろう』

「……」

　吾郎は手の中の水を見つめていたが、やがてそれを口元へ持っていった。

　しかし手が口に触ふれる寸前、

『ルルルルルルルルルルルルル!!』

　飛来した何かが吾郎の手を弾はじいた。それは弾丸のような勢いで吾郎の身体ごと吹き飛ばす。だが吾郎の身体が地面につく前に、さらに飛来した物体がその小さな身体を受け止めた。

『貴様……！』

　ガリガリと音を立てているのは、スカートが屋上を削っているからだ。スピードの制せい御ぎよもできないほど急いでやってきたのである、この首無し騎士は。

『ケガ、ナイカ？』

　デュラハンは手を吾郎の身体に当てる。すると銃口の下からレーザーポインタのようなものが吾郎に照しよう射しやされる。これで全身をスキャンしているようだ。

「な、何……ロボット？」

『オマエ、アンゼン。ヨカッタ』

　デュラハンは吾郎の身体を下に下ろすと、オシリスから守るように立ちはだかった。

　まるでオシリスが吾郎に危害を加えるのを阻止そしするかのように。

『何を……何をしている、ポンコツ！』

　オシリスの右手が紫色に染まる。

　突然現れて、吾郎を吹き飛ばし、自分と対たい峙じする。どういうつもりなのか全くわからない。吾郎との会話をそこまでして邪魔したかったのか。

『ダメ……ソレ、ダメ！』

　デュラハンは両手をブラブラと振っている。ＮＯノーというジェスチャーらしい。

『何がじゃ!?』

『クスリ、ダメ！　キケン！』

『なんじゃと……妾の万能薬パナケアを馬鹿にするか！』

『ルルルルル！　ソレ、クスリ、チガウ!!』

　あくまでも吾郎をかばい立てするというその態度が、オシリスのカンに障さわった。どうして自分が悪人扱いされなければならないのかわからなかった。

　そしてそれ以上に、もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる限界を超えていた。

『そこを退どけっ！』

　オシリスは触手をムチのようにしならせてデュラハンに打ち付けた。デュラハンは避けることはせず、その身で触手を受けた。体勢を崩すデュラハンに肉薄し、オシリスはスペードが描かれた装甲に右手を押しつけた。

『ルルルルルルル!!』

　手が当てられた部分から腐ふ食しよくしてゆくデュラハンの身体。

　もちろんデュラハンは無抵抗なはずもなく、身体を腐らせながらオシリスの上半身に両手の銃口と砲口を当て、問答無用で撃った。マシンガンと大砲とビームが全て同時に射出され、オシリスの上半身は爆音と共に吹き飛んだ。

「オシリス！」

　叫ぶ吾郎の前に、またデュラハンが立ちはだかった。爆風から吾郎を守るためだ。

『ルルル？』

　戦闘態勢を解かないデュラハン。両手はだらりと垂れ下がっているが、スカートや肩から蒸気が勢いよく吹き出ている。

　そんなデュラハンを襲ったのは、葉だった。

　爆発したオシリスの髪や身体を構成する葉がデュラハンに張り付いたのだ。そしてそれはオシリスの右手と同様の効果を持っていた。

『ルルルルルルル!!』

　葉から徐々に腐っていく、白い装甲。はがそうとするが、葉の数は徐々に増えていき、やがてデュラハンの全身を覆おおい尽つくす。

『クククク……そのまま腐り落ちるが良いわ！』

　吹き飛ばされた上半身が生えてきた。オシリスに「死」という概がい念ねんはない。どんなに傷つこうとも、細胞一つから全身を作り直すことが可能なのである。故に無敵かと言えば――実はそうでもない。全てを焼き尽くされれば終わりだ。

　しかしデュラハンにオシリスを焼くだけの余裕はなさそうだった。

　このままいけば、形もなくなってしまうだろう。

『ル――!!』

　わずかに迷った末、デュラハンは先ほどと同じように両手を向けて、光線を発射した。

　ただし、それは自分の身体に向けてだった。

『なんじゃと！』

　ナパーム弾に近いその弾だん丸がんは、デュラハンの身体に粘ねん性せいの高い薬品を浴びせた上で燃やす。これを使えばたいていのものは焼しよう失しつする。

　燃え残るとすれば、それは錬金術で作られた装甲くらいだ。

『ルゥ……！　オマエ……！』

　燃えさかるデュラハン。しかしその銃口はまっすぐにオシリスに向けられている。炎など意に介していない。

　オシリスも右手を再度変色させた。こうなったら全身が腐るまで同じことを繰り返してやる。そう思った矢先、

「何やってるの!?」

　屋上のドアが開かれて、背の高い女性の看護師が飛び出してきた。

「聡さと美み――さん」

　へたり込んだ吾郎が、その看護師の名前を呼ぶ。

　それでオシリスもデュラハンも武器を下ろした。

「あ、床がベコベコ！」

　聡美は足元を見て絶句している。夢中になっていて気がつかなかった。観葉植物だけは守ったつもりだったが。

「誰がやったの……!?」

　静かに振り返る聡美に、吾郎は無言でオシリスとデュラハンを指さした。

「そう……」

　眼鏡の奥の瞳がギラリと光った。力強く手を握りしめる聡美。

『そ、その、妾は……』

『ルルル、オレ、ソノ……』

　それから一時間ほど、オシリスとデュラハンは聡美に説教された。

　吾郎という例外をのぞけば、御色町の住民はしゃべる石像くらいでは驚かない。それがどんな攻撃力を秘めていようが、関係ない。ましてや自分の職場で騒ぎを起こすような輩やからには、断だん固こ抗こう議ぎあるのみだ。

　完全にこちらに非があったので、ふたりとも最後まで押し黙っていた。

　気がつけば吾郎の姿は消えていた。病室に戻り、医者が処方した薬を飲んだのだろう。先ほどまでのオシリスは、彼の目にどう映うつっただろうか。

　結局、オシリスは吾郎の望むことを何一つしてやれなかった。

　それだけが心残りだった。
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　オシリスの住すみ処かは小学校の裏山にある。

　そこではオシリスの制作者であるヒッシャムが、様々な植物の研究をしている。その研究の成果は全てオシリスに注がれる。完璧な植物を作るのがヒッシャムの願いであり、日本にきた目的である。

　植物に関しては誰よりも優すぐれた知識を持っているヒッシャムは、その日の晩、委い細さいを話したオシリスに向かってこう言った。

「ソレは――デュラハンクンのほうが正しいデース」

『なんじゃと！』

　プレハブの中にぽつんと置いてあるちゃぶ台を叩くオシリス。載のっていたゴマ塩が跳はねた。宙に浮かんだそれを手に取り、ごはんにかけるヒッシャム。

「オシリスの万能薬パナケアは、実は弱点アリマース」

　ゴマ塩ごはんをかき込みながら、ヒッシャムは丁てい寧ねいに説明した。

「万能薬は、文字通りの万能なクスリデース。ソレハ、パーフェクトを意味シマス。他のクスリの入り込む余地ナンテアリマセン。ですから、他のクスリとケンカシマース。ケンカすると、中の人タイヘンになってしまいマース！」

『……つまり普段から病院の薬を飲んでいる吾郎には、妾の薬は劇げき薬やくになるのか!?』

「ソウデース。危ないトコロデシタ」

　以前、聞いたことがある。

　デュラハンは有事の際，建物に籠こもった凶悪犯を制圧する目的で設計されているので、狭い範囲でのスキャンが得意なのだと。ガーゴイルは町中ならどこでも探せるし、オシリスだって風や土の変化からある程度のことは探知できる。

　きっとデュラハンは一瞬のうちに、吾郎の体内とオシリスの薬を調べたのだ。そしてそれらが混じったときのことも想定して――

「オシリスが悪いわけではありまセーン。ソノ万能薬パナケアは、たとえば無農薬の植物なんかは、タチマチ元気になるデショー！　ブリリアント！」

『それでは……意味がないのじゃっ！』

　触手の一本でちゃぶ台を下から持ち上げ、ひっくり返した。

「アウチ！」

　アツアツのごはんを顔面に浴びて悶もん絶ぜつするヒッシャム。予想以上の熱さに母国語でなにやら叫ぶが、オシリスの耳には届かない。

　何も考えられなくなって、オシリスはプレハブ小屋を飛び出した。

「オシリス！」

　ヒッシャムの呼び止める声が小さくなっても、オシリスは裏山を当てもなく走り続けた。どこへ行こうという気もない。ただ自分が一人になれる場所を探したかった。

　その願いも叶かなわない。森にはオシリスの同胞とも呼べる木たちが大勢いる。

　小高い丘に出た。

　そこには枯れた彼ひ岸がん花ばなたちを押しのけるようにして、草が生えている。葉の天てん井じようは途切れ、冷たい月光がオシリスの身体を照らしていた。

　――オシリスさん。どうしました？

　木のひとつが話しかけたが、オシリスは無言。

　――泣いているのですか？

　――うるさいっ！　妾に構うな！

　声から逃のがれるために、オシリスは地面に潜もぐった。

　音もしない地中でようやく一人になることができた。身体を葉でくるみ、冬眠でもするかのように丸まって、そしてオシリスは――さめざめと泣いた。

　自分には力があると信じていた。

　それはガーゴイルやデュラハンを倒す暴力ではない。どんなものでも治せる万能薬で、砂漠を緑化できる力だ。それがヒッシャムの願いであり、オシリスの存在意義だった。

　だが人一人も治せない万能薬の、どこにそんな夢を託せばいいのか。

　――これでは妾は、ただの道どう化けではないか。

　ガーゴイルは御色町の守護という明確な目的があって行動している。だがオシリスはどうだ。砂漠の緑化のためと言いながら、この山であぐらをかいているだけではないか。それが本当にエジプトのためになるのか。

　――吾郎。

　今頃、どうしているだろうか。薬を飲んでおとなしくしているだろうか。

　なんだか急に顔を見たくなった。

　オシリスはそのまま地下に潜り、御色総合病院へ向かった。冬の土はとても暖かく、このまま眠ってしまいそうだったが、オシリスはがんばって土を泳いだ。
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　御色総合病院の夜は静かだ。手術室やＩアイＣシーＵユー（集中治療室）などでは夜勤の医者が死にものぐるいで働いているが、一般病棟は消灯されて起きている者はいない。

　ガーゴイルがその珍妙なふたりを察知したのは、演劇部の練習が終わって和己と双葉を家に送り届けた後だった。ずいぶん遅くまで練習をしたため、日付が変わる直前で、この時間こそがガーゴイルが犯罪者に気を付ける時であった。

『何者だ？』

　彼らは病院の入り口に立っていた。すでに面会時間は終わっているのだが、その手には見舞い用のプレゼントらしきモノを持っている。

　若い夫婦だった。

　どちらもくたびれたスーツ姿で、いつまでも終わらない残業に疲れ切った顔をしていた。もしかしたらここの医者だろうかとも思ったが、ガーゴイルの記憶にはない。

「あ、あの、もう面会時間は……」

『とうに過ぎておる』

「ですよねぇ……はぁ」

　肩を落とす男。女性の方が「だから言ったのに」と苦笑していた。

『見舞いならば、また後日来るが良い』

「今日以外で、来られる日あるかな……」

『それほどまでに時間がないのか』

「ハァ……」

　見れば男の方は今にも倒れそうな顔をしていた。誰の見舞いか知らないが、こちらのほうが患者みたいだ。ガーゴイルは夫婦に癒いやし光線を浴びせる。ふたりは最初戸惑っていたが、身体が楽になるのを感じて、ガーゴイルに礼を言った。

「おう、ガーゴイルさん。どうしたね」

　その時、正面から車がやってきた。そこから降りてきたのは、この病院の院長。相変わらず太った身体をゆすりながら、穏おだやかな笑みを浮かべている。

『院長殿。実は、この者らが……』

「あ、あの、院長先生でしょうか!?」

　すると妻の方が院長に駆け寄り、プレゼントの箱を差し出した。

「お願いがあるのですが……このプレゼントを、息子に渡して欲しいんです」

「ほほう？」

　院長は目を細めて、夫婦を見た。

「藤田吾郎くんのご両親ですな」

『なんと』

　よく覚えているものだ。

「よござんす。お預かりしましょう」

　と、院長はプレゼントの箱を受け取る。

「ありがとうございます！」

　夫婦は同時に頭を下げた。

「しかし……あなたがたも少し休まれた方がいい。息子さんの手術費用のためとはいえ、ご自分が倒れられては元も子もありませんぞ」

「いえいえ。息子のためでもありますが、私達も仕事に生いき甲が斐いを感じておりますので。倒れるわけにはいきませんよ」

　力無く笑う夫。

　強くはないが、決して揺ゆるがない笑顔を見て、院長も強く言えなくなってしまう。

「さて、このプレゼントですが、やはりクリスマスに渡せばいいのですかな？」

「できれば」

「わかりましたよ――と、そうだ」

　何かを思いついた院長。

「そうか、彼を使って……そうすれば、子ども達も……」

　ブツブツ言いながら、車にプレゼントを置く。

『院長殿、どうかしたのか？』

「それではワシはこれにて！　クリスマスを楽しみにしていてください！」

　と、院長は逃げるように車で走り去ってしまった。暗いロータリーに車のエンジン音が大きく響き渡る。

　いったい何を企たくらんでいるのだろうか。

　それよりも気になることがある。

『吾郎の両親と言ったな』

「あ、はい」

『最近、吾郎に会っていないのか』

「仕事が……あ、いえ。仕事を理由にするつもりはありません。会う時間がどうしても取れなくて」

　それは二人を見ればわかる。毎日三時間くらいしか寝ていなそうだ。

　しかし吾郎をほったらかしにしているわけではなさそうだ。でなければこんな時間に無駄だとわかっているのに駆けつけたりはしない。

　二人も吾郎に会いたがっているのだ。

「だから、今度のクリスマスにも会えないから……手紙を書きました。プレゼントに同封してあるんです」

『それは良い事だ。きっと吾郎も喜ぶだろう』

「だといいんですけどね……」

　夫婦は寂さびしそうだった。彼らですらそうなのだから、長期入院している吾郎がどんな気持ちなのかは想像に難かたくない。

　いや、吾郎なら無表情に「寂しくない」と言いそうだ。内心はともかく。

「じゃあ、私達は帰ります。タクシー待たせてあるんで。今日はどうもありがとうございました」

　最後にもう一度ガーゴイルに頭を下げる夫婦。

　吾郎と彼らをなんとかして会わせてやりたいと思うガーゴイルだが、それはお節介というものだろう。それにクリスマスまで会えないだけで、正月などの休みには会えるに違いない。そう信じよう。

『む？』

　吾郎について想いを巡めぐらせていた時のことだった。

　その吾郎の病室に何者かの存在を探知したのだ。







　完全に消灯された病室で、ガーゴイルはその侵入者を見た。

　オシリスだった。

　熟じゆく睡すいしている吾郎のそばに立っている。

　ガーゴイルの質問にオシリスは答えず、ただ吾郎の顔をじっと見ているだけだった。心なしか髪や触手が垂れ下がっているように見える。いや、それ以上にオシリスの表情がいつもと異なっている。

『……泣いているのか』

　オシリスの顔に変化はない。

　だが頰に涙の跡があった。目も赤かった。植物でも泣くことがあるのかと、ガーゴイルはオシリスについての認識を改めた。つまりオシリスは植物というより、人間により近づいているのだ。

　これもガーゴイルと一緒である。成長している証拠と言えるだろう。

『オシリスよ、汝は――』

『騒ぐな。起きる』

　オシリスの携帯電話から、小さな音が漏もれた。

　まっとうな言い分だったので、ガーゴイルは場所を移すことを提案した。夜間は立ち入りが禁じられている屋上が良いということなので、ふたりそこへ移動することにした。

　屋上は昼に見た時よりも恐ろしげな印象を人々に与える。それというのも周りが山なので、照明の類たぐいが少ないのである。急患のために裏口へ続く道だけが照らされており、不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きをかもしていた。

『こんな時間に何をしている？　まだ飾り付けが終わらぬのか？』

　ガーゴイルが問いかけてもオシリスはしばらく無言のままだったが、やがて携帯電話から小さな音量で歌が流れ始めた。その歌はガーゴイルも一度だけ聴いたことのある歌だったが、オシリスの携帯電話から聞くとまた違った趣おもむきを感じさせる。

『ガーゴイルよ』

『なんだ？』

『お主は人のために何ができる？』

『……何もできぬ』

　これはいつもガーゴイルが考えていたことだった。

『我は外敵から守る事しかできぬ。人に富をもたらしたり、人の成長を促うながしたり、人を楽しませるようなことはできぬ。失うことを防ぐ事はできるが、与える事は――その、とても難しい』

　だから今、苦労しているのだ。吾郎との約束を守ることは、たとえるならば会社の仕事一筋で定年まで働いた人間が、まったく使ったことのない包丁を握るようなもの。

『故に、学習している。人の心に触れることは、とても興味深い』

　その返事を聞いたオシリスは、自分の手を見つめて悲しそうな顔をした。

『……妾は、人を守ることすらできぬのじゃ』

　そんな言葉がオシリスの口から出るとは、ガーゴイルも想像していなかった。

　彼女の声は悲しく、だが何か力強いものを感じさせる。

『それで気づいたわ。妾が本来与えられた役割を』

『確か汝は、砂漠の緑化のために生まれたのだったな』

『そうじゃ。妾の無力な万能薬パナケアは、そのために生成されるのじゃ。今までそのことを忘れておった。お主に勝つことのみに執しゆう着ちやくしていた気がする』

　事実、オシリスはガーゴイルでも危うくなるほどの強さを秘めている。どんな物質でも防げない攻撃手段を持っているのはオシリスだけだし、その再生能力にはかなり苦戦させられた。

　しかしそれは攻撃のためではない。何かを癒すために使われるもの。

　そう考えると、オシリスは力不足なのだ。

　それに気づいたことが嬉しく、そして悲しいのだ。

『ルルルル？』

　突然、屋上にデュラハンが出現した。

『ミンナ、ナニシテル？』

　ガーゴイルは驚かなかった。先ほどから壁に張り付いて何やら作業をしているのが探知できていたから。オシリスは軽く面食らっているようだった。

　手には塗料のバケツ。今の今まで壁に色を塗っていたのだ。疲れ知らずなのは当たり前だが、それにしてもこんな時間になるまで、よくがんばったものだ。

『お主……』

　オシリスはデュラハンを見た。反射的に身構えるデュラハン。

　しばらく無言で見つめ合った後、

『よく吾郎を助けてくれた。礼を言うぞ』

『ル？』

　何を言われたのかわからない、と言いたそうに身体をひねるデュラハン。

『だから、礼を――ええい、もういいわ！』

　何に怒っているのか知らないが、そっぽを向いてしまうオシリス。

　ガーゴイル以上に感情表現が苦手のようだ。

『ルルル！　オレ、コドモ、マモル！』

　デュラハンは力強く胸を張った。

　詳しい事情はガーゴイルは知らないが、きっとデュラハンが子どもに何かしたのだろう。なんだかんだで子どもに好かれているのだ。

『しかし首無し騎士よ。汝は元は強きよう襲しゆう用の自動人形なのに、攻める事をしなくなったな』

『ルルル！　ソレ、ムカシ！　オレ、イマ、ないと！』

『そうか。汝はもう門番破りではないのだな』

『妾とは逆じゃな』

　オシリスが自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　しかしその言葉には一理ある。本来の目的を見失ったオシリスと、本当にやりたいことを見つけたデュラハン。立場は対照的だが芯しんは同じなのだとガーゴイルは思っている。

『我が今日まで読んでいた本の話なのだが……』

　オシリスとデュラハンの間に座り、ガーゴイルは語り始めた。

『主人公は三人の精霊に過去、現在、未来の映像を見せられるのだ。そして最初に見せられたのは過去の映像でな。強欲でずる賢がしこい主人公の青年時代の事であった。そこに映うつるのは、まだ純真で未来に希望を持っていた頃の、故郷で幸せに暮らす主人公と幼なじみの姿だった――』

『その主人公の気持ちがようわかるわ』

　不敵に笑うオシリス。

『性格の悪そうな主人公のことじゃ、大方その映像から逃げたのであろう』

『その通りだ。オシリスよ、この話を知っているのか？』

『知らぬ。じゃが予想はつく』

　オシリスの言うとおり、スクルージは泣いて精霊に頼み込むのだ。どうかこれ以上見せないでくれ、と。彼にとっては、他の何よりも見たくない光景だったに違いない。綺麗に磨みがかれた鏡は、歪ゆがんだ自分を克明に映すのだから。

『妾は逃げたりはせぬ。あの頃の――教授の夢を思い出したからな』

　力強くうなずくオシリスに、デュラハンの身体が動いた。

『ルルル！　オマエ、カッコイイ！』

『フン。当然じゃ、妾はもう迷わぬからな』

　デュラハンの賛辞を真っ向から受け止め、オシリスは触手のひとつを伸ばした。それはどこまでも伸びてゆき、屋上から地上に達した。

『電源をもらうぞ』

『ルル？』

　オシリスがコンセントをいじくると、世界が光った。

　林の一つ一つがライトアップされたのだ。豆電球の白と青の光がひとつひとつの木から発せられている。どれだけの電力を食うのか心配だが、実はそれほど沢山の電気を使ってはいない。オシリスが絶妙なバランスで、最小の電球で飾っているからだ。

　病院から近い木は白色に、そして離れていくに従って青く染まっていく木達。計算されたようなグラデーションに、ガーゴイルもデュラハンも見入ってしまった。

『これは――』

『ルルルルルル！　キレイ！　キレイ！』

　まるで海に雪が降っているようだった。ところどころの電球がチカチカと点滅しているのは、そういう効果を狙っての事だろう。

　光の海を背にして、オシリスは宣言した。

『妾は自らの薬で、世界を癒してみせよう。だが薬でなくとも治せる病はある。治せずとも、治る手助けをすることもできる。そういう者たちのために、妾は戦うのじゃ』

　晴れ晴れとした笑顔だった。

　あの気むずかしいオシリスが、こんなに無防備な笑顔を見せたのは初めてだった。

『お主らが守ることに命を賭かけるのであれば、妾は癒すことにこの身を捧げよう。どんな生物でも治し、成長させる薬となろう。この木達も、妾の手によって生まれ変わるのじゃ。美しく蘇よみがえった木を見て、ここの人間達も心を癒すことができる。そうなれば、身体も癒いえるというもの』

　病は気から、ということを言っているのだろう。




『そして、妾は真の意味での豊ほう穣じよう神しんとなるのじゃ』




　光に包まれたオシリスは、植物というより女神のようだった。本来、オシリスというのはエジプトの男神である。しかし彼女は伝説とは関係ない、御色町に生まれた御色町の女神であった。

『癒す、か』

　ガーゴイルは彼女の言葉を強くかみしめた。

　たかが祭りで、と思うかもしれないが、ガーゴイル達にとっては重要なことなのだ。なぜならガーゴイル達は人間ではない。人の気持ちを理解することは、とても難しいのである。そして祭りとは、人の気持ちを盛り上げるもの。

　オシリスがここまで美しい装飾ができたのも、ひとえに何かを摑んだからだろう。

『む？　だがこの木は、先日までに作られたものでは――』

『そうじゃ、だからこれは失敗作じゃ。これから妾の本当の実力を見せてくれる。こんな駄だ作さくではない、真に人の心を摑み取る衣装を着せてやるわ！』

『なっ――！』

『ルルルル!?』

　これで失敗作だったのか。あんなに感動したガーゴイルとデュラハンの立場はどうなるのだろう。なんだか恥ずかしい気もする。

『よし、では早速取りかかるぞ。お主らもついてこい！』

　と、屋上の柵から飛び出すオシリス。壁を走るように下りていき、林へと走っていく。獲え物ものを見つけた昆虫のような素早さだった。

　残されたガーゴイルとデュラハンは、しばらく静止していた。

『むぅ……我も手伝うのか』

『ルルル……オレ、カベ、マダオワッテナイ……』

　しかしこの状況で断るとどういう目に遭あわされるかも理解していた。

　ガーゴイルといえども、その場の空気くらいは読める。

『デモ、キレイナツリー、ミタイ』

『うむ。この林がこれ以上、どう変化するのか我も興味がある』

　そうしてガーゴイルとデュラハンは林に入り、朝までオシリスを手伝うことになった。彼女の心の全てを理解できたわけではないが、楽しそうなオシリスを見ているとガーゴイルも「これで良い」と思えるのだった。







　同時刻、御色町の国道沿いにぽつんと立っている東ひがし宮みや邸ていにて。

「今日はおつかれさま、ケルプ」

『は、はい……さすがの小生も、少し疲れました……』

　ソファの上に乗っているケルプは、外見は同じはずなのにとてもぐったりして見えた。それと言うのも、今の今まで聖せい歌か隊たいの練習に付き合っていたからである。

　普通の聖歌隊ならまだいい。御色町の場合、学生で構成される少年少女聖歌隊と、幼よう稚ち園えんほどの子ども達のちびっこ聖歌隊などさまざまな団体がある。今日、ケルプが相手をしていたのはまさにちびっこ聖歌隊のほうだった。

　それがどれだけ疲れる作業なのかは、今東宮がベンジンでケルプに書かれた落書きを消していることから想像して欲しい。

　さらに子どもの一人の親が、仕事の都合で迎えに来られなくなり、こんな遅い時間までその子の面倒をずっと見ていたのである。

「よりによって油性か……クッ」

『こんな時こそ錬金術でなんとかなりませぬか』

「ああ、そうだった。ちょうどいい薬があったんだ。待っててくれ」

　と、東宮はリビングを出て行ってしまった。

『はぁ……去年と同じとはいえ、小生もこのままでは……』

　天使らしからぬ溜ため息いきをついた時だった。

「ケルプ、なんかメールが届いてるんだけど」

　奥の部屋から声がした。

『メール？　小しよう生せいにですか？』

「うん。なんか、今すぐ御色総合病院に来いって」

『病院に……？　なぜ小生が？』

「さぁ。それしか書いてないから」

『承知しました。敵の罠わなである可能性も捨て切れませんが、小生に敵かなう敵などそうそうおりますまい』

　ケルプは余裕の声。

　しかしこの後、病院でガーゴイルとデュラハンとオシリスに拘こう束そくされて朝まで林の飾り付けを手伝わされるハメになるとは想像もしなかっただろう。

　そうとも知らず、ベンジンのついたハンカチで顔の落書きを消しているケルプだった。































　十二月は滞とどこおりなく過ぎていく。御ご色しき町ちようでは皆が今日も平和な冬の一日を過ごしていた。大人はみんな年末に向けてせわしなく動いている。しかし年越しの前に、迎えなければならない大きなイベントがあった。

　今日は十二月二十四日。クリスマスイブだ。

　御色南口商店街では、兎と轉てん舎しやによるクリスマスイルミネーションが空中に輝かがやいている。なんでもアーケード全体にホログラフィのような幻げん灯とうを照らしているそうな。どんな原理だか全然わからない。

「んじゃなー！　梨り々り、美み森もり、またあとで！」

「うん、またあとでね！」

　今日の授業は午前中で終わり。明日からは冬休みだ。

　手を振って友達と別れ、双ふた葉ばは御色南口商店街を出た。今年は梨々の家でささやかなパーティをするということなのだが、あいにくと双葉は演劇部の手伝いで忙しい。本当は「ガーゴイルが吾ご郎ろうを楽しませる」という約束だけだったのだが、言い出しっぺの双葉が何もしないのではカッコつかない。

　まぁ双葉の主な役目は手伝いであって、出番は少ないからいいのだが。それよりもガーゴイルがちゃんとできるかが心配だ。

　一度帰宅し、自転車に乗って病院まで走る。

　途中の心臓破りの坂を根性で登り切ると、黄金に輝く建物が見えた。

「うわっ！　なんだこれ!?」

　病院全体が黄金色に塗られていた。まるで特番でやっていそうな古こ代だい遺い跡せきだ。だけど目には優しい。金色なのにまぶしくはない。

「すげー……やっぱゴールデンボーイズってとことんやるなぁ」

『あれを塗ったのは首無し騎き士しだ。昨日まで細かい場所も塗り続けていた』

「って、ガーゴイルか」

　双葉の自転車の荷台にガーゴイルが載のっていた。もうここまでくると、どこでガーゴイルの声を聞いても驚かない。慣れとは恐ろしい。

　病院に近づくにつれて、ざわざわと人の声が聞こえ始める。双葉と同じように、坂を登って病院を訪おとずれる人がいるのだ。もちろん、病人でもないのに。

　思い出した。商店街にビラが貼はられていた。病院でゴールデンなフェスティバルがどーのとか書いてあった。

「うわ、なんか木の一本一本にも電球つけられてる」

　普通だったら外から見える一番近い木だけ飾る。ところが，この林の全ての木に飾りがつけられているではないか。派手じゃないのは、労力の問題ではなく全体の調和を考えてのことなのだろう。

「たしかオシリスがやってたんだよな？」

『うむ。我らも手伝った』

「すげーじゃん！　がんばったな！」

『結果として、我は彼らの味方をしてしまった事になる……果たして良いのだろうか』

「いーんだよ。誰も困らねーし」

　改めて自転車を押す双葉。

「ってか、降りろ！　重いんだよ！」

『む――』

　しかしガーゴイルは自転車の荷台から動かなかった。ガーゴイルの視線の先を追ってみる。

　そこは坂の頂上で、人ひと垣がきが見えた。

「くそ……だから、なんで、あたしが……！」

　荷台に載ったガーゴイルごと自転車を押すと、病院の全景が見えた。

　そこは病院前の公園で、普段は入院患者達が青空の下で本を読んだりリハビリをしたりしている。

　クリスマスイブの公園は、その様子を一変させていた。金色の屋台が並び、金色の風船が宙を舞い、金色の人達が踊っている。

「祭りだなー。あれ、でも……」

　何かおかしい。

　さくら祭りの時は、もっと大勢の人が押しかけていたのに。屋台の数も少ないし、どことなく踊りも地味だ。なんというか――これでは人が集まりそうにない。

『おそらく、目立たないようにあえて慎つつましくしているのだろう』

「なんで？」

『奴らが真に喜ばせたいのは、ここの患者達だからだ。過度な装そう飾しよくをしないことがそれを表している』

「そっか。ハデすぎちゃ、じーちゃんとか赤ん坊とかが困るもんな」

　つくづくお客様のことを考える集団だ。あんなにハデなのに。

「あ、双葉」

　声をかけられたので振り返ると、吾郎だった。背もたれのないベンチに座って、屋台ではなく外の木々を見つめていた。

「よう！　なんかスゲーことになったな！」

「……うん」

　吾郎は金色の集団には目もくれず、木々の装飾をしげしげと眺めていた。

『その木々は、夜になれば電気がついて美しく町を飾るそうだ。オシリスが汝のためにはりきって作ったのだぞ』

　いつのまにかガーゴイルが吾郎の隣に座っていた。だったら最初から自転車に乗るなと言いたい。

「オシリスが？」

　驚いたのは双葉。

『左様。あやつも我と同じく、人の喜びというものを学ぶ途中なのだ。だから吾郎に喜んで貰えれば嬉しいと言っておった』

「なんで、そんな……」

　吾郎は浮かない顔だった。

　こんなに綺き麗れいな装飾を自分のためにしてくれたというのに、何が気に入らないのか。

「なー吾郎。ここまでやって、まだ今年のクリスマスもくだらないって言うのか？」

　率そつ直ちよくに双葉が訊くと、

「……違うよ。全然わかってないよ、みんな」

　吾郎はそれでも首を振った。

　だけど最初にケンカを売られた時のようなクールさはなく、どこか焦あせっているようなふしがあった。

　それでも双葉は充分トサカにきた。

「おまえ、ここまでやらせといて、それでもダメかよ！　どーすりゃ満足なんだよ!?　カッパーフィールドでも呼んで、病院丸ごと消せばいいってのか!?」

「…………」

　吾郎は無言。

　ここまでワガママなヤツは双葉も初めてだった。吉よし永なが家けでこんなワガママ言おうものなら、すでにこの時点でママに十回はＫＯされているだろう。

『吾郎よ』

　ガーゴイルも吾郎に問いかける。さすがに頭に来たのだろうか。

『さんたくろーす、という老人がいるそうだな。住居に不ふ法ほう侵しん入にゅうした後、善良なる子どもの枕元に不ふ審しん物ぶつを置いておくそうだな』

「メチャメチャ人聞きの悪い言い方だな……」

　双葉のツッコミには気にせず、ガーゴイルは続けた。

『吾郎よ。汝が欲しいものは何だ？』

「…………」

　吾郎は無言で立ち上がった。

　ガーゴイルの質問には答えず、一度だけ何かを言おうとして、そして結局無言で足早に去っていった。

「おい吾郎！」

　双葉が追いかけようとしたが、すでに吾郎は見えなくなっていた。

「ったく。なんだってーんだ吾郎のヤツ……」

『そう怒るな。吾郎と双葉は立場が違う。双葉が持っていて、吾郎が持っていないものは多くあろう。逆も然しかりだが』

「なんだそりゃ？　あ、持ってないって言えば、パパ、クリスマスに次世代ゲーム機買ってくれねーかなー。でもなー、マウンテンバイクも欲しいしなー」

『双葉よ、汝なんじは多くを望みすぎだ』

「そっか？」

『先日の話の続きだ。嫌われ者の老人が、精霊に見せられた映像なのだが』

「なんだよいきなり」

　長くなりそうだったので、先ほどまで吾郎が座っていたベンチに腰掛ける双葉。

「アレだろ？　昔の映像を見せられるんだろ？」

『最初はそうだ。だが次に、老人は現在の映像を見せられるのだ。老人ではなく、彼が雇やとっている男の家庭だ。それは貧しいながらも幸せに暮らす姿だった。金に執しゆう着ちやくする老人には考えられない笑顔が映うつっていた』

「ふーん」

　つまりモノにこだわるな、ということか。

　ガーゴイルの言いたいことはわかるが、欲しいものは欲しいのだ。そう抗議しようと思った双葉だが、ふと、ある疑問がよぎった。

「……吾郎は、コレが欲しかったんじゃないのかな」

　コレというのは、今現在この病院で行われている祭りだ。金色に塗られた建物に、綺麗な飾り付け、歌と踊りで盛り上がる人達。これが吾郎の願っていた「退屈じゃないクリスマス」ではないのか。

『吾郎の方もそうだが、我はこの祭りがどのようにして収束するのかも気になる』

「収束って？」

『このままでは終わらぬ気がする……杞き憂ゆうであれば良いのだが』

　ゴールデンボーイズが関わっているだけで、とても不安になっているようだ。以前、一度やらかした経験があるだけに、双葉も身構えてしまっている。

　しかしその予兆は彼らではなく、別の場所から感じられた。

『む……これは』

「どした、ガーゴイル」

『病院の裏口だ』

　ガーゴイルの姿が消えていた。言葉だけ残して。

「おい！」

　慌ててガーゴイルを追って走る双葉。病院の裏口へ行く道には、ちょうど駐ちゆう輪りん場じようがあるので、自転車を置いてから双葉は走った。いつもと違って、金色のテントがたくさんある。ゴールデンボーイズの資材だろう。

　そのテントをかきわけて、双葉は病院の裏口までたどり着いた。

　そこには二人の人間と、ガーゴイルがいた。

「ちょ、ちょっと待ってくれガーゴイルさん！　ワシらは別に……」

　両手を上げているのは、でっぷりと太った医者――ここの院長先生だった。目に光線を溜ためているガーゴイルを見て本気で怯おびえている。

『ならば何なに故ゆえこの男と密談している？』

　もう一人の男は、遠とお目めでもわかった。

　シルクハットにタキシード。黒いマントに白い手袋。この御色町で――というか、世界中探してもこんな場所でそんな格好をする人間は限られている。

「百ひやく色しき！」

「や、双葉ちゃん。今日は梨々ちゃんとパーティだって？　私も後から行こうかな」

　その男、怪盗百色は手をあげてにこやかに挨あい拶さつした。冬だからマント姿がとても暖かそうに見えるが、彼は夏でも同じ格好をしている。体温調節機能でもあるのだろうかと考えてしまう。

『質問に答えよ、院長殿』

「いや、それはね……アハハ、困ったな」

　答えたくないのか、院長は愛あい想そ笑いをするだけ。だがガーゴイルに愛想笑いが通用するはずもなく、瞳ひとみの輝きが増すだけだった。

『まさか祭りを盛り上げるために、犯罪に手を染そめたのではなかろうな？』

「違う違う違う！　祭りを盛り上げるってのは正解だけど、ちょっと百色さんに協力してもらうだけだよ！」

　さすがに犯罪者にされてはたまらないと、院長は正直に話してくれた。

　それでガーゴイルの目の光も消え去る。

「でもさ、マジックショーだったらゴールデンボーイズの出番なくなっちゃうんじゃねーの？　それってケンカになったりしねーのか？」

　百色のマジックはプロのマジシャンも顔負けのレベルである。そんなものをここで披ひ露ろうしたら、きっとお客さんは百色のほうに殺さつ到とうしてしまうに違いない。

「ああ、違うよ。そういうことじゃないんだ」

　笑って否定する百色に、

『ではどういう事だ。やはり犯罪に――』

「だから違うって！　ウチの病院で犯罪なんてさせんぞ！」

　とうとう院長先生も怒り始めた。

「まぁ、そういうことなんで、よろしくお願いしますよ百色さん」

「任せておいてください。しかし、私がこんなことをするとはねぇ……」

「可能な人間が、あなたしかいないんですよ」

「確かにそうですね。では、明日の朝を楽しみにしていて下さい」

　百色は丁てい寧ねいに一礼すると、ガーゴイルと双葉にも挨あい拶さつして、悠ゆう然ぜんと去っていった。ガーゴイルも追うようなマネはしない。

　しかし百色が何をするのかは気になるところ。

　そんな双葉の視線に気づいたのか、院長はウインクをして、

「ま、君たちも明日になればわかるさ。それまではクリスマス祭りを楽しんできなさい」

「あたしたちも楽しませる側なんだけど」

「おお、そうだったそうだった。君たちの人形劇も楽しみにしてるさ」

　そこで院長の腰こしから音が鳴った。携帯電話を取り出している。

「そろそろ手術か。すまないけど、これで失礼するよ。がんばってね」

　携帯の画面を見て、院長はそそくさと走っていってしまった。こんな時でも手術とは大変である。いや、祭りにかこつけて手術をおろそかにしては本ほん末まつ転てん倒とうだから、これで良いのだが。

　後で聞いた話だが、あれは病院内でも使用できるＰＨＳで、医者や看護師の呼び出しに使うモノなのだそうな。

『百色め……いったい、何をするつもりだ』

「まだこだわってるのかよ」

　犯罪は起こさないと明言しているのに、ガーゴイルは百色の動向に敏びん感かんだった。これがガーゴイルの予想していた「このままでは終わらぬ気」なのだろうか。

　まぁ百色のことだ。普通で済ませられるようなことはしないだろう。

　そう考えると、双葉も気になってくるのだった。
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　十二月に入ってからというもの、御色総合病院の多目的室は同じ目的で使われるようになった。すなわち、菜な々な色しき高校演劇部の特別活動である。

　手に人形をはめた演劇部員達が、室内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆けめぐっては何か叫んでいる。

「……ん？」

　縦横無尽とはどういうことだ。人形劇じゃないのか。

「くらえ！　バスタースクルージ！　スバババババ！」

「なんの！　スーパーイナズマクリスマス！　ピッカーッ！」

「いいか、敵が七分、黒が三分だ!!」

　両手を広げて笑っている林りん吾ごに、演劇部の後輩達が付き従っている。

　どっからどう見ても遊んでいた。

「おい！　そんなんで大丈夫なのかよ！」

　たまらず、双葉が立ち上がった。演劇部の連中もピタッと動きを止める。しかししばらくすると、また林吾が人形を持って双葉の方へ飛んできた。

「まぁまぁ、そう焦るな双葉ちゃん。ブーン」

「ブーンじゃねぇっ！」

　林吾に飛びかかる双葉。

　両足を揃そろえて、顔面にむかって跳とび蹴げりを放はなつ。

「おっと、ドロップキックは喰わないぜ」

　身体を傾けて、ひょいとかわす林吾。

「死ねっ!!」

　ところが双葉の足が空中で開いた。開いた足の片方を林吾の首に引っかけて、頭を足で挟はさみ込こむ。さらに全身のバネで身体を上方に持っていき――振り子のようにスイングした。

「うおおおおっ！　ウラカン・ラナッ！」

　一回転して倒れる林吾。気がつけば双葉が林吾をエビ固めでフォールしている形に。ちなみに叫んだのは、演劇部員達だ。林吾は声すら出せないでいる。

「な、何やってるの双葉ちゃん！」

　お約束の制止の声が聞こえてきた。ドアを開けて和かず己みと桃ももが入ってくる。

「なんだ兄貴。こんな時でも桃ねーちゃんとデートか？」

「違うよ！　聡さと美みさんを手伝ってたんだよ！」

「そうそう。助かったわ」

　二人に続いて、聡美が入ってきた。ただし眼鏡めがねの奥はクマができている。

「昨日から徹てつ夜やでね。今日のイベントのためにはりきっちゃった」

　顔は疲れているが、そんな自分を奮ふるい立たたせるようにガッツポーズをとる聡美。そして林吾に馬乗りになっている双葉の頭を摑み、

「ところで病院内では騒がないって約束だったわよね……」

「ひぃっ！　ご、ごめんなさいっ！」

　目の下のクマが余計に怖さを引き立たせる。

「そーだそーだ。聡美さんの手を煩わずらわせるなー」

　棒読みのブーイングが双葉の下から聞こえてきた。騒ぎの張本人が何を言っているのだ。双葉は怒る気にもならず、林吾のエビ固めを解いた。

　首を押さえながら立ち上がる林吾は、なんだか嬉しそうだ。

「和己。やっぱり双葉ちゃん演劇部にくれねーか？　この動きは惜おしいぜ。完全に間合いの外に出たと思ったんだがなぁ」

「何があったか知らないけど、やめといたほうがいいよ……」

　肩を落とす和己。双葉の暴走を抑おさえられる人がいてこそ、双葉の力は真価を発はつ揮きするのである。そうでなければただの暴走戦車だ。

「でも、本当に大丈夫かな」

　しかし聡美が溜ため息いきをつくと、林吾は途端に態度を変える。

「大丈夫ですよ聡美さん。俺たちの人形劇は完かん璧ぺきです。必ずや患者さんの心を癒いやしてみせましょう」

　シャキッと立ち上がって聡美に近づく林吾に、全員が苦笑。

「ううん、そういうことじゃなくて――なんていうのかな、こういうこと、病院として、いいのかなぁ、って思っちゃって……兄さんとか、やりすぎてないといいんだけど」

「あー、そういう心配ッスか」

　途端に林吾の口く調ちようが軽くなる。

「なら心配ないでしょ。あいつら、ナリはあんなだけど病院を壊すマネはしませんよ」

「なんで林吾くんが言い切れるの？　兄さん、人を楽しませるためなら手段を選ばないのよ？　本当にどんな手でも使ってくるんだから」

　さくら祭りの時も、彼らは手段を選ばなかった。そのために暴走して祭り全体がムチャクチャになるところだったのだ。

　しかし林吾は訳わけ知しり顔がおで答える。

「だからこそ、ですよ。ゴールデンボーイズはプロです。プロならお客さんをがっかりさせることはしない。そういうこともしっかり考えてますって。聡美さんが患者のために手を尽くすのと同じ、って考えればどうです？」

　自信に満ちた林吾の言葉に、聡美もうなずくしかなかった。

　双葉も思い出した。パパがゴールデンボーイズのリーダーと話をしたことがあって、彼らは軍隊のような厳きびしさでお客様へのサービスを徹底するのだという。今時、そんな会社は滅めつ多たに見られないと興こう奮ふんしながら話していた。パパも営業マンだからあい通ずるところがあるのだろう。

「わ……いい声」

　桃が窓の外を見る。そこには簡易ステージが設置されていて、金色のジャケットを着た集団がゴスペルを歌っていた。

「珍しいね。あの人達だったらロックとかジャズとか演奏しそうなのに」

「でなけりゃ朝から晩までダンスしてるとかな」

　和己の意見に、双葉も同意する。

　もちろん彼らなりに派手なアレンジは加え、とても楽しそうなゴスペルには仕上がっている。しかし全体的にトーンを抑え、聴ちよう衆しゆうを熱狂させるのではなく、穏やかに聴かせる曲調だった。

「やっぱすげぇな、あいつらは。顧こ客きやくが望むモノを的確に与える、真のエンターテイナーだぜ」

　そう素直に口に出せる林吾も、大したものである。

　だから演劇部員も彼についていっているのだろう。

「はいはい、おしゃべりはそこまで」

　桃が台本を手で打った。こういう時のまとめ役がいるので、林吾は好きなようにできるのである。

「そろそろリハーサルしよう。もうすぐ本番だし」

「はーい」

　桃の合図で演劇部員が集まる。

　全員、夜の本番に向けて気合いをいれている。

　本番もこのように、スクルージ役の林吾を囲み――

「あ、そっか！」

　大切なことに気づいた双葉。

「この台本、みんながよってたかって林吾にーちゃんをいじめる作りなのか！」

「その通り！　だからみんなこんなに元気なんだってゴルァァァァァ!!！」

　指をワキワキさせてわななく林吾を、みんなで笑う。野獣のように喚わめいている林吾を桃がひっぱたき、おとなしくなったところで練習再開。

　そんなお馬鹿な光景も慣れっこになってしまった。

「兄さん達はプロかもしれないけど――」

　そんな演劇部を見つめる聡美。

「彼らは彼らで、アマチュアの良さがあるのね。ひたすらまっすぐにがんばれる」

「林吾にーちゃんのこと、見直した？」

　いたずらっぽく双葉が訊くと、

「あら、私は最初から林吾くんはすごいと思ってるわよ」

「すごい、ねぇ……」

　それを聞いた林吾はどう思うだろう。嬉しいというより、複雑な気持ちかもしれない。なので双葉は黙っていることにした。

「兄さんも林吾くんも、どっちも羨うらやましいな」

「羨ましい？　なんで？」

「だって私は人を楽しませる技術なんてないもの。いや、普段は別にそんなこと思わないんだけどね。こうやって、誰かを楽しませるためにがんばってる人を見ていると、つい思っちゃうのよね」

『その意見には我も同意する』

　いつのまにか聡美の隣にガーゴイルがいた。

『我も守ることしかできぬが、人を喜ばせる技術があれば良いと思う。それは我の仕事にも役立つ』

「仕事に？」

『犯罪者に襲われた人間は、心に傷を負おう。我はその傷を癒す術すべが欲しい――最近、そう思うようになった』

「それは私達、医療に携たずさわる人間もみんな思ってるわよ」

　聡美はガーゴイルの頭をなでた。

　彼女たちが学校や実じつ践せんで学んだものは、人を治す技術だ。患者の心のケアはマニュアルに沿うだけでは出来ない。

『吾郎にも、そう出来たら良いのだが』

「吾郎か――」

　双葉はあの小こ憎にくらしい顔を思い出した。そういえば昼に会ったまま、一度も姿を見ていない。部屋でおとなしくしているのだろうか。

　おとなしくしていそうだ。祭りなんかつまらない、とか言って本でも読んでいるのだろう。

「あたし、ちょっと行ってくる」

「コラ、待って。私も一緒に行くから」

　走り出す双葉を、聡美が追いかける。
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　病室に吾郎はいなかった。吾郎だけでなく、誰もいなかった。みんな無理して身体を起こし、ゴールデンボーイズの祭りを見に行っているのだという。病室にいないのだったら見当がつかない。

　院内を捜さがすという聡美と別れて、双葉は外に出た。祭りは外だけではない。金色に輝く院内でも、そこかしこでゴールデンボーイズがパフォーマンスをしている。狭せまい廊ろう下かではなく、待合所やベンチなどを利用して外来の患者や入院患者の妨さまたげにならないよう、背景のように芸をしていた。ジャグリング、手品、パントマイム――静かな芸だが、御色総合病院の雰ふん囲い気きにはピッタリである。

「ヘイ、レディ！　お加減はいかがかな？」

　ボーイズの一人が、車椅子のおばあちゃんを押していた。

「アラヤダ、レディだなんてオホホホホ！」

　おばあちゃんは嬉しそうにボーイズと会話している。なるほど、車椅子の人でも祭りを見られるサービスか。

「徹底してるんだなー」

　感心しつつ、双葉は病院を出た。外は外で、屋台やら風船やら、イリュージョンと呼ぶべき手品やらが見られる。そこでもゴールデンボーイズと看護師が協力して、疲れた患者を受け入れるテントなどを設置している。

　こんな連中に林吾はタンカを切ったのだ。果たして勝てるのだろうか。

　などと考えつつも、そういえば自分自身がこの祭りをよく見ていなかったことを思いだし、双葉は吾郎を捜すついでに見て回ることにした。

　病院前のロータリーから公園まで、全てが屋台と舞台で囲まれていた。逆に、ここから先は立ち入り禁止ということが目に見えてわかる。ロータリーの中央には特設ステージが設置されており、現在は一輪車のパフォーマンスが繰り広げられている。

「あ、吾郎」

　いきなり見つけてしまった。

　一輪車のショーを見る人だかりの中に、髪の長い少年がいた。肩を叩くと、驚いたようにこちらを見た。なんだかばつが悪そうだ。

「よ！」

「……よ」

　双葉も吾郎の隣に立って、一輪車の芸を見た。ちょうどドラムが鳴っているところで、みんなが固かた唾ずを飲んでステージ上のボーイズを見ている。

「おおっ！」

　なんと一輪車のサドル上にボーイズが立ち、さらにサドルに手をついて足を離そうとしているではないか。歓声がひときわ大きくなる中、とうとうボーイズは一輪車の上に逆さか立だちしてしまった。

　大きな拍手がステージを包む。

「うわっ！」

　ところが逆立ちしたボーイズ、降りる時に滑すべって落下してしまった。歓声が一気に悲ひ鳴めいに変わる。顔面を打って鼻血を出したボーイズがどうするのかと思えば――

「私達の出番ですな！」

「はいはい、ちょっとどいて」

　ステージの下でそれを見ていた医者が五人くらいやってきて、ボーイズに消毒薬を塗り始めた。一人は骨折していないか確認し、もう一人が異常はないか問診している。

　途端に会場が爆笑の渦うずに包まれた。コレも含めて一つの芸に見える。

「ぶははははは！　おもしれー！」

　腹を抱かかえて笑う双葉。

　隣を見ると、吾郎も口元に手を当てて笑っていた。

「……なんだよ、楽しんでるんじゃん」

「うん、面白いよ」

「面白いのかよ！」

　ずっとつまらなそうな顔をしていたくせに。

「これをつまらない、って言う人はいないでしょ？」

「まぁ、そりゃ、なぁ……」

　仮にもゴールデンボーイズが本気で病院のためにプロデュースした祭りだ。その水準は素人しろうとの祭りとは比ひ較かくにならない。

「……だけどさ」

　吾郎は白い息を吐はいて、下を向いた。

「なんでだろう。なんか噓うそっぽく見えるんだよ」

「噓っぽく……？」

「面白いはずなんだけど、みんなつまらないんだ」

「……？」

　言っていることがちぐはぐだ。

「なぁ、あたしにもわかるように言ってくれよ」

「うん……いや、なんだろう。俺もうまく説明できないんだ。楽しいはずなのに、楽しくないっていうか……ううん」

　考え込む吾郎は、眉まゆ根ねにしわを寄せて口を結んでいる。いつもの「くだらない」と無表情に言い放つ吾郎とは違い、なにかをとても嫌がっているようだった。

『吾郎よ。身体の調子が悪いのではないか』

　背中からガーゴイルの声がした。

『あそこの天幕に緊急用の寝台がある。そこで休んだ方が良い』

「ガーゴイル……さん」

　背後に現れたガーゴイルは、テントの方角を向いていた。

「いや、平気。でもちょっと座りたい」

　そう吾郎が言うので、双葉は手近なベンチを探すことにした。ちょうど二人分のスペースが空いているベンチを発見したので、そこに座ることにする。

　何か飲み物があると良いと考え、近くの屋台まで走った。なんとこの病院の患者にはタダでサービスしているのだという。双葉は患者じゃないのだが、リーダーのマブダチということでサービスしてもらった。

「別にマブダチじゃねーんだけどな……」

　と言いつつも、ちゃっかりＬサイズのジュースをもらってベンチに戻る双葉。

「ほれ、あったかいお茶でいいか？」

「……ありがと」

　微笑ほほえんでお茶を受け取る吾郎。

　渡してから、自分もお茶にすれば良かったと後こう悔かいする双葉だった。この寒空さむぞらにＬサイズのジュースは厳しい。タダと聞いて反射的にもらってしまったのだ。

　今け朝さこのベンチに吾郎が座っていた理由がなんとなくわかった。ここは屋台やステージから離れているので、騒がしくない。その上、遮さえぎるものが前方にないので、祭りの風景が一望できる位置にある。

　ここで吾郎は朝から何を見ていたのだろうか。

「双葉、変わったね」

　ちびちびとお茶を飲みながら、吾郎がつぶやいた。

「はぁ？」

「俺あまり学校行かないから、いつも一緒にいるみんなは気づかないかもしれないけど……優やさしくなった、と思う」

「はあぁ？」

　寝ね耳みみに水だ。そんなことを言われたのは初めてだ。

『左様。前は誰だれ彼かれ構わずに足あし技わざを繰り出す凶きよう暴ぼう性せいと、他人の遊技の記録セーブデータをもためらわずに消去する残ざん虐ぎやく性せいを兼かね備そなえていたのだが、今は我と共に様々な経験を経へたせいか、双葉は確実に優しくなった』

「人のことなんだと思ってやがんだコラァ!!」

　側にいたガーゴイルの頭を蹴け倒たおして、さらにその上からストンピングして地面に埋うめる。ピサの斜しや塔とうのような角度で地面に埋まるまで、双葉はガーゴイルを踏み続けた。

「やっぱり、ガーゴイルさんのおかげなのかな」

「あぁ？」

「双葉が優しくなったのって、ガーゴイルさんが来てからだもん」

「あのなぁ、吾郎――」

　なんと言ってわからせればよいか。下手に言い訳すると、また吾郎の思うつぼになりそうな気がするが、だからといって認めるのもシャクだ。

『我も双葉から色々なものをもらっている。我は守る事しか出来ぬ門番だが、それだけでは足りぬ事を双葉から教わった』

　いつのまにか吾郎の後ろにガーゴイルがいた。急いで抜け出したのか、頭に土がついている。

『今回もそうだ。我は汝のために、祭りで人を楽しませよう。それは同時に人の心を理解する勉強にもなる』

「人の心を――？」

『そうだ。それが我の最大の課題であり、目標である』

「無理だよ」

　さっきまで双葉を見ていた目と違い、吾郎がガーゴイルに向ける眼まな差ざしはとても冷たかった。ガーゴイルの言葉を切って捨てた吾郎は、明らかな敵意を向けている。

『何故だ？　我とて学習することができる』

「そうかな……」

　次に吾郎が言った言葉は、確かにガーゴイルの胸を抉えぐった。




「だって俺、ガーゴイルさんが笑ったところ、見たことないし」




　これは双葉も否定できなかった。

　双葉もガーゴイルも息を飲み、そして何も言えなかった。

「いや、そんなこたぁ……！」

　ねーよ、と言いたいのだが、どう思い出しても双葉の記憶にガーゴイルが笑ったという事実はない。

『なぜ我が笑った事がないと知っている？』

　ガーゴイルは冷静に聞く。さすが石像、焦るようなことはしない。

「……そう思っただけ。ガーゴイルさん、さっきから勉強するとか参考になるとか、そんなことしか言ってないから。そんな風に考えてるだけじゃ、絶対無理だよ」

「吾郎……」

　否定したいが、吾郎の発言は完全に的まとを射いていた。

　ガーゴイルは笑わない。本当に楽しい時に笑えない者が、どうやって人を楽しませるというのか。

　双葉と一緒にバカをやって笑われることは何度もあったが、それはまた別の話だ。笑われるのと笑わせるのは違う。ガーゴイルが望んでいるのも、笑われることではないはずだ。

　急に不安になった。

　本当にガーゴイルは笑えないのだろうか。それはとても悲しい気がする。

『我は――味と匂いを感じる事が出来ぬ。いや情報として成分を調べる事は出来るが、美味という言葉とは無縁だ』

　一時期、そのことで落ち込んだこともあった。ママの料理の味がわからないと嘆なげいたこともある。

『しかし笑えない事は、また違う気がするのだ。それは人間の感情であり、感覚とは違う。だから我も努力しよう。笑えるようになれば、吾郎も笑わせる事が――』

「だから、努力とかそういうモノじゃないんだよっ！」

　珍しく吾郎が大声をあげた。

　周りの人の目が一瞬集まる。先ほどの一言よりもさらに重い沈ちん黙もくが訪れ、さすがのガーゴイルも何も言えなくなってしまった。

　いままでどんな強敵でも光線一つであしらってきたガーゴイル。

　実はこういう言葉に一番弱いのだ。

　話すこともできず、動くこともできず、どうしようか迷っていると、救いの手がさしのべられた。

「ヘイ、ボーイ＆ガール＆スタチュー！　祭りにシックな顔は似合わないぜベイベ！」

　肩に担かついだラジカセの曲に合わせて、陽気なステップを踏むのはゴールデンボーイズのリーダー、リーゼントその人だ。

　場の雰囲気をぶち壊すだけでなく、周囲の視線まで独り占めである。

「ボーイ。ティーのおかわりはいかがかな？」

　と、ジャケットの内側から紙コップを取り出すリーゼント。熱いお茶が入っていたコップをそんなところに隠していたのか。

「……いらないよ！」

　コップをはたいて、吾郎は走っていってしまった。こぼれたコップのお茶は、空中でガーゴイルの光線に絡からめ取とられ、またコップに戻った。

「やれやれ。とんだわがままジュリエットだぜ」

　まだ湯ゆ気げが立っているそのお茶を一息に飲のみ干ほすリーゼント。熱くないのだろうか。それとも口の中まで黄金で出来ているのだろうか。

　さっきまでの重い空気を察して、飛び込んできたのだろうか。それとも何も考えずにやってきたのだろうか。この男のことだ、きっと後者に違いない――と、思ったらそのどちらでもなかった。

「そろそろアップルボーイたちの人形劇が始まるぜ。ユー達も準備しなくていいのかい？」

「もうそんな時間か？」

　広場の中央に立てられた時計を見ると、四時を過ぎていた。

　日の光をたよりに太陽の位置を確認すると、もう半分以上落ちているではないか。夏だったら七時くらいまで明るいのに。

『…………』

　本来、石像に表情などないのだが、今のガーゴイルは目に見えて落ち込んでいた。

　人間にしてみれば、笑えないというのは確かに欠点だ。しかしガーゴイルは石像だ。そこまで落ち込む必要はないと思うのだが……。

「ヘイ！　何を言われたか知らねーが、元気だせ石像さんスタチユー！」

　そんなガーゴイルの背中を、リーゼントが大きな手で叩いた。

「オゥ……ホットだぜ」

　真っ赤に腫はれた手をヒラヒラさせている。こないだの双葉と同じだ。

「いいか石像さんよ。俺達エンターテイナーは、お客さんに笑ってもらうために泣くんだぜ」

『なんだと？』

「ピエロは仮面の下で泣くのさベイベ。俺達は一つの笑顔のために、血ヘド吐いて練習するのさ。さっき一輪車から落ちたクズも、きっと今頃、男泣きに泣いてるさ。最後まで楽しませられなかった、ってな」

　リーゼントは紙コップを握りつぶし、怒りの表情。

「怒ってんのか？」

「ああ……部下に対してじゃねぇ。アイツの苦しみは、俺の苦しみだ。俺達は全員、祭りに命賭けてんだ。だからこんな時、何もできねぇ俺に怒ってるのさ」

　真面目な顔のリーゼントに、双葉も返す言葉を失った。パパの言っていたことは本当だったのだ。彼らはただおちゃらけているだけの集団ではなかったのだ。

「だから石像さんよ。あのクールボーイへの返答は、芸でするんだな」

『芸で？』

「そうさ。耳が聞こえない音楽家もいたんだ。笑えないエンターテイナーがいたって、ビーナスも許してくれらぁ」

『うむ……そうだな』

「つか、なんだかんだ言って、全部聞いてたんじゃねーかよ……」

　双葉が冷静にツッコミを入れると、リーゼントはわざとらしく口笛を吹いて踊り始める。ごまかしているつもりなのだろうか。

「んじゃ、夜はがんばれよ石像さんスタチユー！」

　話を早々に切り上げて、リーゼントはまたラジカセの曲に合わせて去っていった。

　ガーゴイルはいつまでも黙ったままだった。
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　吾郎を捜そうとしたが、双葉も役割があるので多目的室に戻った。すでに演劇部員達は準備を終えており、いつでも開演できる。

　しかし多目的室には演劇部員しかいない。普通ならば観客を入れるための椅子を並べたり、舞台を設置したりするはずなのだが……。

「なー、もうすぐ開演なんだよな？」

　黒い装しよう束ぞくに着替えた和己の袖そでをひっぱる双葉。

「そうだよ。双葉ちゃんも早くこれ着て」

「わっ」

　黒い頭ず巾きんを被かぶせられた。そして黒いローブのような服を渡される。

　渋しぶ々しぶそれに着替えると、まるで秘密結社の一員みたいな格好になった。何も知らないガーゴイルが見たら、問答無用で光線を撃ちそうだ。

　だけどそれぞれの手に持たされた人形はとても可愛らしいもので、秘密結社を名乗るにはファンシーすぎた。双葉の手にも、子どもの人形がはめられている。

「よし、みんな準備はいいか？」

　秘密結社の首領である林吾が号令をかける。

「おうっ！」

　みんなが揃って返答する。

「もうすぐステージが開くからな。そしたら俺たち、夜までステージ使わせてもらえるから。ゴールデンボーイズにはお礼言っておけよ！」

「ウース」

　林吾の言葉は、どこかヘンに聞こえた。

「なぁなぁ兄貴」

　また和己の袖をひっぱる双葉。

「どしたの双葉ちゃん」

「なぁ、みんなホントーにゴールデンボーイズに勝つ気あんのか？」

「え？」

「なんかさー、この祭り自体がゴールデンボーイズのモンじゃん。林吾にーちゃん、あんなに威い勢せい良かったのにさー、あいつらに丸めこまれてねーか？」

「そんなことないわよ」

　答えたのは、和己の隣にいた桃だった。

「お兄ちゃん、リーゼントさんをギャフンと言わせるって息巻いてるもん。本当にギャフンなんて言う人いないけどね」

「でもさ、完全にゴールデンボーイズプロデュース、演劇部公演って感じじゃん」

「それでいいんじゃないの？　最初からそういう取り決めだし」

「そうなの？」

　林吾も了承済みなのか。

　だけどそれなら勝負以前に、土ど俵ひように上がる時点で負けているではないか。

「ひょっとして双葉ちゃん、真っ向からガチンコ勝負するとでも思ってた？」

「……えっ、違うの？」

　てっきり演劇勝負でもするのかと思ってた。

　血で血を洗う演劇バトルの末、林吾とリーゼントが相打ちになって、本気状態のガーゴイルが出で張ばるほどの大騒ぎになると思っていた。ゴールデンボーイズ四し天てん王のうとかが現れて、必殺演劇とかを披ひ露ろうするのだとばかり。

「ゴールデンボーイズはお祭りの集団であって、演劇集団じゃないからね」

　和己も笑っていた。どうやら知っていたようだ。

「演劇部の人形劇と、ゴールデンボーイズのお祭りで勝負するんだよ」

「勝負になんのか、それって？」

「なるよ。要は、お互いが勝ち負けを認めればいいんだよ。エンターテイナーのプライドにかけてね」

「そういうもんかー」

　土俵が違うなら、お互いの資質で勝負するしかない。

　今回の戦いは、たとえるなら食材を手に入れる「猟りよう師し」と、それを調理する「料理人」の戦いだ。素材の味と、料理の味で比べ、勝ち負けは他の誰でもない双方が決める。

　殴り合いよりも複雑だけど、そういう戦いもアリだと双葉は思った。

「なんかこっちの方が熱そうだな」

　そんな戦いができる林吾が少しカッコイイと思ってしまった。

　そしてそれはゴールデンボーイズのほうも感じているらしい。

「ヘイ、ガイズ！　これはウチのリーダーからの差し入れだぜ！」

　ゴールデンボーイズの一人が多目的室に入ってきた。手にはいっぱいの食料。屋台で売っていたものだ。それからペットボトルの飲み物に、栄養ドリンク。

「ありがとうございます！」

　メンバーを代表してお礼を言う桃。

「もうすぐ出番だ、期待してるぜベイベ！」

　ウインクをして走っていくボーイズに、全員で敬礼していた。食料を提供してくれる人は、どこの集団でも神様らしい。

「よーしみんな！　楽しもうぜー！」

「おーう！」

　黒装束の秘密結社が、手に人形と食べ物を持ちながら気合いを入れていた。
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　ステージの準備が完了する頃には、日は完全に暮れていた。今日は綺き麗れいな夜空で、ホワイトクリスマスからはほど遠い。しかし見事な星空を雪に見立ててイブを楽しむのもまた乙おつである。

　御色総合病院のクリスマス祭りは、まだまだ終わらない。外来の患者の受付は締め切られ、外の屋台は病院の中へ移動する。入院患者達は暖かい飲み物と食事を楽しみながら、外で行われるステージを見たり、院内で行われるチャリティの演奏会などを聴きく。患者ではないが祭りを楽しみたい者は、外で行われる演劇部の人形劇を見るか、病院の周りのクリスマスイルミネーションを楽しむのだ。

　大騒ぎとは呼べないが、楽しいコンテンツの昼に比べ、夜はとても静かだった。

　今、広場のステージには演劇部員が勢揃いしている。

　そのど真ん中に座っているのが、ガーゴイルだった。

「なぁ、ガーゴイル」

　頭巾を被った双葉が、ガーゴイルの頭に手を置いた。

「吾郎の言ったこと、気にすんなよ。あたしはガーゴイルがいなけりゃ、この人形劇も成功しないと思ってるから」

『……果たしてそうだろうか』

　ガーゴイルはやっぱり気にしていた。

「そーだっつの！　あのリーゼントのにーちゃんも言ってたろ！　要は結果出しゃいいんだよ、結果出しゃ！」

『……そうだな』

「あ、あたしだって緊きん張ちようしてんだからさ……」

　そう、実は今回は双葉にも役がある。自みずから名乗り出て、それなりに練習したつもりなのだが、やっぱり緊張する。台詞せりふもたった二言しかないのだが、そういう問題ではないのだ。

『すまぬな双葉。こればかりは我も汝を守れぬ』

「う、ううう、チョー震ふるえてきた……」

「双葉ちゃん、大丈夫？」

　心配そうな隣の頭巾。中身は和己だ。

「兄貴は一度経験してるから、いいよなー」

「そうかな？　僕もかなり緊張してるよ」

「ボクも緊張しますよ、この瞬間は。どんなに本番こなしてもね」

　和己の隣にいるのは、演劇部の主演俳はい優ゆうの遠とお野の。

「緊張してないのは、あの人くらいですよ」

　遠野がアゴで指すのは、ステージの前に立って前まえ説せつをしている林吾。

「さあ、御色総合病院のみんな！　こんばんはー！　おっ、手前のキミは去年も見に来てくれたよな！　ありがとうなー！」

　黒頭巾の林吾が妙に愛想を振りまいている。子ども達にはヘンなにーちゃんとして人気があるようで、親に見守られて騒いでいる子ども達は林吾の変な顔に笑ったりしている。

「今年もやりますよー、人形劇！　でもな、今年はちょっと趣向を変えてみた！　こちらにおわしますガーゴイルさんの協力で！　はいみんな拍手！」

　林吾がガーゴイルを紹介すると、子ども達はみんな拍手した。子ども達の後ろにいる母親も拍手。ガーゴイルは照れくさそうに唸うなっていた。

「それじゃ時間もないし、みんな寒いだろうから、さっさと始めちゃいますね。みんな暖かくして観みてくれよー。あ、でも」

　林吾は病院を指さした。

「寒かったら中で観ててもいいぜ」

　えー、と子ども達のブーイングがあがる。こんなに暗いのに、病院の窓から小さな人形など観られるわけがないではないか。

『ゆくぞ――！』

　そんな不満も、ガーゴイルの目から出る光線でたちどころにおさまった。

　ガーゴイルの左目が光ると、サーチライトのように演劇部員を照らし出す。ステージ全体が光に包まれると、今度は右の目が光った。

「あーっ！」

　子どもの一人が空を指さした。

　そこには巨大なスクリーンがかかっていた。映画館くらいのサイズの銀幕に、演劇部の人形が踊っているではないか。

　病院の中からも歓声が上がった。みんな空を指さしている。

「それでは始めましょう、菜々色高校演劇部が贈ります『超・クリスマスキャロル』――」

　言うが早いか、林吾の持つスクルージの人形がスクリーンに飛び出した。

　ドアをノックする音に、スクルージの人形が振り返る。

「誰だ!?」

「あんちゃんだよ、オマエのあんちゃんだよ」

「ほんとにあんちゃんかー!?」

　物語はスクルージの元に、かつての共同経営者であるマーレイの亡ぼう霊れいがやってくるところから始まる。マーレイは三人の精霊をひきつれて、スクルージを諭さとすのだ。決して自分のような最さい期ごを遂とげるな、と――







「おい見てみろ、聡美ちゃん」

「だから聡美ちゃんはやめてくださいって言ってるでしょう、院長先生」

　院長に呼ばれて窓まど際ぎわまで来てみると、空一面に人形が踊っていた。

「わぁ……」













　しかも病院中から笑い声が起きている。

　どうやら主人公のスクルージがよってたかって精霊たちにいじめられている人形劇だという。このスクルージ、確か原作では救いようのない悪党なのだが、こちらでは憎たらしい小悪党という感じで、それが精霊達にやりこめられている姿はトムとジェリーみたいな関係に見えた。

「こりゃワシらも手を抜いてはおれんぞ」

「あら院長先生、手を抜くつもりだったんですか？」

　聡美が笑うと、院長はすっとぼけた。

「でも驚きました。院長が演劇部の子達にあんなこと言うなんて」

　あんなこと、というのは彼らに吐いた暴言だ。古い人形劇はいらないだの、芸術にも新しいものを、など。

「だってワシが言わなかったら、彼らずっと腑ふ抜ぬけてたろ。若い子なんて、ケツに火がつかなきゃ何もせんよ」

「それはそうですけど……院長先生の実体験からですか？」

「そんなことはない。ワシは昔から勤勉な医者だったよー」

　さらにすっとぼける院長だった。

　彼らの公演が終わったら、次は自分たちの番だ。この日のために自宅で練習してきたチェロが日の目を見るのだ。今は夜だけど。

「今、ちょうど中盤あたりですかな」

　同じく外を見ていた医者は、手にバイオリンを持っている。

「二人目の精霊に、現在の映像を見せられているシーンですね」

　現在のビジョンは、スクルージが雇やとっている男の家族のシーンだ。彼は満足な給料をもらっているわけではない。しかし貧しいながらも自分なりの幸せを見つけ、子どもと一緒に楽しいクリスマスを過ごすのだ。

　病気で余命いくばくもない子どもと。

「何が幸せかって、本当に人それぞれですよね……」

　聡美は思う。スクルージだって金が幸せに繋つながると信じて、無心に集めたのだ。医者だって、患者の身体を治すことが幸せだと信じている。

　精神的な充足は誰だって忘れがちだ。だからこうやって補ほ充じゆうするのだ。

「たまには私達も、こういう治療をしたっていいですよね」

　ピアノの前に座った医者の言葉に、みんなうなずく。

　物質的な幸せと、精神的な幸せ、どちらもあるのが理想だ。

「うーん……」

　ドラムのスティックを持っている、一人の医師。

　篠しの田だ医師だ。

　ドラムス以外にも、ティンパニが置かれている。パーカッションの全てを担当することになったのだ。

「まさかもう一度コレを持つ日が来るとはねぇ……」

「あら、決まってますよ？」

　苦笑する篠田医師に、聡美が笑う。

「もう音楽は捨てたつもりだったんだよ。両親に楽させてやりたくてね、勉強一筋になった。おかげで医者になれたんだが……やっぱりこういうのは捨てるって言わないのかな」

　頭を掻く篠田医師。

「でも、やっぱり彼らは羨うらやましい。これから私がまた演奏をすることで、彼らとの差を見せつけられるんだ。私にもこんな生き方ができたのかも、って思うと悔くやしい気もするね」

　いつもはこんな話をしない人だった。

　普段から真面目なその先生は、スティックを凝ぎよう視しして昔の自分と対話しているかのようだった。

「人を喜ばせる技術ってのは、いくら持っててもいいんだぜ、ドクター！」

　ガラッとドアが開き、リーゼントが入ってきた。

「ヘイ！　そろそろ出番だぜ！」

　用件を一言で伝えると、リーゼントはまっすぐに聡美の方へ歩いてくる。

「聡美。オメーがそんなことをする日が来るとはな」

「べ、別に兄さんを見習ったわけじゃないわよ」

　眼鏡を直しながら、そっぽをむく聡美。

「ただね、自分が看護以外で人の役に立てる、って考えたら嬉しくなっちゃってね」

「そういう考えは大切だぜベイベ。誰しも心にゴールデンな気持ちを持っているのさ。そいつが輝く時、その黄金は自分と他人を豊かにするんだ。そいつを忘れるな」

　そっと聡美の頭をなでるリーゼント。

「兄さん……」

　思い出せば、この兄は子どものころからテレビが好きだった。芸能人になる夢も持っていた。その気持ちが昂こうじすぎたのだろう。いつしかお茶の間だけじゃなくて、世界中の人達を楽しませる、なんて大それた夢を持ち始めた。

　聡美はそれよりも、本当に困っている人達の役に立ちたくて看護師になったのだ。兄が作る祭りを心から楽しめる身体になってもらうために。

「さ、こいつを着るんだ」

　と、兄が渡したのは――

「えええええー!?　これ着るのー？」

　金色のジャケットを見て、聡美は露ろ骨こつに嫌そうな顔をするが、

「お、これなかなかいいね！」

「俺もベイベーとか言っていいんですかね？」

「これ、サイズ大きいですね……Ｓサイズありますか？」

　他の医者や看護師たちは嬉しそうだった。普段から真ま面じ目めな人たちは、一度タガが外はずれたら止まらないのである。







　かくして、演劇部の人形劇が終了した直後に出現した、ゴールデン医師軍団。

　彼らの演奏会の様子もガーゴイルが映し出した。患者達はいつもお世話になっている先生の意外な一面を知り、とても喜んでいた。

　演奏自体は素人しろうとのものだったが、患者達は神しん妙みように聞いた。演劇部の連中もその場で最後まで聴いた。

　退屈だったはずの病院は、今日だけ神様が酔っぱらったかのような大騒ぎだった。それでもそろそろ酔いが覚める。長かった一日は、もうすぐ終わりを迎える。

　クラシックを聴いた子ども達は、そろそろ目をこすり始める。それを見た母親たちが、そっと立たせて病室に向かわせる。今日の感想を聞くと、目をこすりながらも興こう奮ふんして親に話し始める。

　医師達の演奏が終わり、小さな拍手がこぼれた。

　拍手が少ないのは、ステージ周りに人が少ないからだ。もう夜も遅いので、病院の中で聴いている人がほとんど。子どもは消灯時間を過ぎているので、ベッドの中で。それでもステージの周りで聴いていた人たちは惜おしみない拍手を浴あびせるのだった。

『どれ――』

　スクリーンをしまったガーゴイルの目が、白く光った。

「おぉ？」

　両方の目から発射された光線は夜空に高く伸び、やがて螺ら旋せんを描えがくように交まじわる。光線同士が反発し合ったかと思うと、何かが軋きしむような音がした。

「おぉ～……」

　星空の中心で大きく光るそれは、巨大な氷こおりの塊かたまりだった。片方の目から塩水を出し、もう片方から冷凍光線を出したのだという。

『むん！』

　ガーゴイルが気合いを入れると、氷の塊が消し飛んだ。

　衝撃波が地上に降りる頃には、小さな風になっている。その風に乗ってダイヤモンドダストが煌きらめめいていた。二倍に増えた星を見て、人々が大きな歓声を上げる。オシリスのイルミネーションとよくマッチしていた。

　ガーゴイルが作ったホワイトクリスマスだった。

「すげぇな！　よくこんなことできるなー！」

　ガーゴイルの頭を叩く双葉。

『見み様よう見み真ま似ねでやってみただけだ。ここまで喜ばれるとは思わなかったぞ』

「いやー、すげーよ！　なんだよ、おまえちゃんと芸持ってんじゃん！」

『……そうか？』

「って、まーだ気にしてんのかよ」

　溜ため息いきをつく双葉。

　ガーゴイルの内心は、さきほどの吾郎と一緒だった。人々が楽しんでいるはずなのに、どこか自分だけ空くう虚きよな気持ちになるのである。

『――何かが足りない気がするのだ』

「そりゃアレだろ。吾郎の反応が気になってるんだろ」

『そうかも知れぬ』

「楽しくないのか？」

『いや、そのような事はない。汝らが喜ぶ姿を見るのは、とても楽しい』

「じゃ、いいじゃん」

　あっさりと片づけられてしまった。

　しかし双葉の言うことにも一理ある。

　楽しい、という感情は確かにガーゴイルの中にも存在しているのだ。それを表に出す手段がないだけであって、何もかもがつまらないわけではない。

『……そうか。そういう事であったか』

　そうだ。大切なのは「笑う」という動作ではない。

　物事を「楽しむ」という気持ちが大切なのだ。

『双葉よ、また我は汝に教えられた』

「え？　何が？」

『我はこれから吾郎にその事を伝えに行く』

「なんだいきなり？　あたし、なんか言ったか？」

　吾郎の居場所を捜そうと、ガーゴイルは感覚器を探る。

　と、その時だった。

『む？　この気け配はいは――』

　病院内を徘はい徊かいする人影を探知した。

　ガーゴイルのよく知っている人間の気配だった。































　すでにクリスマスイブは一日の締しめくくりに入っている。子ども達はベッドで寝息を立て、ゴールデンボーイズは唯ゆい一いつ残されたステージ上でグランドフィナーレを行っていた。ステージの周りには一般の見物客と大人の入院患かん者じやが集まり、リーゼントのＭＣエムシーを静かに聴いていた。

　大人用の病びよう棟とうはともかく、小しよう児に病棟の各階は完全に消灯されており、人が歩いただけでも足音が遠くまで響く。今、ここに足を踏み入れる者はいない。

　いるとするならば、それは聖夜に訪おとずれるという――

『そこまでだ』

　御ご色しき総合病院の小児病棟。

　四階の廊ろう下かでガーゴイルの瞳ひとみが赤く光った。それはサーチライトのように一人の人間を照らしていた。

　シルクハットにタキシード――怪かい盗とう百ひやく色しきである。

　今日は大きな袋を手にしていた。中には色々なモノが詰まっている。

「シーッ！　静かにしたまえ！」

　人差し指を口に当て、百色は小声で叫んだ。

『……む？』

「子どもが起きる！」

『なるほど。目撃者が出ては、汝なんじの仕事に支し障しようが出ると言いたいのか』

「そうだ。話が早くて助か――」

　胸をなで下ろそうとする百色の頰ほおを光線がかすめた。

「うあっ！」

　慌あわててガーゴイルから離れる百色。跳ちよう躍やくする百色を追うように、ガーゴイルが光線を打ち続ける。

　バシッ、と音がして壁に光線が弾はじけた。

『消灯後の病院に忍び込み、窃せつ盗とうを働く百色よ。誰の依頼かは知らぬが、我のいるうちに犯行に走るとは軽けい率そつだったな』

「だ、だから違うって！　あと静かにしてくれ！　子どもが起きる！」

『む――』

　ガーゴイルは百色の命令に従った。つまり無言で光線を撃ったのだ。

「！」

　バック転でそれを避よける百色。光線は無音で壁に当たり、それを避けた百色が着地する時も無音だ。

　そのうちに廊下の端はし――窓まど際ぎわまで追いつめられる百色。

「……！」

　声を出さずにガーゴイルに身振り手振りで戦う意志がないことを伝えようとする百色。だが手品は上手くてもジェスチャーは下手なのか、袋のネズミの百色にさらに光線を撃つガーゴイル。

「っ!!」

　懐ふところから取り出したカードで光線を防ぐ。これも無音。

　それだけではない。無数のカードをばらまき、それがガーゴイルの顔面を覆ってゆく。粘ねん着ちやくテープでもついているのだろうか。

　トランプ模様に塗られたガーゴイルが一瞬だけもがいているうちに、百色はその頭を蹴り飛ばして反対側に逃げた。

『小こ癪しやくな――』

　ガーゴイルの両目が光った。赤い光線が伸びたかと思えば、それはガーゴイルの身体を縦に一周したではないか。トランプの膜からガーゴイルが生まれたような光景に、ちょっと笑ってしまう百色。

『貴様――覚かく悟ごはできているな？』

「ガーゴイルくん！　だからこれ！　これ！」

　百色が前に出すのは、白い袋。

「あと、これ！」

　そして、自身の格好を指さす。

　いつものシルクハットとタキシード。

　しかしよく見てみれば、色が違う。黒いタキシードがガーゴイルの赤い光線に染められているのかと思ったが、それにしては明るい色だ。

　赤色のタキシードを着ているのか。それにシルクハットも赤だ。

　袖そで口ぐちと帽ぼう子しのつばだけが白い。モコモコとした毛皮がついている。

『百色よ、その格好は』

「やっと気がついてくれたか」

　ガーゴイルも思い出した。その格好をした人間のことを。

『さんたくろーす、とか言う不ふ法ほう侵しん入にゆうの達たつ人じんだな。煙えん突とつさえあればどこでも入り込めるという伝説の老人だな』

「キミはどういう覚おぼえ方かたをしているんだ……」

『その者にあやかり、汝なんじもその扮ふん装そうで盗みに入ったというわけか。なるほど、汝ほどの男でも験げんを担かつぐことがあるのだな』

「だから違うっ……！」

　大声を出しそうになり、慌てて口をつぐむ百色。

　そこにまたガーゴイルの光線が飛んできた。大声で弁解できないので、仕方なく百色は逃走に入る。無音で走り回る百色に、無音の光線を撃つガーゴイル。そんな追いかけっこがしばらく続き、ようやく誤解が解けたのは小児病棟の屋おく上じようまでたどり着いた頃だった。

「ハァ……ハァ……だから、そういうわけで……」

　ステッキに仕込んだ剣も半分に折れ、赤いマントも半分以上が焼やけ焦こげた状態。バラバラに散らばったカードの上に、百色が倒れている。

『ならば初めから言え。我はてっきり汝が盗みに入ったのかと』

　ガーゴイルもガーゴイルで、体中に小さなヒビを入れたまま寝転がっていた。

「最初から言ってたじゃないか……！」

『すまぬ。我はてっきりさんたくろーすという老人は悪人と認識していた』

「まぁ、不法侵入者っていうのは噓うそじゃないけどね」

『しかし住居に不法侵入して物品を置いていくとは。そのような老人もいたのだな』

「ガーゴイルくん……世の中には無む償しようの愛というものがあってだね……」

『汝が語るまでもなく、そのような事は知っている』

　などと漫まん才ざいを繰り広げている間に、時間は過ぎていく。

　屋上から見える景色はやはり美しく、ゴールデンボーイズが踊るフィナーレの他にもオシリスのイルミネーションの全体像がはっきりとわかる。白から青へのグラデーションが夜に映はえている。電気代がすごいことになりそうだ。

『今までの話を総合するに、汝はその老人の扮ふん装そうをして、小児病棟の子どもに物品を届けるつもりだったのだな？』

「院長先生のお願いでね。君じゃなかったら一発でわかったろうに……」

『しかし何故だ？　直接渡せば良いではないか』

「それじゃ、意味がないんだよ」

　百色は上体を起こして、白い袋を手に取る。マントが焦げるほどの大脱走劇だったのに、袋の中のプレゼントだけは無事だった。守り通したと言い直すべきか。

「朝起きたら枕元にプレゼントがある。私の存在なんかには気づかずね。サンタクロースは子どもに見られちゃいけないんだ」

『そういう規則があるのか』

　人を驚かすことはあまり良いことではないが、時として人間は良いことでも内緒にしておきたがるものだ。これもそういうことなのだろうとガーゴイルは解かい釈しやくした。

「というわけでガーゴイルくん。手伝ってくれるよね？」

『何故、我が』

「人を撃っておいてそれはないだろう。時間もロスしてしまったし」

『むう……』

　百色から袋を渡される。中には男の子向けと女の子向けのおもちゃが入っていた。これらは院長先生の自じ腹ばらだという。

「じゃ、私は下の階から回っていくから。頼んだよ。くれぐれも隠おん密みつ行動で」

　もう一つの袋を用意して、プレゼントを半分持っていく百色。

『これも人の心を学ぶため――そう思っておこう』

　プレゼントの詰まった白い袋を見ながら、ガーゴイルはそう自分に言い訳するのだった。







　考えてみれば，侵入者を撃退することは度たび々たびあれど、自らが侵入者になることは初めてだった。気づかれないように子どもの病室に忍び込んでは、指定されたプレゼントを置く。

　ガーゴイルの場合、念動力があるのでそれほど苦にはならなかった。しかし百色は自分の手で一人一人の枕元にプレゼントを置いているのだ。大した技量である。

　自らが侵入者になって、初めてわかることもある。しかしわからないこともある。暗闇の中で移動するとき、百色は暗視ゴーグルなどを使っていないのだが、あれはどうやっているのだろうか。

　吾ご郎ろうの両親に会った時、院長が思いついたというのは、このことだろう。さらにこの後、看護師や医者の机にもこっそりとプレゼントを入れるつもりなのだそうな。中には夜勤の人もいるのに、その全員に気づかれないように仕事を完了できるのだろうか。

　いや、百色ならば可能だろう。だから彼が雇やとわれたのだ。

　悔くやしいが、今日だけはその泥どろ棒ぼうの才能が役に立つ。

『何かを盗むわけではない、院長の許可もある。だがなぜか腹が立つのだ……』

　そんなことをつぶやくガーゴイルだった。

　しかしその時、ガーゴイルの声が聞こえたのか、側で寝ていた五歳くらいの少年のまぶたが動いた。

「ん……」

　眠りが浅かったのか、少年は薄く目を開けて周囲を見回す。

「だれ……？」

『我はさんたくろーす也なり。少年よ、朝まで眠るがよい』

　ガーゴイルの目が白く光ったかと思うと、少年はまた眠りに入ってしまった。相手を傷つけることなく眠らせる催さい眠みん光線のようなものだ。普段泥棒などには使わないのは、やはり悪人は懲こらしめるべきというガーゴイルの信念からだろう。

『危ないところであった』

　こうしてみると本当に泥棒みたいだ。

　だがこれは子ども達のためにやっているのだ。そう自分に言い聞かせて病室を出た。

「やあ、首しゆ尾びはどうだい？」

　病室を出てすぐの階段に百色がいた。ちょうど昇ってくるところだったらしい。

『慣れぬ』

　ガーゴイルは一言だけ。

「侵入するのは初めてだもんねぇ」

『それどころか、これが善行だという実感がわかぬ』

　先ほど行った演劇部の人形劇のほうが、まだ楽しめた。あれは人の喜んでいる顔がダイレクトにわかるからだ。

　眠っている子どもに物をあげても、反応が返ってこないのだ。

　そしてガーゴイルには物欲がない。これも大きな要因だ。

「こっちへ」

　百色が手招きした。声を出すと気づかれるので、踊り場でヒソヒソと話をすることになった。

　サンタクロースというのは子ども達の憧あこがれだと言うが、この行動はどうにもそれとかけ離れている気がしてならないガーゴイル。

『我らが先ほど行った人形劇の内容は知っているか？』

「クリスマスキャロルかい？　面白いアレンジだったね」

『あの作品は、物欲にまみれた老人を戒いましめるものであった。確かに贈り物をすれば子どもは喜ぶであろう。しかしそれは本当の幸せと呼べるのか？』

「確かに、モノだけじゃ幸せにならないよ」

　百色もうなずいた。

「だけどね、モノで温あたたかくなる心もあるんだ。大切な人にもらったプレゼント、サンタクロースからもらったプレゼント、みんな意味を込めて贈られたものだ。それらはただのモノじゃない、心を込めた何かなんだ」

『心か――』

「それに、ないよりあった方が嬉しいじゃないか、プレゼントって」

『確かにそうだ』

　気楽に言う百色に同意するガーゴイル。

　モノだけではない――それはつまり、ガーゴイルが目指していたものと同じことなのだろう。芸をして人を楽しませるのと同義で、プレゼントによって人を喜ばせるということなのだ。

「さ、あと少しだ。がんばって配ろう」

　百色がプレゼントの袋を担かついで立ち上がる。

『すまぬが百色よ。我の分も頼む』

「どうしたんだい？」

『奇妙な場所に、奇妙な人影を確認した。そこへ向かう』

「わかったよ。手伝ってくれてありがとう」

　ガーゴイルの分の袋を手に取ると、百色は音を立てずに階段を上がっていった。

　残されたガーゴイルはその場所にいる人物のことを考える。

『――なぜ、このような場所に？』
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　その場所は地下にあった。普段から患者や医者の手の届かないところに位置する。病院という場所は停電になったら患者の命にかかわるので、厳重に管理されている。

　本棚のような配電盤が大量に並ぶその部屋。時折震ふるえる機械のブーンという音が地下の壁を反射して、脳を揺さぶる。配電盤には鍵かぎがかけられており、それこそ管理者でないと触さわることができない。一般人が見たら、ただの鉄の箱である。

　そこに吾郎はいた。

　特に何も持たず、石の床にぽつんと座っているだけだった。

「……や」

　ガーゴイルが吾郎の目の前に現れても、それほど驚いた様子はなかった。むしろ待っていたようにも感じられる。

『こんな場所で何をしている？　……いや、そもそもどうやってここへ入った？』

「カギ」

　吾郎が手にしているのは、紛まぎれもなくこの配電室のカギだった。キーホルダーのプレートにそう書いてある。

「拾った。屋上に落ちてた」

　大方、警備員がサボっている時に落としたのだろう。吾郎がそれを拾ったのはまったくの偶然というわけか。

『ここは危険だ。病室に戻れ』

「危険じゃないよ。病院の設備に電気を送ったりするための部屋なんでしょ？」

『確かにそうだが……立ち入りを禁じられているのには、それ相応の理由がある』

「俺が壊すと思った？」

『…………』

「壊したら大変だよね。病院から電気がなくなるのって、人間から血液がなくなるようなもんだもんね」

　それはない、とガーゴイルは確信している。配電盤のひとつひとつは鉄と強化ガラスで厳重に守られているし、吾郎は何も武装していない。たとえ吾郎が本気で破壊しようとしても、ガーゴイルがいる限り無理である。

　仮に配電盤が無防備で、吾郎がロケットランチャーを所持していたとしても、破壊する事はないとガーゴイルは思った。そうする理由が何もないからだ。

『吾郎よ。本日の祭りは楽しめたか？』

「……あんまり」

『ほう。最初よりは楽しめたようだな』

　全然楽しめない、からはランクアップしたようだ。

「観みてたよ、人形劇。すごかったね」

『うむ。あれは林りん吾ごの考えでな。我が思いついたわけではないのだ』

　正直に話した。ガーゴイルでは、そこまで考えが回らない。一度もやったことがない芸当なのに「ひょっとしてガーゴイルさん、こういうことできる？」と提案できる林吾は、ある意味天才かもしれない。

「双ふた葉ばもいたよね」

『我を巻き込んだ責任を取る、と言っていた。とても緊きん張ちようしていた』

「わかるわかる。声震えてたよね」

　クスクス笑う吾郎。

「あと、篠しの田だ先生もいた。すごくカッコよかったよ」

　篠田先生というのは吾郎の主治医だ。ゴールデンボーイズと口論になったあの医師だ。彼もとても嬉しそうに楽器を叩いていた。

　昼はとても機嫌が悪かったのに、今の吾郎は普通――というか平静だ。だけどその目の奥の感情を、ガーゴイルは読み取ることができた。

『吾郎よ、我はようやく理解したぞ。人を楽しませるという事を』

「へぇ」

『その人間が望むものは、人それぞれだ。我が人を楽しませるのではなく、その人間が我の成す事によって、それぞれが満たされるのである』

「……？　よくわかんない」

『つまり――我が汝を楽しませるには、汝の欲求を知らねばならぬ、という事だ』

　あの時。ガーゴイルがサンタクロースの話を吾郎にした時、吾郎は欲しいものを口にしなかった。もしもあの時、吾郎から答えを聞いていればこんなに回り道をしなくてもよかったのに。

「俺の欲求？」

『左さ様よう』

「…………」

　また吾郎は黙ってしまう。自分の欲求を知っていながら、口に出せないのだ。

　だからガーゴイルが代わりに口にした。




『汝は――孤こ独どくだと思っているのだな』




「！」

　吾郎の反応は顕けん著ちよだった。顔を真っ赤にして、手にしていたカギをガーゴイルに投げつける。双葉だったら蹴りつけているところだが、吾郎が持っている武器はそれしかなかったのだ。

『だが汝は孤独ではない。我や双葉がいるでは――』

「うるさい！」

　吾郎の声が配電室に響きわたった。

「わかってるよ……そんなこと、わかってるよ」

　下した唇くちびるを嚙かんで、悔くやしそうな顔の吾郎。

「双葉やトシ達が見舞いに来てくれるし、病室の友達も、先生達だっているよ」

『それでも満たされないのだな』

「……」

　無言で吾郎はうなずいた。

　吾郎の行動範囲は、同年代の子どもに比べて圧倒的に狭い。たとえ人とのコミュニケーションが皆かい無むではなくとも、やはり少ない。孤独感が生しようじるのは仕方がない。

　両親も仕事が忙しくて、なかなか見舞いに来られないと、オシリスが言っていた。一番甘えられる人間も側そばにいないのだ。

「なんか……楽しい、って心が感じる前に、変なブレーキがかかっちゃうんだ」

『それを分かち合える者がいないからか』

「うん。大喜びしようとしても、周りに他人しかいない気がして……その人が、冷めた目で見ているような気がするんだ。気のせいだってわかってても、そういう気持ちがずっとつきまとうんだよ……！」

　下を向いた吾郎。

　顎あごから涙の雫しずくが、一滴落ちた。

「ガーゴイルさん……」

　ずっと聞けなかった言葉が、涙と一緒に零こぼれた。




「俺の病気、治して……」




　サンタクロースでもかなえられない願いだった。どんなプレゼントでも、どんな楽しいショーでも満たされない、吾郎の一番の願いだった。

「退院して、遊びたい……トシたちとサッカーしたい……」

　無理な願いだと吾郎もわかっている。もしもガーゴイルにそれが可能ならば、今頃この病院は存在すらしないだろうから。

「祭りなんて、観るんじゃなかった――」

　小さい頃から腎じん臓ぞうを患わずらい、病院と家の往復しかしていない吾郎。その強い願いは、今日の祭りで最高になったのだ。「外の世界はこんなに楽しいですよ」と、檻おりの向こうから呼ばれたような気がするのだ。

　どんなに出て行きたくても、自分の身体の病びよう巣そうが足あし枷かせになる。

「全部俺のワガママだってのもわかってるんだよ……父さんも母さんも仕事で忙しいのは、俺の病気のせいだし、双葉やガーゴイルさんだって俺のこと考えてくれて……だからこそ、恩返しも出来ない自分が悔くやしいんだ……」

　両手で顔を覆おおって、吾郎は泣いた。

　ガーゴイルは何も言わずに赤い光線を吾郎に浴びせた。

　それは癒し光線と呼ばれるもので、身体に最適な温度と湿しつ度どを提供してくれる。それだけしかできない、無力な光線だ。

　今回の祭りで、ガーゴイルは人の喜びについて学んだ。だが苦しみについては何も理解できなかった。誰かが喜んでいる横で、こんなにも苦しんでいる人がいるなんて。

「ごめんね、ガーゴイルさん」

　涙をぬぐい、吾郎は深く頭を下げた。

『何を謝る？』

「ガーゴイルさんに色々言ったでしょ。笑ったこともないのに、とか、ガーゴイルさんには人の気持ちがわからないとか。あれ、実は俺もなんだ。俺もどうやったらみんなが喜んでくれるのか、わからない」

『吾郎よ――しからば』

　ガーゴイルが提案しようとした、その時だった。

　虫の羽は音おとのような音が聞こえたかと思うと、突然、配電室が暗くなった。

「え？」

『む？』

　配電盤から発せられる電気も消え、代わりに非常ランプがついている。

「ど、どうしたの？」

　慌てて立ち上がる吾郎。彼が何かしたのではないことは明白だ。だが誰が何を起こしたというのか。

『配電盤がおかしい』

　どうやら電気が供給されていないようだ。

　ガーゴイルは感覚器を伸ばし、病院の内部と外部の様子を探る。すると、中でも外でも騒ぎが起きていることがわかった。

『どうやら電力の過か剰じような消費によるものだ。祭りで電気を使いすぎたようだ』

「ええっ!?」

　ガーゴイルの耳に入って来るのは、大勢の人間の悲ひ鳴めい――当事者たちの悲鳴だ。







『もっとじゃ！　もっと力を出さぬか！』

『ルルル……コレイジョウ、ムリ』

　病院の裏手では、デュラハンの身体に無数のコンセントが繋つなげられていた。デュラハンの原動力がなんなのかは不明だが、林に飾った電球分くらいの電力はなんとか出せるようだ。しかしそれもデュラハンがかなり気合いを入れないとダメらしい。

『デンキ……タイセツニ……！』

『妾わらわのせいだと言いたいのか、このポンコツめ！』

　怒り狂ったオシリスがデュラハンを殴なぐるが、逆にオシリスが痛がっている。

『おのれ……誰じゃ、電気を無む駄だ遣づかいしたのは！』

　オシリスの叫びが林にこだました。







「シット！　どうなってやがる！」

　黄金のテントの中で、ゴールデンボーイズ達が騒いでいた。音響機材と照明機材がウンともスンとも言わなくなったのである。

「クズども！　何しやがった！」

　すぐにリーゼントが飛び込んできた。機材とコードをチェックさせて、何も問題がないことが判明すると、病院のブレーカーが落ちたのだと判断する。

「照明担当！」

「ハイ！　自分です！」

　すぐに照明担当の男が前に出た。

　そしてリーゼントが事情を聞く前に、その場に手をついた。

「すいません！　自分のせいです！」

「謝あやまる前に事情を言えバッキャロー！　テメーひとりにここの電力を使い切るほどのパゥワーがあってたまるか！　だが、なんで照明の出力が最大になってやがる!?」

「ハイ！　クレームを頂きました！　遠くの方からだと、ショーがよく見えないとのことで、自分の判断で照明の出力を上げました！　申し訳ありません！」

「よく言った！　歯ァ食いしばれ！」

「ハイ！」

「オラァァァァ！」

　リーゼントの鉄てつ拳けんが照明担当のボディにめり込んだ。

「は……歯ァ食いしばったのに……！」

　不意をつかれて目を回している照明担当へのお咎とがめはそれで済んだ。が、ショーを続けるには電力が必要である。お客さん達が待っているのだ。突然中止にしたのでは、聖夜にケチがついてしまう。







　それ以上のトラブルが院内では発生していた。

　手術室で心肺停止した患者にカウンターショックを使って、蘇そ生せい作業を行ったのである。幸さいわい患者は息を吹き返し、二次蘇生も成功した――が、その時点で電源が落ちた。すぐに予備電源に切り替わったが、復旧のめどはたたない。

「くそっ……また心停止したら……！」

　医者の額ひたいには、いつも以上の汗がにじんでいた。

「すぐに電力会社に連絡――いや、間に合わない」

　それでも看護師の一人に頼んで、電話してきてもらう。可能性は捨ててはならない。

　手術台に横たわる患者は、麻ま酔すいが効きいて眠っている。この患者に健康な身体をプレゼントするためには、ここであきらめてはならないのだ。







「ここにいたか、ガーゴイルくん」

　背はい後ごからかかった声は、ガーゴイルには天の助けに思えた。

「うわぁ！」

　その姿を見た吾郎が、驚いて逃げ出す。

『百色か。ちょうど良いところだった。この病院の電力が失われている』

「ああ、だから私もここに来たんだ」

『直せるか？』

「うーん、私は修理工じゃないからな。難しい」

『我がここから電流を流そうと思う。どこに流せばいいか教えてくれ』

「わかった」

　百色は白い手袋をはめ直し、配電盤をこじあける。ざっと見て首を振り、隣の装置を見る。大きな箱のような装置だ。

「これ……かな」

　なんだか曖あい昧まいな返事だ。

　しかしガーゴイルは迷わなかった。

『吾郎。下がっていろ』

　その命令に従う前に、百色が吾郎を移動させた。自前のマントを吾郎にかけてやり、放電の影響を受けないようにする。ちなみにこのマント、特殊素材で出来ているとのことだが、熱光線であっさり穴が開いた。

　風船が割れるような音がした。ガーゴイルの目から放たれた電撃がスパークしたのだ。電撃は箱形の装置に照しよう射しやされたかと思うと、箱から壁を伝い、部屋中に広がってゆく。

　そう見えたのは、壁の内側の電線を伝っているからだ。

『見つけたぞ……！』

　ここからすぐ近くにある壁の中で、電線が焼き切れていた。ガーゴイルの電撃はその電線を通り、再び病院中に電気を与える。

　しかし逆風のごとく電流が襲ってきた。

『む……うおおおおおっ！』

　電気の本流が、ガーゴイルにも流れ出したのだ。切れた電線に電気を流すために、電撃を出したガーゴイル本体までもが電線となったのだ。

　青白い光がガーゴイルを包みこもうとする。このままではガーゴイルの身体から放電してしまい、電力が下がる。

『こちらの方が……よほど容易たやすい！』

　すぐに放電は収まった。しかしガーコイルの身体が震えている。身体の中に電気を溜め込んでいるのだ。時折、パチパチと小さな光を放つ。まるで雷雲のようだった。

「ガ、ガーゴイルさん……痛くないの？」

『うむ。身体が分解されるようだ』

　危機的状態であることを平然と言うガーゴイルだった。

『だが我は倒れぬ。守るべきものがあるからな』

　ガーゴイルから煙が上がる。頑丈な身体を持っていても、数万ボルトの電撃を受けて無事なはずはない。それでも破壊されることはないだろうが。

「君はここにいなさい。私は人を呼んでくる」

　マントだけを置いて百色が配電室を出て行く。

　残された吾郎は、ガーゴイルの身体に手を伸ばした。触れてはいけないのはわかっているのだが、ガーゴイルの側にいたかった。

「ガーゴイルさん……」

『吾郎よ。やはり我は守る事が一番得意なようだ。芸で人を楽しませる性しよう分ぶんではない』

　今更と言えば今更な話だ。

　回り道をしたが、結局その結論に戻る。しかしその回り道で、とても大切なことを学んだのだ。

『しかし芸をしなくとも、人を楽しませる事は出来る。今、我がこうやって身体を張る事で、何人もの笑顔が守れるのだ。それは我のみならず、全ての職業に言える事だ』

　そう、ガーゴイルだけではない。

　ここでショーをしているゴールデンボーイズも、手術をしている医者も、みんな誰かの笑顔のために苦労しているのだ。

『職業だけではない。人が人の笑顔のために行う行動は、みな美しい』

　ガーゴイルの行動理念もそれだ。吉永家の笑顔のために戦っている。

　それが全ての原動力であり、それを持っているガーゴイルはとても幸せだった。

『だから吾郎よ。これが終わったら我と一緒に行動するぞ』

「行動……？」

『汝を孤独から解放する行動だ。自信はないが、汝を楽しませる一番の方法を考えていたのだ。そして先ほど結論が出た』

「何するの……？」

『うむ。百色が言うには、こういうものは後のち々のちまで秘密にしておくのが礼儀らしい』

「それ礼儀じゃないよ……」

　小さく笑う吾郎。

　身体に通電しているというのに、ガーゴイルはいつもの態度だ。

「なんか……双葉が優やさしくなった理由がわかった気がする」

『それはどういう事だ？』

　吾郎は笑ったまま、答えてはくれなかった。
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　電力会社には誰かが通報してくれたらしく、すぐに専門家が飛んできた。焼き切れたケーブルの位置をガーゴイルが指定してくれたおかげで、さらにスムーズに修理が終わった。病院の人もゴールデンボーイズもガーゴイルに丁てい寧ねいにお礼を言って、その場は収まった。

　ちなみに吾郎は怒られなかった。彼と同様、百色もいないことになっている存在なので、一緒に隠れたのだ。代わりにガーゴイルが看護師の分まで説教した。

　一度中断したフィナーレをもう一度やってほしいという声が上がったので、ゴールデンボーイズが急きゆう遽きよ準備をしている頃、病院の中では別の静かなショーが始まろうとしていた。

「本当に、これだけでいいの？」

　チャッカマンを持った吾郎が窓まど際ぎわに立っている。

「これが重要なのさ」

　窓まど枠わくに一つ一つ、キャンドルを置いていく百色。キャンドルは特別なものではなく、どこでも売っている――クリスマスならデパートで一ひと山やまいくらの安物だ。

　そのキャンドルに吾郎が一つ一つ点火していく。

　小さな火がゆらめく。窓に赤く頰を染めた吾郎の顔が映っていた。

『火事の心配はするな。我が守る』

「ん……」

　作業はとても単調だった。つまらないと言ってもいい。ただ窓枠に置かれたキャンドルに火をつけるだけ。子どもでもできる。

　――ケルプに教わった余よ興きようであった。

　ガーゴイルが病院の人に許可を取ったので、コレ自体について怒られる心配はない。だけど吾郎は寝ていることになっているので、やっぱり見つかったら怒られる。こんなに遅くまで起きているのは初めてなので、少しドキドキしていた。

「一つ一つは、こんなに小さいキャンドルだけどね。全部が集まると、とても綺き麗れいになるんだ。って言っても、やってる本人は実感ないだろう？」

　百色の問いに、だまってうなずく吾郎。

　まさかあの怪盗百色がガーゴイルと友達だったなんて。そんなことを言ったら、百色にまで驚かれた。この町では有名なことなのだそうな。御色町はどうなっているんだ。

「そういうものなのさ。本人にとっては小さな仕事かもしれないけど、相手にはとても大きな喜びを与えることもある。もちろん、その逆だってある」

　怪盗という仕事も、そんなものなのだろうか。百色は悪い人からしか盗まないと言うが、それで誰かを幸せにしているのだろうか。

「大切なのは、自分がそれをするということだ。それだけでいいんだよ」

　遅くまで起きているということだけでなく、こんな――人のために何かする、ということも初めてだった。こんな小さなキャンドルで、果たして喜んでくれるのだろうか。

　喜んでもらえなかったらイヤだなぁ、と思う。

　双葉達がやっていた人形劇。スクルージの元に現れた三人の精霊。

　その三番目の精霊が見せたのは、未来のビジョン。金持ちスクルージの死体に群むらがるのは、遺品を売ろうとする強ごう欲よくな者達。金を巡めぐって争う者達だった。

　スクルージは誰からも愛されずに死ぬ，という未来図を見てショックを受け，最終的に気持ちを入れかえるのだ。

　愛されないのはイヤだなぁ、と吾郎もその時思った。

　だから人は努力するのだろう。努力するから、成功した時に嬉しいのだ。

　そして努力の積み重ねが、実を結んだ。

　窓の外から小さな歓声が聞こえてきた。みんながこちらを指さしている。

「ホラ、ね」

　キャンドルを見て喜んでいる人たち。大人の中には病院で見知った顔もある。その人達がこちらを見て小さく微笑ほほえんでいる。

「君がやったことだ。君の力で、あの人達を楽しませたんだよ」

　百色がそっと吾郎の肩を叩たたいた。

「俺……」

　振り返り、百色とガーゴイルに礼を言おうとして、

「あれ、ガーゴイルさんは？」

　暗い病棟の廊下には、百色しかいなかった。さっきまですぐ側で手伝ってくれたのに。

「ガーゴイルくんなら、下にいるよ。なんでも別の手伝いがあるんだって」

「そっか」

　ちょっと寂しかったが、こちらは大丈夫だとガーゴイルが判断したのだろう。吾郎だけでもやっていけるという証拠だ。

　あのガーゴイルに認められた気がして、吾郎はなんだか胸を張りたくなった。
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　病院の正面入り口付近にあるステージ裏では、金色の波ができていた。

　ウェーブを描いて土ど下げ座ざするゴールデンボーイズだった。

「スマネェ！　俺たちの責任だ！」

　先頭で土下座しているのは、当然ながらリーゼントだった。名の通りのリーゼントが地面で潰つぶれてしまっている。

　しかし謝られた院長は逆に困っている。

「そんなに謝らんでくれ。こちらとしても医い療りよう機き器きの電力量を再確認しなかったのだし、イルミネーションの電力量もバカにならなかった。君たちだけの不ふ手て際ぎわじゃないさ」

　本当なら、黙っていればわからないことだったのだ。

　しかしリーゼントのプロ意識がそうさせなかったのである。お客さんの前でなく、院長のみに謝ったのは、ひとえに祭りがまだ終わっていないからだ。お客さんに無用な心配をさせないという心配りなのである。

「ノン！　使用電力のチェックは当然の義務だ！　それを怠おこたった俺達がトゥーバッドだった！　だから今回の興行はロハでいい！」

「バカを言うな！　これだけのショーをタダになんてできるか！　それに、あの事故があっても、ウチの病院は普通に稼か働どうしていた！」

『なんだと？』

　これにはガーゴイルの方が驚いた。

「ああ、ガーゴイルさんには申し訳ないが……あそこから供給される電力は、一部でね。一部の医療機器などに使う二十四時間、一秒も切れちゃいけない電力というのは、独自に発電しているんだよ」

　ということは、ガーゴイルが身体を張らなくても良かったのか。

「いやガーゴイルさんのしたことは無む駄だじゃなかった。自家発電しているといっても，全ての医療機器の電力をまかなっているわけじゃないからね。死に至ることはないってだけで、やっぱり大変なことになっていたと想うよ」

　とりあえず問題は解決したし、君らが責任をとることはないと主張する院長なのだが、

「だが、これは俺たちのプライドの問題だ！　ショーと関係ない失しつ態たいは、あんた達で言うところの医療ミス並に恥ずかしいことなんだ！　汲くんでくれ、ボス！」

「しかしなぁ……」

　院長が腹をさすりながら困っていると、

『ならばこうしてはどうか。汝らが詫わび代がわりに、出し物を一つ加えるというのは』

　院長とリーゼントの間に割って入るガーゴイル。

『芸で失った信用は、芸で返せば良いではないか』

「それはいい考えだ。ガーゴイルさん、ナイス！」

　と、あっさり院長先生が承認してしまったものだから、リーゼントもノーとは言えない。潰れたリーゼントをもう一度地面に押しつけて、立ち上がる。

「だったら石像さんよ。オメーのパゥワーを借りていいか？」

『我の？』

「そうさ！　星が出ている間に、ゴールデンボーイズのアンコールショーを見せてやるぜ！　いくぜ野郎ども！　フィナーレのフィナーレだ!!」

「ベイベェェェェェ！」

　万ばん歳ざいして走り去っていくボーイズを見送る院長とガーゴイル。

　はて、星が出ている間に、とはどういうことであろうか。







　その疑問はすぐに解消された。

「イェ――――――ッ!!　アイ、アム、ベテルギウス!!」

「ホ――――ゥ!!　アイム、リゲ―――ル!!」

　聖夜の星空は輝いていた。ガーゴイルの超能力で浮かび上がったゴールデンボーイズが、上空数十メートルのところでポーズを取っている。













　遠近法によって大きな星から小さな星まで、自在に再現するガーゴイル。

「ウィ――ア―――！　オリオ―――――ン!!」

　台形を二つ合わせたような配置に浮かんだボーイズ達が、お互いをヒモで結んで、ダンスを踊り始める。

　これぞゴールデンボーイズ最終奥おう義ぎ、「シューティングスターショー」である。

　どの辺がシューティングスターなのかというと、ダンスが終わった後の彼らである。

「フォーリンラヴだぜベイベェェェェェェェェェ！！！！」

　十数人のボーイズが流れ星になって、遠くの山に落ちていった。

　それを見て観客が声援を送り始める。ガーゴイルが関わっているからには、安全は保証されていると思っているのだろう。

　実際は超高速で流れていくため、ものすごく身体に負ふ担たんがかかるわけだが。

「つ、次ぃぃ！　俺は高所恐怖症なんだぜぇぇぇぇぇ！！！」

　泣き叫びながら上がっていくボーイズ。

「だけどオマエと一緒なら怖くないぜ、カストルゥゥゥゥ！！！」

「俺も暗所恐怖症だからすげぇ怖いけどっ、オマエと一緒なら飛べるぜポルックスゥゥゥ！！！」

　双子座のふたりが、泣きながら落下していった。

　それは冬に上がった花火のようで、観客達は飛んでいく彼らに手を振ったり、本当に「たーまやー」などと叫んだりしている。

　最後の最後でオバカな出し物をやったせいか、観客の気持ちはとても明るくなった。

「サンキューホーリーナイト!!　今日はとっても楽しかったぜベイベェェェ!!」

　そして最後にリーゼントがひときわ大きく光って落ちていく。ガーゴイルに頼んで、一番光らせるように頼んだのである。光らせるといってもやり方を知らなかったので、ガーゴイルは素直にリーゼントに電撃をかけたのだが。

「ベイベェェェェェ！」

　観客達も飛んでいくリーゼントに向かって親指を立てた。最大限の敬意のつもりだろう。

　こうして御色総合病院のクリスマス祭りは、ゴールデンボーイズと共に星空の彼方かなたへ消えていった。

　明かりの消えたステージ、いつのまにか片づけられた屋台。空に飛んでいく風船。本当に一瞬にして祭りが終わっていた。明かりが消えたように、人々の熱もフッと冷めてしまう。もう少し余よ韻いんを残してもいいのではないか。

「終わっちゃったね」

　吾郎がガーゴイルの隣に座った。

『うむ。今日の予定は全て終了だ』

「……やっぱり、今日は楽しかったんだと思う」

　変な言い回しをする吾郎。

「だって、今、すごく寂しい。祭りが終わって、なんか物足りないんだ」

『予定は終了したが、祭りはまだ終わっておらぬ。吾郎よ、顔を上げるのだ』

「……え」

　吾郎が視線を上げた。

　その視界に広がるのは、ゆらめく光だった。御色総合病院の窓に飾られたキャンドルが、病院全体を淡く照らしていた。電灯では作り出せない、ぼやけた輝きが広場の人たちの心を暖めていた。

　小さなざわめきだった。ゴールデンボーイズのように大騒ぎするほどでもない。小さな声で誰かが「綺麗だな」と言えば、それに小さく答える人がいる。それだけだ。

　しかしそれは、紛まぎれもない吾郎の功績だ。

『吾郎よ。楽しい祭りであったな』

「……うん」

　吾郎の表情は、奇妙だった。

　口を真ま一いち文もん字じに結んでいるが、何やらむず痒がゆそうに眉まゆをしかめている。きっと大笑いしたいのを我慢しているのだろう。

「俺にも、こういうことができるんだね」

『当然だ。人が人の笑顔を作る事に、資格も能力も要いらぬ』

「うん」

『さぁ、そろそろ病室まで送ろう。こんな時間まで起きていては看護師殿に叱られる』

　キャンドルの火も消えかけ、人々も帰ろうと足を坂の下に向けたその時だった。

　病院の中で大きな声がした。

「だっ、誰かー！　ど、どろぼうー！」

『む？』

　ガーゴイルの声に緊張感が生まれた。

　家いえ路じにつこうとしていた人達も振り向き、病院を見た。

「キャ――――！　来ないで―――！」

「ま、待ってくれ！　私は怪あやしい者では……」

「イヤ―――！　変態―――!!」

「話を聞いてくれ！　私は――」

　何やらガラスが割れる音までしている。

　そして叫んでいる看護師はともかく、叫ばれている男の声には聞き覚えがあった。それは隣で呆ぼう然ぜんとしている吾郎も同じだったようで、

「ねぇガーゴイルさん、あれ……」

『放っておけ。奴なら自力でなんとかするだろう』

「いいのかなぁ……」

　騒ぎはますますエスカレートしているようで、警備員がワラワラとその人影に集まっていた。左右から追いつめられたその人影がどうしたかというと――

「おお！」

　どよめきの対象は、不審な影に近づく、それ以上に不審な影だった。窓の外を浮ふ遊ゆうして割れた窓に手を伸ばす。遠くから見ると箱形のようにも見えるが……。

「さらばだ!!」

　その手に摑まった不審な影がその箱形の何かに飛び移ると、箱の下方から青白い炎が噴ふん射しやされ、ロケットのように空を飛んでいった。

　不審な影は帽子の位置を直ただすと、下の人々に向かって手を振った。

　その姿は手た綱づなを取ってソリに乗っている人のようで――

「さ、さんたくろーす？」

　誰かのつぶやきを否定する声はなかった。

　よく見れば赤い帽子に赤い衣い装しようを着ているし、袋も持っているし、空も飛んでいる。普通ならありえないのだが、御ご色しき町ちようなら「もしかしたら、そういうこともあるかも」と考えてしまうのである。

「サンタクロースじゃないか!?」

「そうだ、サンタクロースだ！」

　誰かが大きな声で叫び始めた。

　それに答えるように上空の影が手を振ったので、下にいる人たちは大声でサンタの名を呼び始めた。まるでゴールデンボーイズに対するアンコールに応こたえたかのようだった。

「いいの、ガーゴイルさん？」

『止めるのは無ぶ粋すいというものであろう』

　手を振って飛び去っていくサンタクロースの影と、それを追って走り出す大人たち。追ってどうするというものでもないが、ＵＦＯを見た少年のように純真な目をしていた。

『フ……百色め、味な真似をする』

「え？」

　驚いて振り返る吾郎。

『どうした？』

「……ん、いや、なんでもない」

　御色町のクリスマスはいつでも大騒ぎとともに始まり、大騒ぎで締められるのであった。
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　双葉が百色の家を訪おとずれたのは、もう日付も変わろうかという時間だった。普段ならとっくに寝ているが、今日は特別だ。

「ごめーん！　なんかいろいろ立て込んで、遅くなっちまった！」

　詫わび代がわりにケーキを含む沢山たくさんのお菓子を買い込んでドアを開けると、変な熱気が襲おそってきた。

「ふ、双葉ちゃん！　やっと来てくれた！」

　泣きそうな顔で双葉を出迎えたのは、小お野の寺でら美み森もり。ちなみに美森は百色が梨り々りの保護者であることを知らない。だからこの家には梨々が名も知らぬ親しん戚せきと二人で暮らしていると思っている。

　百色のアジトを一般人に開放していいのかという疑問もあるが、梨々曰く、警察の目を逃のがれるために一定期間で引っ越しをするそうだ。モノを運ぶ訓練にもなるので、一石二鳥らしい。

「美森？　どしたんだ？」

　そんな百色の家で、美森は強盗にでも遭あったかのような表情をしていた。

「は、早く！」

　靴もまだ完全に脱いでいないのに、強引に引っ張る美森。

　と、よく見てみれば靴の数が一組多い。今は百色もデュラハンもいないので、家には美森と梨々のふたりだけだったはず。

「誰か来てるのか？」

「うん、あのね、子どもだけだとアレだからって、兎と轉てん舎しやのお姉さんが……」

「姉ちゃんが!?」

　なんでよりによってそんな人間を保護者に選んだのだ。

　そしてたぶん、この熱気とイヤーな空気はお姉さんが出したのだろう。急いで靴を脱ぐと、揃えもしないで上がり込んだ。

「それでね、最初はみんなでテレビとかＤＶＤ観みたりしながらゴハン食べてたんだけどね、いつしか梨々ちゃんがゲームしようって言い始めて」

「それでゲームの結果でケンカになったのか？」

「ううん、なんていうか……まだ結果も出てないの」

「え？」

　答えはリビングにあった。

　吉よし永なが家の数倍は大きなテレビの前に、梨々とお姉さんが座っていた。まるで修しゆ験げん者じやのようにあぐらをかいて微び動どうだにしていない。動いているのはコントローラーを持った指先だけである。

「ふたばちゃん、やほー」

「きてくれたのね。おかしありがとー」

　二人とも返事はしているが、ロボットのように棒読みだった。ロボットなのは言葉だけではない。梨々もお姉さんも、恐ろしい速さで指を動かしていた。

　画面は有名な落ちモノパズル。四つ集めて消すタイプのものだ。

　戦績、九八七対九八八。一点お姉さんがリードしている。

「これ、ずっとやってんのか……？」

「ふたりとも、会話もトイレ休きゆう憩けいもなしでずーっと……」

　しかもプレイを観ていると、並の勝負じゃない。十五連れん鎖さ、十六連鎖はあたりまえ、相手が送り込んだブロックを利用してさらに連鎖。画面いっぱいに積まれたブロックが一瞬にして全て消える。こんなハイレベルなパズルゲームは、初めてだ。

「……双葉ちゃん、止めて」

「あたしが、これを止めるのか……」

　方法を色々と考えたが、一番確実な方法は「力ずく」な気がしてきた。もう夜も遅いし、早めにカタをつけてゆっくりしよう。

　そう決心した双葉は、荷物を美森に預けるとためらいもせずにリセットボタンを押した。

　数秒後、絶ぜつ叫きようと怒ど号ごうをゴングにして、二対一のクリスマス特別マッチが始まるのだった。







「おお、ママ！　見てみろ！」

　吉永家ではパパが窓の外を指さしている。そこには空を飛ぶ影があった。

「きっとサンタクロースだよ！　いやぁ、本当にいるもんなんだな！」

　パパの隣にはママが寄り添うようにして立っていた。

　ママは鋭い眼光でサンタクロースを見て、首を振った。どうやらあれは本物ではないらしい。しかしサンタを見る目はとても嬉しそう。

「あ、アレは百色くんか！　きっと子ども相手にパフォーマンスでもしていたんだな！」

　気づいて大笑いするパパ。

　今日の吉永家は、パパしかしゃべる人間がいない。

　いつも騒がしい双葉も、ツッコミが得意な和己も、気がつけば全ての中心にいるガーゴイルもいない。

「静かだなぁ……」

　ソファに座り直し、パパはリビングを見回した。いつものクリスマスは双葉も和己もバカ騒ぎをして、ママが止めるという構図だったのに。

　ママは少し考えると、パパの横に飛び込むようにして座る。

「たまにはこういうのも悪くないな、うん！」

　パパの言葉に、ママもうなずく。

「でもやっぱり……少し寂しいな」

　苦笑するパパに、やっぱりママもうなずくのだった。







　とある企業の一室は静まりかえっている。全員がモニターに向かってキーボードを叩いていた。クリスマスイブだというのに、皆無言で仕事にいそしんでいた。

　その部屋の一番奥にある、一番大きな机に座っているのは、吾郎の父だった。

　唾を飲み込む音すら聞こえてしまいそうな静せい寂じやくは、ある時間を境に唐とう突とつに打ち切られた。

「……よし、ＯＫだ。みんなおつかれ！」

　吾郎の父の一言で、その部屋にいた全員が立ち上がった。

「終わったー！」

「やったー！」

「まさか間に合うなんて!!」

　全員、ガッツポーズを取ったり、ネクタイをゆるめたり、隣の席の同どう僚りようと握あく手しゆしたりしている。予定では年末までかかるはずの仕事だったのだ。

　それがクリスマスイブに終わったのは、ひとえに皆、休みが欲しかったからだ。

「ジャーン！」

　誰かが買ってきたクリスマスケーキとドリンクで、開発室でささやかなパーティが開かれた。皆、仕事が終わった安あん堵ど感かんからかハメを外はずしそうになるほどだ。

　そんな小さくも楽しいパーティの最中、吾郎の父は腕時計を見た。

「ごめん、僕はお先に――」

　上着とコートを摑む吾郎の父に、

「あ、藤ふじ田たさんは明日から休みでしたっけ？」

「本当は年末から休む予定だったんだけどね。もう僕の出番はないし、いいでしょ？」

「全然平気ですよ。俺も正月にたっぷり休み取りますから」

「じゃあ、おつかれ。メリークリスマス！」

「メリークリスマス！」

　部下に笑顔で見送られながら開発室を出て、まず最初に携帯電話を手に取った。

　妻に電話をかける。

「もしもし、今仕事終わったところ！　これからしばらく休みが取れそうだ！」

　すると電話の向こうも興奮した声で、

『私も、部長から休んでいいって言われちゃった！』

「本当かい!?」

『すぐ戻るね！　明日、吾郎に会いに行こう！　それで病院に許可もらって、みんなでゴハン食べにいこう！　あとね、一時退院できたら、年末はみんなで紅白見て、おせちも作って……』

　妻の嬉しそうな声を聞きながら、吾郎の父は駐車場に向かって足を早めた。

　嬉しさのあまり、歩いていたはずが、いつの間にか小走りになっていた。







　御色総合病院の夜は、まだまだ終わらない。

　会議室の机に広げられているのは、沢山たくさんの書類。

　その書類に目を通しながら、別の冊子カタログを読んでいる篠しの田だ医師。

「篠田先生、どうですか？」

「うーん、やっぱり高いねぇドラムセット。君は？」

「私もね、この七万くらいのギターにしようかと思ってて。そっちはどうだ？」

「あ、僕は実家に古いヤツがあるから、そっち使いますよ」

　白衣のオッサンが子どものように目を輝かせている。

　自分もその中に加わっていることに驚きつつも、篠田医師は手元の卓上カレンダーを手に取った。

　書かれてある日付とにらめっこする。

「練習できる日、あるかな……？」

　かなり先になりそうだ。それまで熱を冷さまさないように、ＣＤでも買いに行こうと決意するのであった。







『ハーイ！　オシリース！　元気でヤッテマスカー？　ワタシのことは心配しないでクダサーイ！　ワタシ、オトモダチと一緒にクリスマスを楽しんでマース！　デスから、オシリスも自由に過ごしなサーイ！』

　色々と返事をしたいのだが、携帯電話を通してヒッシャムの話を聞いているため、声が出せないオシリスだった。

　そんな彼女の気を知ってか知らずか、ヒッシャムは早々に電話を切った。なんでもケルプの制作者――東ひがし宮みやといったか――も、そちらにいるそうな。いったいどういう関係なんだろうか。

「いやぁ、参った参った」

　オシリスが立っているのは、御色小学校の裏山。いつもの住処すみかだ。

　御色町が一望できるその丘に、デュラハンに乗った百色が降りてきた。デュラハンはピカピカだが、百色はボロボロだ。ガーゴイルによるものと思おぼしき焦げ跡が服についている。いつものタキシードではないからだろう。

『ルルルル！　エンカイ、ヤッテル！』

　デュラハンが指さした先では、金色の集団が酒さか盛もりをしていた。ガーゴイルの手で星になった，その後のことである。

「ＹＯ！　なんだなんだ、みんな揃ってるじゃねーか！」

　潰れたアタマを元に戻して、リーゼントが手を上げた。

「こうなったらここで打ち上げだぜ！　裏方みんなでな！」

『おぬしら……山を汚したらただでは済まさぬぞ』

　オシリスが凄すごみを効かせるが、リーゼントは当然と言わんばかりに懐ふところからゴミ袋を取り出す。

「俺たちを誰だと思ってやがる？　どんな時でもゴミは持ち帰る！　それがお客としての義務だぜベイベ！」

「さっすがリーダー！　イェーイ！」

　興きようが乗ったボーイズたちも、それぞれゴミ袋を取り出していた。行楽地での騒ぎ方も心こころ得えているようだ。

『まったく……おかしな奴らじゃ』

　そんなボーイズに苦笑するオシリス。

　丘の向こうに缶ビールを掲かかげながら、ゴールデンボーイズが叫んだ。

「素敵な町に乾杯!!」
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　まるで別世界のように感じられるクリスマスイブが終わり、夜が明けた。

　前日の出来事が噓うそではなかったと証明するように、御ご色しき総合病院前の広場には無人のステージがある。

　プロ根こん性じようというか、前日の夜から現在まで痛つう飲いんしていてもゴールデンボーイズはまったくいつも通りだった。叫びながらステージや屋台の解体をしている。

　そんなゴールデンボーイズを無視するかのように、救急車がやってくる。クリスマスだというのに病気や怪け我がは絶えないのである。そしてそこで働く医者たちもまた、聖夜などおかまいなしに戦っているのだ。

「少しでも役に立てればいいんだけどな」

　金かな槌づちをクルクル回しながらつぶやいたのは、片かた桐ぎり林りん吾ご。

　世話になったお礼というべきか、ゴールデンボーイズの解体作業を手伝いに来たのである。林吾だけでなく、演劇部全員だ。ゴールデンボーイズが裏山で宴えん会かいをしている頃、演劇部はファミレスで打ち上げをして、全員林吾の家で寝てからここに来たのだった。

「みんなホントに体力あるね……」

　和かず己みがげんなりした顔で座っている。さっきまで解体作業をしていたのだが、早々に体力の限界が来た。

「あたしも限界……お兄ちゃん達がおかしいのよ」

　桃ももに至っては、椅子に座ってギブアップしていた。先日からバカどもを叱しつ咤たすることに体力を吸われ続けていたのだ。

『今朝帰宅した双ふた葉ばも、なぜか異様に消しよう耗もうしていた。一晩で何があったのだ……？』

　和己と桃の間に、気がつけばガーゴイルがいた。その目が光っているのは、念動力で解体作業を手伝っているからだ。宙に浮く木材を見てゴールデンボーイズが驚いている。

「ワーッハハハハ！　ヘイ、アップルボーイ！　なかなかいい体力してるじゃねーか！」

「当然よ！　こちとら演劇マンだ！」

　何やらリーゼントと林吾は完全に意い気き投とう合ごうしたようで、男と男の視線で会話したりしている。この冬の朝に、こんなに暑くるしい光景が拝おがめるとは、誰が想像していただろうか。

「おはようございます！」

　聡さと美みが吾ご郎ろうの手を引きながらやってきた。彼女も昨日は遅くまで動き回って疲つかれただろうに、今は林吾たちのようにピンピンしている。看護師は演劇人よりも鍛きたえているのだ。

「聡美さん！」

　するとそれまでの作業を全て放ほうって林吾が飛び出してきた。

　聡美に向かってダッシュする林吾と、闘とう牛ぎゆう士しのようにそれをいなす聡美。壁に激突する林吾を見て、リーゼントが「俺の若い頃にソックリだぜ……」と感動している。

「さ、聡美さん！　どうでしたか、昨日の俺たち！」

「今までで一番良かったわよ。本当にありがとうね」

「感激ですっ!!」

　涙を流しそうな勢いの林吾。

「ＨＯ！　仲がいいじゃねーか」

　そこへリーゼントが割って入った。

「だがこいつは俺のモンだ。誰にも渡さねぇぜ！」

　と、リーゼントが摑んだのは、聡美ではなく林吾の頭だった。

「え？」

「ボーイ！　卒業したら俺達と一緒に来ないか!?　世界中でカーニバルのハリケーンを起こそうぜ！　学歴なんて関係ねえ！　テストで学年百十二位でもノープロブレムだぜベイベー！」

「ちょっ、おい！　なんで俺が……って、どうして俺のテストの順位知ってるんだよっ!?」

「イェーイ！　新しい仲間に乾杯！」

　リーゼント以外のボーイズ達もいつのまにか集まってきて、林吾を胴上げし始めた。新しい仲間に乾杯、と叫んでいるが、果たして林吾の将来はどうなってしまうのだろう。

「まぁ、似合ってはいるかもね……」

「少なくとも世間様のためにはなるわね」

　和己も桃も消極的賛成といった具合で、誰も林吾を助けようとしない。演劇部の連中も胴上げに加わったりしている。林吾の進路が決まったと、喜んでいた。

「冗じよう談だんじゃねえ！　俺の進路は俺が決める！」

　と林吾が逃げだした先は、聡美のところ。

「聡美さん！　あいつらになんとか言ってやってくださいよ！」

「まったく、兄さんもしょうがないわね」

　苦笑しながら聡美が前に出て、リーゼントに宣言した。

「兄さん、林吾くんはゴールデンボーイズに入れちゃダメよ」

「どうしてだ聡美！　こいつは希まれに見る逸いつ材ざいで……」

「林吾くんは、御色総合病院の課外活動部の顧こ問もんになってもらいます」

「そうそう、顧問に――って、なんですかそれは!?」

　驚いて聡美を見る林吾。

「今度ウチの病院でも、演劇とか音楽とかで患者さんを癒いやそうって企画が持ち上がってるの。まぁ企画出したのは私なんだけどね。できたら林吾くんにそれを手伝ってもらいたいなぁ、って」

　昨日の演奏で、聡美も何かを摑んだのだろう。別の方法で人を喜ばせることを知ったのだ。なんでもその課外活動部、医者でも職員でも出前の兄ちゃんでも、また病院の許可があれば患者も参加が可能らしい。

「だから兄さん！　林吾くんはダメ！」

「つれないこと言うなよベイベ……」

　リーゼントも聡美には逆さからえないようで、情けない顔をしていた。

　そこで名乗りを上げたのは、意外な人物だった。

「あ、あの……」

　全員が、その小さな手を見た。

「その、俺じゃダメですか？」

　吾郎だった。震える手をのばして、でもへっぴり腰でいる。

　誰も何も言わなかった。吾郎の次の言葉を待っているのだ。

「俺も、その、誰かを楽しませること、やりたいなって……もしも足手まといになるなら、身体からだが治ってからでも」

「それ以上言うなボーイ！　燃えるソウルが口から逃げちまうぜ！」

　吾郎の身体を抱き上げたのはリーゼントだった。

「人を楽しませるのに技術も体格も年齢も関係ねえ！　大切なのはハートだぜ！　気に入った！　今日からボーイもゴールデンボーイズの一員だ！」

「ちょっと兄さん！　吾郎くんはまだ入院してるのよ！　だからウチの病院の課外活動部に入ってもらいます！　もちろん林吾くんも！」

「どっちも取ってくのはアンフェアじゃねーか聡美ぃ！」

　兄きよう妹だいで言い争いをしているのを横目に、ガーゴイルはひたすらステージを解体していた。

『どこの兄妹も似たようなものなのだな』

「ウチもこんななのかなぁ」

「あたしん家ちもこんなですかねー」

　やっぱりハモる和己と桃。お互いツッコミ役というところも仲が深まる要因なのだろうか。しかし二人でいると、和己がボケ役になることも多いが。

　とうとう林吾が吾郎を背負い、それを聡美とリーゼント＆ゴールデンボーイズが追いかけるという構図になった。広い病院の敷地とはいえ、これだけの人数が追いかけっこをするのだから騒ぎにもなる。患者たちが「まだ祭りが続いているのか」という目で見物し始めた。

『だが、我がしたことは無む駄だではなかったのだな。我と同じ志ころろざし――即すなわち、誰かを楽しませようとする心意気が、皆に生まれた』

　ガーゴイルの行動は人を楽しませるというよりも、人の心を理解し、近づこうとするものだった。

　その結果、吾郎の心ばかりではなく、聡美や他の人達の心までが動いた。そして彼らが起こした行動が、また誰かの心を繋つなぐ。

『人の心とは難しい。が、それ故ゆえに面白いものだ』

　ガーゴイルが御色町で迷い、悩むことは多い。それを乗り越えるたびに人間の心の複雑さを知る。しかし最近は知るだけでなく、感じることもできるようになった。そして今回の祭りで――人の心を動かすこともできた。

　小さな一歩だが、その一歩が大きなものへ繋がるのだ。

　そう結論づけた時だった。

「心配するなボーイ！　病弱でもショーはできるぜ！　なんたってあの石像さんスタチユーでもできたんだからな！」

　追いかけっこをしているリーゼントが叫んだ。

「そうよ！　ガーゴイルさんでもできるんだから、私達だってきっと！」

「う、うん、そうだよね。それなら俺もできるかも……」

　背負われている吾郎も納なつ得とくしている。

『むぅ……』

　言いたいことはわかるが、なんとなく釈しやく然ぜんとしない。

　非常に癪しやくだがまたケルプに頭を下げてなにか芸を教えてもらい、皆を見返してやろうと心に誓ちかったガーゴイルであった。

　これもまた芸の道である。


おわり　　











































　あとがき




　そろそろ寒くなってきましたね。風か邪ぜなどひいていませんか？

　田口仙年堂でございます。




　冬のガーゴイル、いかがでしたでしょうか。アニメ放映も終わり、まったりしたムードでお届けしております。まったり、というよりもいつも通りのペースなんですけどね。あの時が慌あわただしすぎたんです。

　まぁ読者の皆様にはあまり関係のない話ですな。慌ただしかったのは主に制作サイドですから。いや、俺がやったことといえばアニメ観みたりグッズ買ったりＤＶＤの発売日チェックしたりと、読者のかたとほとんど変わらないわけですが。




　今回の話を書くにあたって、いろいろと取材をさせていただきました。お世話になりました！

　病院関係のお仕事はデリケートな上に、日々進化しているから、取材して初めて知ったことがたくさんありましたよ。やっぱり病院ってスゴイ。たとえば建物。床一つに至るまで医療に必要なことをきっちり考えた上で設計されてるんだなぁ。

　しかしそれ以上に感動したのは、病院で働く人達の熱意ですな。人の命を預かるわけですから、そりゃ真剣にもなります。

　全国の医い療りように携たずさわる皆様、これからもがんばってください。




　忙いそがしくはなったけど、いつも通りアホな毎日です。ネトゲ廃はい人じんやったり、ネットで自分の評判観て一いつ喜き一いち憂ゆうしたり、朝起きたらなぜか下半身丸出しだったり、通販雑誌でローライズのパンツ見て「短足の俺をバカにしてるのかぁっ！」とちゃぶ台ひっくり返したりしてます。そういった「生活に入はいり込こんでくる色々なモノ」というのは、その九割がアホなものなのですよ。アホな物、アホな友人……嗚あ呼あ、どこか遠くで一人になりたい。でも、そうなったらそうなったで、俺一人がアホやるんだろうなぁ。先日もアホＴシャツ三枚も買っちゃったしなぁ。




　お礼こーなー！

　たぶんこのあとがきを書いてるころには、日向さんの風邪は治なおりかけくらいなんでしょうか。なんにしろ「メシを食え」と言い続ける前に、健康管理に気をつけてもらわねばならなくなったようですな。日向さん、とりあえず暖かくして養よう生じようするんだよ。

　しかしそんな日向さんを休ませない、担当Ｍ女史！　なんたる鬼の所しよ業ぎよう、と言いたいところだけどＭ女史のほうが風邪をひくことが多い上に，いつも日向さん以上に仕事量が多かったりするようなので、一番グータラな俺は何も言えません。とりあえずお二方ふたかた、これから寒くなるので気をつけてください。

　次は……おるた二巻ですかな。コッペの続きもいつかやりたい！　が、今はおるただ！

　どれを書くにせよ、皆様に満足していただけるものを書いていきたいですっ！

　では、また次巻！


田口　仙年堂　　






　Ｐ．Ｓ．結婚しましたっ！








　※参考資料『クリスマス　キャロル　クリスマスのゆうれいの話』著／チャールズ・ディケンズ　翻訳／こだまともこ　講談社　青い鳥文庫
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Sennendou Taguchi




あれは忘れもしない、大学時代のクリスマス。モテない野郎三人が集まって飲んだ後、誰かが急にカラオケに行くと言いだし、三駅先にある安いカラオケ屋に行ったら、店が潰れてた。言い争っているうち終電が発進。クソ寒い町中を三駅も歩きましたよ。まぁカラオケに行くと言いだしたのは俺なんですがね。そんなわけでクリスマスのお話です。
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あれは忘れもしない、子供の頃のクリスマス。ヒーロー然としたロボットが好きなボクに、サンタさんは嫌がらせの如く毎年モノアイのロボットのプラモをプレゼントしてくれました。おかげで今ではモノアイ以外のロボットが愛せません。こんな話でお茶を濁すくらい思い出なんてないよ！　そんなわけでクリスマスらしく絵本調に仕上げてみました。
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